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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一度は到とう達たつした場所だった。

　迷う道理もない。

　あの夜、この自分の栄光にただ一度、泥どろを塗ぬられたあの玉座。

　いま再び目にするその場所には、生意気な少年ではなくやつれた顔の男がただ一人。王朝より伝わる見事なマントと鎧よろいをまとい、剣けんを手に立っていた。

　ルナスは目を見開いたまま笑う。すでに少なくない量の血の香かおりに酔よい、少なくない量の返り血に鎧を染め上げていた。

「我が名はルナス・ヴィクトーラ・マジスティアっ!!　お初にお目にかかる、ミスマルカ王ラヒルⅡ世陛下ぁっ!!」

　猛たける皇女の意気に、その血ち化げ粧しように、王はにやりと笑ってみせた。

「……勇ましいな獅し子しの姫ひめ。我が国の民たみが勝手を働いたようだ」

「かつてあなたの子息は、己おのが命と、この一国とを引き替かえに私に言葉を持ちかけた！　あなたはいかに!!」

「見ての通りに」

　長剣を抜ぬき、その鞘さやを横に投げ捨て、両手に構える。

　ルナスは哄こう笑しようした。

「ははは!!　ははははは!!　あはははは!!　そうでなくては!!　そうとも、一国の主あるじとはやはりそうでなくては!!」

　ただ一ひと振ふりで、大剣にまとわりついていた血ち糊のりを全すべて払はらい、ルナスは進み出る。

「我が剣の誉ほまれとなれ……!!」

　一いつ閃せん。無造作な一閃だった。

　旧王朝より伝わる、権けん威いの象しよう徴ちようのためだけに、美しさを最優先に磨みがかれた宝剣であった。実用を極きわめた結果として美しさを兼かね備えた七星剣に敵かなうべくもなく、叩たたき折られた。

　跳はねた切っ先が絨じゆう毯たんを貫つらぬき石せき床ゆかに刺ささり、柄つかから半分ほどだけを手にしたラヒルの喉のど元もとに、寸すん分ぶん違たがわず刃やいばをあてがう。

「さあ、いかに！」

「ふっ、くくっ……いかに？　いかにだと？　小こ娘むすめ。そのような体ていたらくだから我が息子むすこになど後おくれを取るのだ」

「っ……」

　上じよう機き嫌げんだった笑え顔がおが、怒いかりに凍こおり付く。

「なぜ言葉より先に首を刎はねぬか。獅子の姫」

「降こう伏ふくしろ。勝ち目はない」

　ラヒルは剣の柄を捨てた。無造作に。

「話をする暇ひまはあるか。ならば頼たのみがある」

「……なんだ」

「我が首を刎ね、我が子マヒロへの手た向むけとして欲しい」

　戦いくさという狂きよう気きの最中さなかにあって、ルナスはなおその王の正気を疑った。

　生き恥はじを良しとせぬ武人や王はいた。

　しかしそれを形見……いや、手向けとは理解し難がたかった。しかも己が息子への手向けという。

　ラヒルが嗤わらう。それは、見た目の貫かん禄ろくに寄らず……そう、丁度。あの夜のマヒロの危なっかしさにも似ていた。

「気にするな、元よりもう長くはない命だ。床でくたばるよりは、貴様のように名の知れた武人の手にかかった方が……下らん人生の終わりを飾かざるに、少しは箔はくも付こうというものだ」

「……よろしいのか」

　喉のどに当てた刃を引き、構え直す。

「そうは言っても小娘相手に頭こうべは垂れんぞ。やれるか？」

「やれる」

　即そく答とうに、蛇へびの王はさもおかしげに、くつくつと喉を鳴らす。

「なるほど。あのリュミエルがすこぶるつきと褒ほめるわけだ」

「言い遺のこすことは」

「努ゆめ々ゆめ気を付けることだ。マヒロは……あれは俺の上を行く。あれは俺の……」

　ラヒルは嗤った。

「……生しよう涯がいをかけた。俺の、誇ほこりだ」

「承うけたまわった」

　一息。

　ルナスは刃を、横一線に振り抜いた。
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　ミスマルカは小国だった。

　今、バルコニーに立つマヒロの眼下には、国民のほとんど全てが集まっていた。集まることができるほどに国民は少なく、故ゆえに小国と呼ばれた国だった。

「ミスマルカ王国は本日正午、グランマーセナル帝てい国こくからの降伏勧かん告こくを受じゆ諾だくし、同時刻を以もつてグランマーセナル帝国中原領ミスマルカとなったことをここに伝えます」

　その終わりをマヒロは告げた。

　その表情に色はない。

　傍かたわらに泰たい然ぜんと立つのは、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに身を固めた美しき異国の姫ひめ君ぎみ。その背後に並ぶのは屈くつ強きような黒の騎き士し団だん。

　それらに比べて、若き少年の、なんとか弱く儚はかなげなことか。

「……繰くり返します。昨晩崩ほう御ぎよしたラヒルⅡ世王陛下に代わり、国王代理としてマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトの名において、ミスマルカ王国は本日正午、グランマーセナル帝国からの降伏勧告を受諾しました。同時刻を以てミスマルカ王国は、グランマーセナル帝国中原領ミスマルカとなったことをここに伝えます」

　民たみに動どう揺ようは少なかった。

　昨晩に起きたことを、皆みな知っていた。

　知ることができるほど、小さな小さな国だった。

　マヒロは……その最低限だけを読み上げると、予あらかじめ帝国側によって用意されていた詔しよう書しよを静かに畳たたみ、顔を上げた。

　事前の手はずと違ちがうことに、後ろの黒騎士たちが即そく座ざに不測へ備えようとするのを、ルナスは軽く手を上げるだけで遮さえぎった。

　無言のままマヒロに任せた。

「……我が国は戦いくさに負けました」

　老ろう若にやく男なん女によ、父を、息子むすこを、兄弟を、友人を、隣りん人じんを失い、嘆なげき哀かなしむ声があった。愛する国が終しゆう焉えんを迎むかえたことに、悲痛な声を上げた。

「志ある、多くの勇ゆう敢かんな兵士が犠ぎ牲せいになったと聞きました。帝国騎士団に対し、一いつ矢し報むくいることさえ敵かなわなかったと聞きました。皆、無念だったと思います」

　衆は耳を傾かたむける。

「……帝国軍は、我々が反はん抗こうの意志を見せない限り、武力行こう為いを働かないことを約束しました。今すぐ、心を許すことはできないと思います。大切な人を失った悲しみは、僕にもわかるつもりです。怒いかりや、憤いきどおりも察します。ですが、憎にくしみだけはどうか……」

　マヒロは続けた。

「今だけ、堪こらえてください。どうか、思いやりの心を忘れないでください。鎧よろい兜かぶとの色は違えど、彼らも我々と同じ、人であることを忘れないでください。皆さんの愛する家族と同じように、彼らも遠く本国に愛すべき者たちを置いてきていることを理解してください。そして……皆さんが恐おそれるのと同じように、彼らも見知らぬ土地で不安を抱かかえていることを理解してください」

　すすり泣きながらも、民はマヒロへ面おもてを上げた。

「憎しみによって動けば、それがまた新たな憎しみを生み、いつ終わるとも知れない永えい劫ごうの連れん鎖さとなります。ですから、ここで終わりにしましょう。今ここで。我々が堪えることで終わりにしましょう。皆さんに愛されながら旅だった兵士たちは、きっと誇っているはずです。守るべきあなた方の誰だれ一人ひとりとして、犠牲にならなかったことを。無念ではあっても、そのことだけは喜んでくれているはずです」

　マヒロは見み渡わたした。

　その場にいる全員に語りかけるために。

「彼らは……皆さんがこの先の未来、怨うらみ辛つらみを抱いだいて生きていくために戦ったのではありません。ただ平和に。幸せに。いつも通りの暮らしを続けて欲しいからこそ、自らの命を投げ打ったのです。皆さんの幸せには、それだけの価値があると信じたからこそ旅立っていったのです。それはきっと……彼らをよく知る皆さんこそが、誰よりわかっていることと思います。ですから……どうか」

　マヒロの言葉に、人々は失った愛する者の人ひと柄がらを思い起こし、咽むせび泣いた。

「……ミスマルカ王朝がミスマルカ王国となって以来、我が国におけるただ一度の戦争は終わりました。他国の誰一人を傷付けることなく。それを誇ほこりに思いましょう。それを誇れる日が、いつの日か、きっと訪おとずれるはずです」

　民は泣いていた。

　愛する者が失われたこともそうだ。ミスマルカという国が失われたこともそうだ。

　だが城下にあってその明朗な笑え顔がおをよく知る者たち、宮中にあってその潑はつ剌らつとした言動をよく知る者たちの目に、そうしたマヒロの姿はまた、あまりに痛ましかった。

　全員が知っている。彼自身、父というかけがえのない肉親を失ったことを。

「心の傷を堪えるのは……誰かを傷付けるより、遥はるかに辛い戦いだと思います。ですが、どうか。……重ねて、何度でもお願いします。戦争も、憎しみも、終わりにしましょう……」

　彼は、涙なみだ一つ見せようとしなかった。そうして民という大勢を気にかけるばかりで、最後まで、自分のことを言おうとはしなかった。




　　　　◆




　そのマヒロをどのように扱あつかうかも、具体的には方針が定まっていない。そして具体的な政策の発令は、協議を詰つめてからになる。

「……そういうわけだから、あまり心配をすることはない」

　自室へ向かうマヒロの横を歩きながら、ルナスは言った。

「悪くても処しよ刑けいするようなことはない。まかり間違って軍令本部からそのような通達が来たところで、そんなことは私が許さない」

「そうですか」

「こと政策協議にはお前にも参加してもらう方向で検討している。無論、我が国の統治下となったのだから、何もかもが今まで通りとはならないだろうが……そこはお前が文官たちと、気の済むまでやり合えばいい」

「ありがとうございます」

「……」

　マヒロは前を向いて歩くばかりで見向きもせず、辛かろうじて無視されていない程度の受け答え。気を取り直してルナスは言った。

「……しかしあれでよく民たみが納なつ得とくするものだな。敵である我々を庇かばうようなことまで言っていたが、反乱はないと言い切れるのか？」

「そのときは……その気配があるようならば、僕が説得に向かいます。向かわせてください」

　ようようルナスの顔を見るが、当然のようにマヒロの表情に笑顔はない。いや、無表情どころかバルコニーに立っていたとき以上に色がない。生気がないと言うべきか。

「それで収まると？　あまり我々の肩かたを持つと、骨ほね抜ぬきにされたと思われるのではないか？　愛国心の強い者の中には、お前自身を軟なん弱じやく者ものと……裏切ったと思う者が出るかも知れない」

「元より虚うつけと呼ばれた身です」

　ルナスにしてみれば、半年前に初めて出会ったときが、まるで噓うそのようだった。陣じんに乗り込んできたとき、城下で会ったときにはあれだけ快活で、玉座の間で会ったときにはあれだけ雄ゆう弁べんであったのが……喋しやべるのも気だるそうだった。

　疲つかれているとかではなく、いっそ別人のようだった。

　そしてマヒロの私室が見えると、その前に小こ柄がらな中年の姿があった。

「お……、おお……、お……王子……！」

「大臣……」

　そう言ったマヒロの元へ駆かけ寄って来るなり、内務大臣カルロは膝ひざからくずおれ、すっかりやつれたような顔を涙でくしゃくしゃにしていた。

「う、うう……おおお……、王子、ぃ……！」

　彼だけだった。

　エーデルワイス、カイエン、シュライバンらが敵方であった中。重臣中の重臣として残ったのは……このカルロ卿きようだけだった。それら輝かがやかしいカリスマ性を持つ重じゆう鎮ちんたちの中で、どちらかと言えば目立たぬながら、永らく国の土台を支え続けてきてくれた。

「っく、うぅ……悔くやしい……！　私は悔しい……！　王子……！　エーデルワイス殿どのも、カイエン殿も、シュライバン殿も裏切り者であったというのに……！　私はっ、何一つ見抜けず……！　そんな三人を昨日の今日まで頼たよれる方々と尊敬までして……、そうしてこの間抜けめは、陛下のお命すら守れずっ……！」

　マヒロが膝をつき、微笑ほほえみながら彼の肩に手をかけた。

「いいんだ。いいんだよ、そんなことは。あなたが何か悪かったわけじゃない、大臣」

「う、ううぅ、王子っ……」

「顔を上げてくれ、カルロ卿。重鎮で残ってくれたのはあなただけだ。統治下の政策協議が明日にでも始まる。今の今までこの国を支えてくれた国民のために、僕に力を貸してくれないか」

「お、おお……はい……、はい、王子……！」

　そうしてマヒロは、自分のハンカチを差し出しながらカルロを立ち上がらせた。

「それと……」

「な、なんでございましょう、王子……必要なことであれば、この私めに何なりと……」

　周囲に、ミスマルカの者はいなかった。

「カイエンたちのことは、他ほかに誰だれが知っている？」

「は……？」

　涙を溜ためたカルロの目が、何事かと瞬まばたきをする。

「彼らも、みんなからよく慕したわれていた。僕自身、未いまだに信じられない。きっと、止やまれぬ事情で帝てい国こくに与くみせざるを得なかったに違ちがいない」

「っ……、王子、王子は彼奴きやつらを庇い立てするおつもりですか……!?」

「民の動どう揺ようは少ない方がいい」

「……王子……」

「だから近しい者にはそのように伝えてくれ。彼らもまた民を守るために、そのように振ふる舞まわざるを得なかっただけだと」

「……はい……、かしこまりました……王子……」

　大臣が去っていくと……その背中が見えなくなると同時に、マヒロの顔から、また表情が失うせた。

「ルナス様。そのようにお願いできますか」

「……エーデルワイスたちのことか。だがあれらは姉上の直属だ。私自身、何がどこまでどうなっているのか、把は握あくしてはいないが……諜ちよう報ほうや工作が任務であれば、そもそもそれを言いふらす必要もない」

「お願い致いたします」

　そのまま自室のドアに手をかける。

「待て、マヒロ王子」

「……何か」

　振り返った姿は、まるで幽ゆう鬼きに取り憑つかれたようだった。

　嘆たん息そくするように息をついてから、ルナスは告げた。

「確かに私はお前の父を斬きった。だがそれは、正々堂々の決けつ闘とうの末に、ラヒルⅡ世本人が望んだことだ。首を落とし、手た向むけとしてお前に渡わたせと」

「ええ。うかがいました」

「私だって最初は耳を疑った。だが……」

「いえ。ルナス殿でん下かを疑うわけではありません。父は……あれはそういう男でしたでしょうから」

「……それと遺ゆい言ごんだ」

　ドアを開け、部屋に一歩踏ふみ込んだところで、彼の足が止まる。

「お前のことを生しよう涯がいをかけた誇ほこりだと言っていた。自分の上を行くと」

　マヒロが笑う。笑顔ではなく、鼻で笑った。

「……それこそご冗じよう談だんを。僕への遺言ではなく、あなた方へのメッセージだったのではありませんか？」

　さほど興味もないように、マヒロは部屋の中に消えた。

「……どういう親子だ……」

　首の手向けは疑いようもないと言い。

　最さい期ごに遺のこした褒ほめ言葉を冗談だなどと。

　確かに、あの場、あの状じよう況きよう。

　蛇へびの王は、息子むすこへ伝えてくれだなどとは一言も言わなかった。獅し子しの一族に対して、足あし下もとをすくわれるなということだった。
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　翌朝。

「おはようございます、殿下」

「ああ。おはよう、エーデルワイス。早いね」

　顔を洗ってくると、よくできたメイドがいつものように着き替がえを持って入ってきた。

「本日より政策協議がございます。帝国側の官かん僚りようがすでに到とう着ちやくしております」

「そうだったね」

「何やら腐ふ心しんして頂けたようで。ルナス殿下から、本国より別命あるまではこれまで通り振る舞うように、との命を受けました」

「うん」

「失策でございました。このようなことになるなら、あのときわざわざ制服に着替える必要もございませんでした」

「君が失敗とは珍めずらしい」

　パジャマを脱ぬぎ、エーデルワイスが広げた服に袖そでを通す。

「……この国を根底から裏切るような行こう為いを行ったのです。糾きゆう弾だんされ、地の果てまで追われるのが道理でございましょうに。よもや本当に、わたくし共が止まれぬ事情から帝国に荷か担たんしたのだとお思いで」

「なぜ半年前は正体を明かさなかったの？」

「シャルロッテ殿下よりそのような命令がございませんでしたので」

　言いながらメイドはマヒロの襟えりを整える。

「あの当時はまだ、聖せい魔ま杯はいに関する情報が少なすぎました。ミスマルカが陥かん落らくした後でも、こうしてその国の者としてあれば、より早く情報が引き出せると踏まれたのでございましょう」

「確かに、あの状況ならルナス様は一刻も早く聖魔杯を手に入れる必要があっただろうね」

「そして本来意図したところとは違ちがえども、結果としてそれは功を奏したわけでございます。陛下と殿下のご尽じん力りよくのおかげで、今や聖魔杯に関しての全容は随ずい分ぶんと明らかになりました。わたくし共が潜せん伏ぷくし続ける意味も失われた、ということでございましょう」

「昨日……いや、一昨日おとといまでは……だね」

　エーデルワイスは鏡台の前に座らせたマヒロの髪かみに、丁てい寧ねいに櫛くしを通していく。

「驚おどろかれましたか」

「驚いたよ」

「左様でございますか」

「うん。本当に。君まで帝国側だったなんて。驚きすぎて、馬ば鹿かみたいで、一生分笑った。だからもう笑わなくていいや」

　エーデルワイスの視線が、鏡の中のマヒロを捉とらえる。

　今の今まで言葉は落ち着き、穏おだやかであった。そしていま見る表情もまた、穏やかであった。

「……ではわたくし以外の者は疑われておいでで」

「疑うほどではないよ……。けど……なんとなく。その可能性はあるかも知れないと思っていた」
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　重臣であるカイエンがそうだった。

　その時点で、全すべては疑うべき対象だった。

「エミリオは」

「オオヤシマで。ルナス様が僕たちの場所に当たりを付けるのがあまりに早かった。その連れん絡らくをできるほど自由が利きいたのはエミリオだけだ」

「シュライバンは」

「ライン要よう塞さいに乗り込んだとき。僕が囚とらわれている部屋の場所を教えたのがシュライバンだと言っていたが、あのＣＩＣがそんな重要な情報を漏ろう洩えいするようには思えなかった」

「カイエンは」

「祭りをやると言ったとき。罠わなだと言ったハリボテの位置を少しずつずらしていた」

「では……パリエルは」

「単車でルナス様の陣じんへ乗り込んだとき。僕のことを馬にも乗れないと言っていた。偶ぐう然ぜんだけど、あれはパリエルにしか言っていないことだった。あのときは面めん倒どうで馬に乗れないと答えたけど……実際、もし誰だれかに馬に乗れるかと聞かれれば、僕は乗れると答えるから」

「……鋼オ鉄ーのト悍バ馬イ、でございますか」

　ひとしきり話し終え、マヒロは鏡の中へと呟つぶやいた。

「君だけが徹てつ頭とう徹てつ尾び、何もしなかった」

「わたくしは陛下付きの役でございましたので。ですがその分、陛下は殿でん下かが他の者を疑われたのと同様、薄うす々うすと勘かん付づいておられたようでございます。最終的に教団領への同行を許されなかったのも、わたくしをご自身の監かん視し下に置かれたかったからにございましょう」

　最後に。いつものように。エーデルワイスは櫛ではなく、手の平で。マヒロの髪を優やさしく撫なでつけ、一歩離はなれた。

「整いました。よろしゅうございます」

「ありがとう」

　いつもの朝。

　違うのは、お互たがいの立場だけ。

「わたくし共が憎にくくはございませんか」

「別に」

「左様でございますか」

「朝食は？」

「ただいま、お持ち致いたします」




　　　　◆




　連日、連合盟主の会合に使われていた議場は大おお幅はばにその人数を減らし、ミスマルカと帝国との占せん領りよう政策についてを擦すり合わせる場となった。




　税は上がる。

　法は帝国の憲法をベースとしたものに切り替かわる。

　有事に際しては有資格者に対して徴ちよう兵へい義務が課せられる。




　主に言えば、変わるのはこの三つ。

　逆を言えば帝国側は、まずはその程度しか要求しなかった。

　税は上がるが、ミスマルカの民たみの所得水準は他の中原諸国と比べても水準前後。そう低いわけではない。生活は慎つつましくなるだろうが、飢うえて死ぬほどのものではない。これまでの他国との流通経路に乱れが生じることが懸け念ねんされたが、新たに帝国領内同士としての交易が始まれば、むしろこれまでの外国間との交易よりは強い結びつきと、安定性が見込まれる。下方修正することはないだろうとの見解で一いつ致ちした。

　法にしても修正は常識的な範はん囲いで済みそうだった。これまでの軽犯罪が死し刑けいになったりするような突とつ飛ぴなことはない。元より、犯罪発生率が他国に比べ極きよく端たんに低いというのが、小国ならではの美点の一つだった。窃せつ盗とうや殺人など、明らかに犯罪と思おぼしき行こう為いに及およばぬ限り……言い換かえれば今まで通りに暮らしている限り、何ら問題はない。

　徴兵義務。

　有資格者とは簡単に言えば、戦うことのできる男手、女手。有事とは、侵しん略りやくや内乱、軍ぐん賊ぞくと呼ばれるような大規模な野党の襲しゆう来らいや、同じく魔ま物ものの発生。自然災害もそうだ。

　だがこれに関しては前二つ以上に今の時代、どこの国でも常識的な感覚だった。兵へい役えきとして一定年ねん齢れいから戦せん闘とう訓練を受けさせる国家も少なくない。国家間の戦いくさ以上に、魔物という脅きよう威いが常にあるからだ。

　ただミスマルカの場合、明文化されていなかっただけ、今まで有事と呼べるような何かがなかっただけで……危急存亡となれば、誰だってその回かい避ひのために立ち上がるだろう。兵たちが、王の命令に背そむいてまで大切なものを守ろうとしたように。

　それがミスマルカの民の気質。
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　帝てい国こく側は馴なれていた。ことマジスティア王国がグランマーセナル帝国となって以降、軍部は、占領地の反感を極力買わぬような柔じゆう軟なんな対応を中央から求められていた。

　一方でマヒロらも馴れていた。ミスマルカが弱小国家であることを知り、強国から不利を言われることに馴れていた。その上で、己おのれたちが敗者であることも心得ていた。

　そうして互いは受けるべきは受け、詰つめるべきを詰めていった。協議は極きわめて円えん滑かつに、また平滑に進められていった。

　だからそこにもまた、ルナスが期待するようなマヒロの姿はなかったのだった。




　そうして策定は細部の数字を詰めるまででも、二週間とかからなかった。帝国からすればミスマルカの規模は、国というより一地方都市に等しかった。

「では、以上でよろしいですか」

　帝国側の席に着いていたのはかつての宰さい相しよう、カイエンだった。帝国側の誰だれより、ミスマルカの政治の内外を熟知している。宰相の時の衣い装しようではなく、帝国の文官に混ざり、帝国の高級官かん僚りようの黒い上下をまとっている。

「ええ。これならば民も納なつ得とくすると思います」

　マヒロも日々と同じ正装の姿で答えた。

　ただし冠かんむりはない。

　父から王位を譲ゆずり受ける暇ひまもなかった。

　今はただその代理というだけの、支配された以上は王族かどうかも怪あやしい、宙ぶらりんの、非常に中ちゆう途と半はん端ぱな立場だった。

　カイエンが言った。

「それでは政策協議については、本日で一いつ旦たん終しゆう了りようとなります。王子らの真しん摯しな対応から、最終的には付ふ庸よう国こくとしての自治が認められると思いますが……正式な調印については本国からの返答を得てからとなります。……よろしいですか、ルナス皇女」

　協議には、その日もルナスは出席していた。

　しかし軍人としての分を弁わきまえている以上、内政については何を口出しすることもなく、ただ聞いているだけだ。一応、居い眠ねむりするような無様はしないが、それでも退たい屈くつであった。

　もう一度カイエンは言った。

「ルナス皇女」

「ああ。終わったのならいいだろう」

「かしこまりました」

　それを合図に、ミスマルカ側、帝国側とも無言で席を立つ。

　友好条約や何かではない。

　互たがいに握あく手しゆを交かわす義理もない。

　ただの解散となった。




　　　　◆




　マヒロは真っ直すぐ自室へ向かう。どこかへ遊びに出ることもなく。宮きゆう廷てい作法や何かを学ぶ必要ももうないが、かといって他ほかに何かをする必要もなかった。監かん視し役の黒騎士数人、護衛のように連れて部屋へ戻もどっていく。

　そんな別人のようになったマヒロへ、カルロは言葉をかけた。

「ようやく、一つ……肩かたの荷が下りましたな、王子」

「ああ。そうだね。あれなら民たみもそう混乱せずに過ごせると思うよ。さすがカイエンだ。手て際ぎわがいい」

　歩きながらマヒロが言う。

「地方領どころか付庸国となれば、あなたもこのまま、大臣なり宰相なりの地位に落ち着くだろう。家族も心配しているだろうし、家に帰って安心させてあげるといい」

「王子……」

「なにせこの二週間、泊とまり込みの働き詰めだ。少しゆっくりするといいよ。ご子息とのんびり、大好きな釣つりにでも行って……」

「王子っ……！」

　突とつ然ぜんの強い声に、マヒロは立ち止まる。

　そこには涙なみだを浮うかべた目で、睨にらむように体を震ふるわせるカルロの姿があった。

「それでも……それでもあなたは恨うらまないと……、恨むなとおっしゃるのですか……!?」

「カルロ……？」

「ええ、私めにはまだ帰る家があります！　待っていてくれる家族がおります！　しかしあなたは、王子！　たった一人の肉親である陛下すら失ったのですっ……！　あそこにいたカイエンという男は、あなたの家であるこの国を裏切ったのです！　ルナスという女は陛下を、あなたのお父上を斬きったのですぞっ……！　なのにどうしてあなたは、……あなたはっ……！　優やさしすぎるにもほどがおありでしょうにっ……！」

「カルロ……」

「憎にくくはないのですか、王子っ……！　私は……、あなたのような罪もない方から何もかもを奪うばった、あの連中が憎いっ……！　なぜあなたは恨み言の一つもおっしゃらないのかっ……、私はっ……、いえ、あなたを知る我々ミスマルカの民は！　今のあなたを痛ましくて見ていられないのです……！」

　マヒロが言った。

　静かに、冗じよう談だんでも言うように。

「……僕が命じれば兵を挙げるとでも？」

「このカルロが搔かき集めてみせましょうっ……！」

　驚おどろいたのは、マヒロの監視に就つく帝国の騎士らの方だった。人目もはばからずに叫さけんだカルロの言葉は、明らかな反逆の意志だった。正当な王位継けい承しよう者しやである少年に、それを促うながす言葉とも受け取れた。かつての重臣だ。酒場で酔よった平民が、不平不満を垂らすこととは重みが違ちがう。

　だがわずかの後、微笑ほほえみながらマヒロは言った。

「……そう思ってくれる気持ちは嬉うれしい。けれども僕は、恨んでもいないし、憎んでもいない。そんな僕のことを売ばい国こく奴どと言う者がいても、僕は構わない。みんなが傷付かないためなら、今度は喜んで僕の首を売り渡わたそう」

　それを聞き、我に返ったようにカルロは狼狽うろたえた。

「っ……！　王子……！　わ、私は、何もそのような……！」

「けれど……その民を傷付けるというなら、僕は悪あく魔まにでも魂たましいを売るつもりだ。帝国の手には任せない。今後に軋あつ轢れきを生むくらいなら、僕が、このミスマルカの残る兵を率いて、反逆者を鎮ちん圧あつする。わかってくれないか。僕はいま、自分も含ふくめて他のことはどうでもいい。ミスマルカのみんなを守りたいだけなんだ」

「……お、お許しを、王子……、そのようなつもりで申し上げたわけではないのです……ただ……、ただ、王子の気が紛まぎれるのであれば、不満の一つも打ち明けていただければと……」

　涙ぐむ忠臣へ、マヒロは微笑みながら頷うなずいた。

「いいんだ。ありがとう」

　それはやはり、カルロたちミスマルカの者が知るマヒロの笑顔ではなかった。ともすれば今にも消え入ってしまいそうな、儚はかない姿だった。今こうして、部屋に戻ったマヒロは……あるいは自ら命を絶ち、翌朝には物言わぬ姿になってはいないかと。

　だからカルロは、声をかけずにはいられなかったのだ。それが偽いつわらざる気持ちであり、他の者たちが目通りを叶かなわぬのであれば、臣民の代表たる自分の役だろうと思ったからだった。

　当然、監視に就いている騎士たちもそれはよく言われていた。刃は物ものやそれに類するような危険物……有り体ていに言えば脱だつ走そうのためではなく、自傷行こう為いのために使えそうな一いつ切さいの携けい行こう、部屋への持ち込みをマヒロに許さぬよう厳命されていた。

　それでも、策定を終えたこともあるが、カルロは今のマヒロとの会話でわずかながら安あん堵どした。民を守ると言ったとき。自らが兵を率いてでもそれを許さぬと断言したときのマヒロには、強い意志が垣かい間ま見みえた。




　そんなマヒロのことは彼を目まの当たりにした黒騎士たちの間から、まずは駐ちゆう留りゆうする帝国軍の間で噂うわさになった。

　あれはただ者ではない。

　尋じん常じようの少年ではああは言うまい。

　さすが剣けんを持たずして、光こう輝きの剣に認められた器うつわであると。

　一方で、そうして帝国の騎き士しが噂するのを、ミスマルカの民たみも聞き及およんでは噂を呼んだ。

　虚うつけと笑っていたあのやんちゃな王子が、その実、敵をして認めさせるほどの器量であったと。そして、かつてミスマルカへ急きゆう襲しゆうしたルナスを追い返したのが、国王のみならずマヒロの機転でもあったと聞くに及んでは、ますます畏い敬けいの念を呼び起こした。

　負けたこと、支配されることに不満を持つ者も確かにいた。だが、穏おだやかな気質をしたその他の多くの者が言って聞かせた。

　バルコニーでマヒロが述べた言葉を、繰くり返し言って聞かせた。

　自分たちは、敵以上に憎しみに打ち勝つ、誇ほこり高いミスマルカの民であると。戦いくさは終わり、かつて敵であった者たちさえも思いやれる、心ある優しい民なのだと。

　他ほかならぬ王子が臣民を守るために、父を殺した敵を恨まず憎まぬと言ったのだ。そんなミスマルカの誇るべき王子を、自分たちが裏切るわけにはいかないと。そういう気質だと信じてくれる王子に、恥はじをかかせるわけにはいかないと。




　憎しみを忘れることはできない。

　深い心の傷は、一生かけても癒いえることはない。

　だが悲しくとも、誰だれかを恨まないことを美徳なのだと思える。

　そういう心の豊かさが、平和を愛したミスマルカという小さな国にはあったのだった。




　　　　◆




　ルナスが連れてきたのは、ことさら精せい錬れんを極きわめた騎士団だった。常勝を求められる彼らは、そもそも勝ったことを誇らなかった。当たり前の勝利に、子供のようにいちいち騒さわがなかった。勇ゆう敢かんに挑いどんできたミスマルカの騎士たちに対し、同じ騎士として深い敬意を払はらった。それが黒騎士団と呼ばれることを誇りに持つ、彼ら自身の誉ほまれであった。

　あるときルナスは、城の一室にそうした主だった将の全すべてを集めて言った。

「住民への手出しを厳禁する。重ねて言うが、暴言などの侮ぶ辱じよく的な行為もだ」

「はっ」

「犯罪の取り締しまりは、旧ミスマルカ王国騎士団の生き残りに任せろ」

「はっ。しかし、武装蜂ほう起きの動きなどが認められた場合は」

「それも内乱罪という犯罪として扱あつかい、この国の者に任せる。他に質問は」

　沙さ耶や香かが言った。

「我々に対し、直に相手が斬きり掛かかってきたような場合はどうなりますか」

「無力化してミスマルカの騎士に突つき出せ。殺すことは許さん」

　次に、先日ラズルカから着任した雷らい将しよう、キャスティが言った。

「あのぉ、酒場なんかで絡からまれた場合は？」

　隣となりの沙耶香が言う。

「……お前はアホか」

「サヤカに言われるとは思わなかった。けどうちの隊の連中が、いい加減酒飲みたいってうるさくって……」

「気持ちはわからんでもないが……」

　ルナスが言った。

「街で浮うかれるな。より正確に言えば、ミスマルカの民の前で醜しゆう態たいをさらすな。特にキャスティア、お前の隊は風紀が乱れやすい」

「あ。いえ。アタシはちゃんと言って聞かせてるんですが……」

「言って聞かなければ殴なぐって聞かせろ。今回の通達を聞けぬ者は、私自らが処断することになる」

　キャスティが息を吞のんだ。

　斬ると言ったら本当に斬る人だと知っているからだ。

　そして彼女の率いる部隊は魔ま法ほう戦隊と呼ばれている。黒騎士団とは、少し毛色が違ちがうのだ。隊長の性格を反映したかのように、茶目っ気のある隊員が多い。

「き、気を付けますっ……」

「よろしい。実際、諸君もこの国の住民の態度を見知っていると思う。私もいくつかの国々を制圧してきたが、はっきり言って望外だ。よく堪たえてくれていると感心するより他にない。マヒロ王子からしてそうだ。故ゆえに、向こうからはそうした物ぶつ騒そうな事態は起こさんと思うが……」

　ルナスは一度、全員の目を見み渡わたした。

「だからこそ。そのような民間人に対し、我々から危害を及ぼしたとなれば、これはあるまじき失態だ。ましてや政策協議も終えた今、ミスマルカの住民は帝てい都とにいる諸君の家族同様、守るべき帝国の臣民であることを忘れるな。厚こう意いには厚意で応こたえよ。これは皇こう帝てい陛下、並びに軍令本部長よりの意向でもある。良いか」

「「「はっ！」」」

　光こう輝きの剣けんと呼ばれた帝国の第三皇女を筆頭に、彼ら、彼女らには、大国を治めるに相応ふさわしい優すぐれたカリスマ性があった。元より占せん領りように当たっては、虐ぎやく殺さつや略りやく奪だつなどは厳禁されていたが……そうした徹てつ底ていした態度がまた、住民の間で噂うわさとなっていった。

　ただの野や蛮ばんな侵しん略りやく者しやではないようだと。どうやら本当に、奴ど隷れいにされるようなこともなさそうだと。マヒロの話した通り、言葉の通じ合える者同士なのだと。
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　中原各地に、最低限の伝信設備が通じた。

　夜、要よう塞さいにいるユリカの元へ、ミスマルカにいるルナスからの連れん絡らくがあった。

　どうも妹は、占領政策や兵へい站たんの問題以外に聞きたいことがあるらしかった。

　妹にしては歯切れが悪く、本題に入るまでに時間はかかったが……簡単に話を聞いたユリカは、本のページをめくりながら、受話器に向かって告げた。

「……ルナスが悪い」

　それがルナスの、心の後ろめたい部分に引っかかったのだろう。

《な……何を言いますか！　私は、心にやましいことなどこれっぽっちもありません……！》

　思った通りの反応が返ってきた。

　有り体ていに言えばルナスの悩なやみ事とは、「マヒロが相手をしてくれない」、というものだった。

　……。

　我が妹ながら。

　いや、そこが可愛かわいいところにしても。

「ルナスが悪い」

《ならば姉上は、私の何が悪いと言うつもりですか！》

「……ミスマルカを攻せめたのはいい。ミスマルカの兵を掃そう討とうしたのもいい。国王ラヒルⅡ世を討うち取ったのもいい」

《ほら、そういうことです。私は何も悪いことは……》

「その親の首を息子むすこに放ほうった挙げ句、笑ったのが最悪」

《………………》

　あっという間にルナスが黙だまりこくった。

《…………しかし……、それは……》

　パフォーマンスとしては最高だろう。敵も味方も震ふるえ上がる。これ以上の示し威い行こう為いはない。逆に、自身が挙げた敵の首級を同族に対し、どんな顔をして見せろという話だ。

　しかし、今ルナスが欲ほつする状じよう況きようを鑑かんがみれば、やはり最悪だろう。

「……悪い癖くせ。あなたは昔から調子に乗り過ぎる」

《だからといって、今さら謝るつもりはありません。謝るようなら初めからしておりません》

「当たり前」

　にべもなくユリカは告げた。

「そして今さら何をしたところで、マヒロ王子の心情が変わることもない」

　ルナスは無言のままだった。

　彼女なりに悩んでいるのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ。あなたは間ま違ちがったことはしていない。マヒロ王子に対してのみ、最悪だったというだけ。マヒロ王子を度外視すれば、あなたは何も間違っていない。ミスマルカ王自身が望んだというのであれば尚なおのこと。あなたは武人として、誰だれよりも正しく行った」

　それはそれで、話の本題がマヒロに関することだから問題の解決にはなっていないのだが……それは言っても、過ぎたことなのだから、ユリカにはどうしようもない。

「あなたの言う通り。ミスマルカの民たみもそう。それを率そつ先せんして下達したマヒロ王子もそう。よく、堪えてくれている。そこまでされて壊こわれなかったマヒロ王子が……」

　言いかけて、ふとユリカは口を閉とざした。

《姉上？》

「……なんでもない。とにかく……今は、占領がうまくいったことを喜ぶべき。それ以上、望むべくもない」

《……わかっています》

「……どうしても気になるなら、姉上に相談してみる」

《嫌いやです》

「違う。私から姉上に聞いておく」

《大きなお世話ですっ》

　通話が切れた。

　ユリカは受話器を置き、小さく嘆たん息そくした。

　欲しくて欲しくて仕方なかったオモチャなのに、いざ手に入れてみれば思ったように動かない。

　元々、叩たたいて動くようなオモチャだった。叩かなければ動かない蛇へびのオモチャ。ただ、ルナスは叩く加減を間違えた。どうすれば直るのか。要はそういう話なのだ。益やく体たいもない。

　ただ、先ほど言いかけてやめた言葉。

　よく壊れなかった……、と言おうとした。

　なぜやめたかといえば……自分の知る限り。マヒロは、元から壊れていた。

　そうでなければ親の首を突つき付けられたその日のうちに、詔しよう書しよを読み上げるような真ま似ね、たかが十五の少年にできるはずがない。

　だが……聞いた話ではルナスが笑う以上に、マヒロはその首を抱かかえて笑い転げたという。ならばやはり、改めてきちんと壊れたのだろうか。

　考えながら、ユリカはおかしな表現だと思った。しかしそんな言い方がぴたりと当てはまるほど、おかしな少年であるような印象があった。ただ一度、この要塞で会ったきりだが。

（……）

　本のページをめくる。

　全すべては芝しば居いだったのだろうか。

　だとすれば……確かに、ルナスの気持ちもわからないではない。

　それはつまらない。

　とてもとてもつまらない。

　猟りよう剣けんに喉のどを潰つぶすと脅おどされて、書いて伝える様を見せてやろうと言い放った。

　元より蛇に手足はないが。

　牙きばも、毒も抜ぬかれたのでは世話もない。

　　　　[image: ]

「や、王子。少しは暇ひまになったって聞いてね。お見み舞まいに来たよ」

　マヒロはベッドで脚あしを伸のばしたまま、書物から顔を上げた。

「エミリオか。僕は見ての通り五体満足だよ。なんのお見舞いだ」

「心の傷の、お見舞い」

　以前と変わらぬ邪じや気きのない笑え顔がお。エミリオは、旧文明の書物の束をテーブルに置いた。視線を手元の本に戻もどしてマヒロは言う。

「いいのかい、そんな格好で」

　フード付きの黒いローブを羽織ってはいるが、その下はライトグレーのベレー帽ぼうと、丈たけの長いダブルのコート。エーデルワイスもシュライバンもカイエンも、以来その姿は見せていなかったが……エミリオだけはそんな、特号の制服姿で現れた。

「ぼくは元々、この国のほとんど誰にも知られていないからね。知っていたとして、裏通りの雑貨屋の子供が実は帝てい国こくの高級諜ちよう報ほう員いんだって？　誰が信じるのさ、そんなこと」

　そう言ってエミリオは、部屋の主に勧すすめられるまでもなく、ソファに腰こしを下ろして脚を組む。

「でも帝国との話し合いもまともにこなしてたって言うし、実際会ってみても元気そうだし。安心したよ。世を儚はかなんで自殺しなかっただけ、大したもんだね」

「僕が元気でも君に利益はないだろう。今の僕は国庫は疎おろか、お小こ遣づかいのあるかなしかも定かじゃない」

「数少ない顔見知りのお得意様さ。生きていれば、何か入り用なこともあるかと思ってね」

　エミリオはコートのポケットからぬるい缶かんコーヒーを取り出し、一つをベッドで本を読むマヒロへ放ほうった。

「ぼくの言った通りだっただろ？」

「何が」

「始まってもいないものを、終わらせられるはずがない」

　開けぬままの缶コーヒーを片手に弄もてあそびながら、マヒロが鼻で笑う。二人で帝国の要よう塞さいへ向かったときの言葉だ。

「……それを自じ慢まんしに来たのか」

「違うよ王子。ぼくが一番感心したのは、君は本当に戦争を終わらせた。始まってもいないものは終わらせられないけれど、始まった以上いつか終わりは訪おとずれる。そして始まってしまったものを、君は本当に終わらせてしまった。ただの一晩で」

　エミリオが、パチンとコーヒーのタブを開ける。

「君自身が怒いかりや悲しみや憎にくしみなんて安い感情論に走らずに、極きわめて冷れい徹てつに国民感情を抑おさえつけた。君があの日、バルコニーで宣言した通り……この国の戦争は終わったんだ」

「ミスマルカの民たみは大人しいからね」

「大人しいんじゃないよ、王子。純じゆん粋すいなんだ。騎士団が勝ち目のないルナス姫ひめ相手に立ち向かったように。君がああ言ったから、みんな大人しく感情を抑えた。君が爆ばく発はつさせたなら、みんなも爆発したはずだ。少なくとも、ぼくはそうなると踏ふんでいた」

　コーヒーを一口。さして堪こたえた様子もなく、エミリオは言った。

「おかげでレジスタンス向けに用意していた、格安の適当な武器が在庫丸まる抱がかえ。よそで売りさばかなくちゃいけなくなった」

「……格安で、適当か。死ぬだけじゃないか」

「そうでもないよ。死ねば葬そう式しきが出るさ。葬式が出れば、棺かん桶おけと花が売れる。身寄りのない子供でも出れば万ばん々ばん歳ざい、それが一番高く売れる……まあ最近じゃ、買い手を見付ける方が難しかったりするけどね。おかげで棺桶もよそでさばかなくちゃならない。大損だよ」

　マヒロはようよう口元を緩ゆるめ、本を畳たたんだ。

「ジェス辺りが聞いたら殺されるぞ、君」

「でも王子は殺さない」

　しれっとした顔で、エミリオは口の端、コーヒーの雫しずくを舌でぺろりとすくい取った。

「……本当のところ、どうなのさ」

「何がだい」

「部屋に結界を敷しいてある。ここでのぼくたちの会話は誰だれにも通じない」

「そうかい。随ずい分ぶん口が軽いと思った。でもこの部屋を出た君の口から、誰に通じるかはわからない」

　エミリオが静かに微笑ほほえんだ。

「……頭の回転まで死んでなくてますます安心したよ」

「最初に言ったはずだ。僕には金がない。君は金がからむことについて信用できるが、帝国は明らかに今の僕より金を用意できる。そういうわけだから、今は君のことは一いつ切さい信用できない」

　ふぅむ、と闇やみ商人は小さな吐と息いきを漏もらした。

「じゃあ信用するとしたら、必要なものはある？　イエスかノーでいいよ」

「その前に君の目的はなんだい」

「金」

「聞いた僕が馬ば鹿かだった」

「そう言うなよアホ王子。侍じ従じゆう長や宰さい相しようはそのままでも食いっぱぐれはないんだろうけどさ……やっぱり辞やめようかな、このバイト」

　今度はポケットからミカンを取り出し、その一つをマヒロへ放った。

「バイト？」

「だから、今のこの仕事」

　エミリオは制服の襟えりを摘つまんで見せた。

「今までは聖せい魔ま杯はい絡がらみのこと以外は自由って言うからやってたけどさ。この先続けてたらそうじゃなくなるもの。そうなるといろいろ制約もつくし、商売をしてる暇ひまもなくなるだろうし」

「……そもそも〝風〟っていうのはどういうシステムなんだ？」

　ミカンの皮を剝むきながらエミリオが答えた。

「帝国の諜報員。ただ、ぼくたち特号って呼ばれてるのは少し特とく殊しゆ。それなり役に立ちそうなのに目を付けて、声をかける。仕事が与あたえられて、うまく行けば報ほう酬しゆうがもらえる。何もなかったら何もなし」

　何もなかったら。

　聖魔杯についての進展を得られなかったら。

　正規軍がそのまま聖魔杯を手にしてしまったら。

　だからシュライバンはマヒロが要塞から帝てい都とへ移されるのを阻そ止しするため、勇者たちに情報をリークした。パリエルの人ひと質じちという話が本当なら、彼女は是ぜが非ひでもマヒロを守り抜ぬき、自らが聖魔杯を手にしなければならなかった。

　……無論、このエミリオの今の話もどこまで真実かは定かではない。

「それだけなのか？」

「それだけだよ。宰相なんか特にそうなんじゃないかな？　神童なんて呼ばれながら在野の徒だったところを、ミスマルカに行ってみないか……ってことでこの国の王様に仕官したわけさ。ラズルカかゼムンにでも行けば、何倍も稼かせげただろうに……ま、それはそれで若いから、下したっ端ぱの官かん僚りようからのスタートだっただろうけど。いきなり宰相の地位なら悪くはない」

「君は？」

　エミリオが小首を傾かしげた。

「似たようなものかな。行商してたらスカウトされたんだ。ミスマルカに店を出してみないか、って」

「……アバウト過ぎやしないか。それじゃ特号が裏切った場合の補ほ償しようがない」

「だからぼくたち……少なくともぼくに与えられる情報は最低限だったよ。護衛のあのお姉さんや宰相がお仲間だったなんて、ぼく自身ついこの前まで知らなかったもの。それくらい帝国に関しては何も知らない。今もそれ以上は知らされていない」

　裏切られることも考こう慮りよした上で……、持ち逃にげされて困るような情報は与えない。逆に本格的に諜報員としての体ていをなしていくなら、先ほどエミリオが言ったように情報は増えていく。逃げられては困るようになっていく。制約がつく。自由が利きかなくなる。

「その分、潜せん伏ぷくするには余分が無くて良かったと思うよ。知っているよりは、知らない方が自然体で通せるからね」

　例えば、カイエンが〝風〟に連れん絡らくを取ったことでマヒロにそれを見抜かれたように。あれが特号同士での通つう謀ぼうであったなら、それだけで二人の面が割れてしまう。

　逆に通じ合っていれば、マヒロがこなしてきたいくらかの旅は、幾いく分ぶん波乱の少ないものになっていたはずだ。

「でもこの仕組みが機能した一番の理由は……」

「……エーデルワイスだろう」

「そういうこと。そのことだけは聞かされていた。一個騎士団を暗殺したなんて言われている伝説の暗殺者が相手じゃ、不利益をもたらした場合に何がどうなるかわからない。相手取ろうとあの人の正体を明かしたところで、たぶん誰も信じやしない。名めい誉よも家いえ柄がらもある超ちよう一流の王様が認めた、超一流の侍従長だ」

　そもそもの本人があの性格。問い詰つめてもボロを出さない。いざとなればその相手の口を封ふうじられるだけの腕うでもある。

　前金としての、確実な宰相の地位。店てん舗ぽの提供。パリエルやシュライバンは少し事情が違ちがうだろうが、応用はいくらでも利く。ミスマルカにいるエーデルワイスが手を回せば良いだけであれば、そうした特号が逃げたところで、やはり帝国が不利益を被こうむることはない。

　マヒロはミカンを手の上に転がしながら呟つぶやいた。

「……なるほど。エーデルワイスという条件付きだが、よくできてる」

「そうかい？　ぼくが言うのもなんだけどさ、聖魔杯を手に入れるためにしてもあんまり回りくどかったような……」

「本来の目的はこの際どうでもいいじゃないか。問題は、どうあれそういう人員を中ちゆう枢すうに送り込めたことだ。エーデルワイスに、君に、爺じい……これだけ揃そろったなら、城内全部を皆みな殺ごろしにして聖魔杯を探すこともできたはずだ」

　エミリオが首しゆ肯こうする。

「……なるほどね。案外、聖魔杯の在あり処かが先にはっきりしていれば、そういう命令もあったかも知れないね」

「そうでなくても最悪、会合に揃った雁がん首くび全すべて、瞬まばたきする間に転がすこともできる。最高じゃないか。過程はどうあれ、結果として帝国の勝利は始まる前から決まっていた」

　まあ、本当にそんなことをして各国のトップが軒のき並なみ消えたとなれば、その各国はただ混こん沌とんに陥おちいるだけだ。中原諸国の南半分を帝国が併へい吞どんするにしても、北の半分は一いつ介かいの軍人を失っただけの共和国に吞のまれ、そこで膠こう着ちやく。それまでだ。

　だから最悪に限った話だが……例えば最悪、帝国の要よう塞さいが連合に破られた場合でも、その侵しん攻こうを食い止められる可能性がある。そういう保険としての機能は考えられる。何せエーデルワイスとシュライバンは、ラヒル二世の側近だ。会合の開かれる場所がミスマルカでなくても良い。重要なのは他国であろうと、ラヒルと同行できる立場にあったということだ。

「……なんだ、結局悪いのはうちの父上だ」

「いいんじゃない？　そこまでする相手に、結局最後の最後まで聖せい魔ま杯はいを隠かくし通したんだから……」

　そこでエミリオが、思い出したように口を開いた。

「で……、どうなったの？　聖魔杯」

「それは君たちの仕事なんじゃないのか」

「だから、音おと沙さ汰たなしで……王子はあれこれ聞かれたりしなかったの？」

「ルナス様からは何も」

「そう……」

「だったら今はもう、そこまで重要な物でもないんじゃないか」

　共和国は虎とらの子である戦車軍団の大半を失った。国家総動員態勢でも敷しかなければ、半年やそこらで取り返せる損失ではない。民主主義としてやってきた共和国がそれに移行するには、目と鼻の先に刃はが届き、国民全員が危機感を持たなければ不可能だ。そうでなければ過日の内乱どころではなく、政府自体が瓦が解かいする。

　ではその刃である、帝てい国こくはどうか。

　結局中原の半分を抑えたところで兵へい站たんが伸のびきった。占せん領りようする軍はあれ、それより先に攻せめ入るだけの軍は足りなくなった。これより先、共和国まで手中に収めるにはやはりワンクッションを置いての充じゆう分ぶんな再編制と、何より新たに統治下に置いた中原領の安定が必要だ。

　共和国、帝国とも、相手が態勢を整える前にそれを図はかりたいのが実情。だが旧文明の頃ころとは違う。戦争にだけ没ぼつ頭とうすれば、思わぬ魔物の波に虚きよを衝つかれかねない。

　今の時代の国家とは、魔物に対して人間領土を保持するための共同体。それが最前提。ないがしろにすれば、謀む反ほんでもなんでも。ＣＩＣ、帝国諜ちよう報ほう部ぶとも、隙すきを見て相手方に引き起こそうともするだろう。

　二年、あるいは三年。それくらいは今のまま、両軍には大きな動きもなく膠着するだろう。

「そう……また二年か三年。それくらいしたら、聖魔杯のことが話題に上がるかもね。でも今はまだ、新たな領土や属国の安定化が先決ってことなんじゃないかな」

「気楽だね、王子」

「ああ、気楽だよ。何もしなくていいんだ。飢うえも渇かわきもない。飼われているだけでいい」

「でも、あんまり腑ふ抜ぬけちゃうとお姫ひめ様に嫌きらわれちゃうよ」

　言われ、マヒロは小さく口元を緩ゆるめた。

「……正直言うと、エミリオ」

「なに？」

「駄だ目めなんだ。何もやる気がしない。できる気もしない」

　笑った。笑えたのだ。あの夜は。

　あんなに愉ゆ快かいだったのに。

　最高に愉快だったのに。

　今まであった何もかもが消えてなくなったのだ。国も、友も、信じるものも、何もかもなくなったのだ。

　自由だと思った。

　そうして今までのしがらみの一いつ切さいから解放され、あとはただ、皇族という名のカードを切っていくだけのゲームだと思っていた。

　父の首を抱かかえ、その重みを実感したあの時は。

　それが一晩、二晩と明けるにつれて、自分が遠くなっていくのがわかった。

　口先だけで何とかできるなんて信念、それこそ口先だけの欺ぎ瞞まんでしかなかった。




　じゃあ、他ほかに、あと、自分には、何が。




「わからない……。何もないんだ……」

　指先が、読むでもなく、ただ手持ちぶさたのようにページをめくる。

　話せば話せる。笑えば笑える。

　でもそれだけだ。

　もっと自由だった気がした。幼い日々の幽ゆう閉へいから解放されたとき、世界はどこまでも広いと感じた。その自由を知っているはずだった。レッドフラックに捕とらえられたあの暗い地ち下か牢ろうの中でさえ、まだ何かは見えていた。何かしらの可能性は見えていた。

　なのに今は違ちがう。無意味にページをめくる、この手元しか見えない。それ以上、何ができるかわからない。

「それが普ふ通つうなんじゃないの？」

　人ごとのようにエミリオは笑う。

「普通……？」

「そ。普通。王子は王子様だったからよくわかんないかも知れないけどね。食って寝ねて、起きたら酒でも飲んで……ま、それが普通だよ。いいんじゃない？　そうやって普通に暮らせば」

「……普通、か」

「普通は何もできないもんさ。死んでいったこの国の騎き士し団みたいにね」

「………それも……そうか……」

　自じ嘲ちようして、窓の外、雲のたゆたう空を見上げる。日は鮮あざやかに青に浮うかび、雲の波間を縫ぬう小鳥。

「もっと……自由だった気がしたんだけどな……」

「王子、そんな深窓の令れい嬢じようじゃあるまいし。いくら自由だからって、蛇へびは空を飛べないよ」

「蛇……か」

「蛇よ、蛇、蛇」

　ミカンの最後の一ひと房ふさを口に放ほうり込み、エミリオが立ち上がる。

「ま……王子のことは一応、気にかけておくことにするよ。それじゃ」




　そうしてマヒロは笑わぬまま。

　ミスマルカの民たみは服するまま。

　帝国と共和国の両軍に大きな動きはないまま。

　一年の月日が流れた。
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「お久しぶりです、父上」

　命日。

　あれから一年が過ぎ、ミスマルカ城地下の玄げん室しつを訪おとずれたマヒロは、ラヒルⅡ世の墓前に花束を放ると、その場に膝ひざをついた。

「どうです。少しは背が伸のびたでしょう」

　纏まとっているのは、かつてのミスマルカの王族のそれではない。ミスマルカという属国を統すべる帝てい国こくの高級官かん僚りようとしての、黒の上下とマント。

「ミスマルカは平へい穏おん無事そのものです。全く大したものです。それだけは認めなければなりません。あなたの何もかもは気に入りませんでしたが、こればっかりは認めなければなりません。まさか本当に、我が国の民は今日の今日まで、丸一年もの長きに亘わたり、帝国に一いつ切さいの叛はん旗きを翻ひるがえしませんでした」

　マヒロは小さく笑った。

「だから参りました。あなたはホンモノです。あなたの治世の賜たま物ものです。今日も多くの民があなたの死を悼いたみ、花を捧ささげに城を訪れ、喪もに服してくれています。各国からもたくさんの哀あい悼とうの意が届きました。どれだけの人があなたを慕したっていたのか、ようようわかりました。僕一人だけがあなたを恨うらみ憎にくんだことが、どれだけちっぽけな話だったか……それをこの一年の間、どれだけ思い知らされたか」

　物言わぬ父に語りかけた。

　思い浮かんだありのまま、この一年に思ったありのまま、一字一句を心のまま。

「……あなたの言う通りです、父上。この場であなたに聞いた通りです。あなたの首を抱いだき、一晩明けた頃ころには気付きました。僕はただの人形です。一人になり、あなたという目標も失った今、人である必要がないのです。必要もないものにはなれません。何をする気にもなれません。何をしたところで、もう、あなたの鼻を明かすことはできません」

　当然だが。

　墓石は答えない。

「申し訳のない話です。せっかく僕が望んだ通り、あなたからその首を受け取ったというのに。わがままを最初で最後、叶かなえて頂いたというのに」

　答えない。

「……首となり、骨に成り果てましたか、父上。気分はいかがです。天へ昇のぼられましたか。地じ獄ごくまで落ちられましたか。どちらへ向かわれました」

　放ったままの花束を、改めて墓前へ整える。

　詮せん無ない問いかけに自じ嘲ちようし、マヒロは腰こしを上げた。

「戻もどりましょう、ルナス様」

「……もういいのか」

「ええ。もういいです」

　元より生気もなかったが、振ふり返ったマヒロはいつもよりはさっぱりとした顔をしていた。

「前から不思議だったのだが……どういう親子だったのだ？」

「父は僕を憎み、僕は父を憎んでいました。お互たがいに、誰だれよりも。そういう親子です」

　隠かくす気もないようにさらりとした声と、諦あきらめるような笑え顔がおだった。

「……全くもってそれだけです」

「誰も憎むなと民に教えた本人が、実の親を憎んでいたか」

「ええ。民を守る一心でしたが……よく考えればひどい話です。僕自身はもう何も堪たえる必要がないのに、民にはそれを押し付けました」

　ルナスは墓石に視線を移した。

「お前の目から見て、ラヒルⅡ世とはどういう男だったのだ？」

「身勝手で尊大な男です。しかし決してそれを表にはしませんでした。それが……まさか、最後の最後に、望む通りのものを与あたえてくれたのですから。さすがに笑いました。今ではいっそ感服しています」

「……理解し難がたいな。たまには話に聞くが……同じ血を分けた親子が、そこまで憎み合う感覚というのが」

　踵きびすを返したルナスの後ろを、従うようについていく。

「まあ……普ふ通つうはそうなのでしょうね」

　マヒロは小さく笑うだけだった。

　あとは二人の足音だけ。




　　　　◆




　長い長い階段を上がり、地上階に出る。

　並んでいるのは、ミスマルカの近衛このえ騎き士し隊ではない。黒い甲かつ冑ちゆう。黒いコート。特級侍じ従じゆう隊たい。そういう面々が揃そろっていた。

　ルナス付きのライリスとフランソワが、伏ふし目がちに頭こうべを垂れる。

「お帰りなさいませ、ルナ様」

「夕食の準備が調ととのってございます。慎つつましくとは命じられましたが、慎ましい中で腕うでによりをかけました」

　帝国にとっては、一応の戦勝記念日。

　とは言えミスマルカの民たみにとっては、故国と君主の命日。

　帝てい都とであればともかくも、そう盛せい大だいに祝えるものではない。かといって何もしないでは、労を尽つくしてくれた兵に申し訳ない。だからせめてささやかな酒しゆ宴えんを催もよおそうと、ルナスは命じていた。

「どうだマヒロ、たまには私たちと一いつ緒しよに食事でも。何もお前まで祝うことはない。同席するだけでも」

「ありがとうございます。ですが……」

　ルナスは歩きながら、マヒロの声を聞きながら、それとわかるような溜ため息いきをついた。

「もういい。聞き飽あきた」

「申し訳ありません」

「そうだな。考えてみればもう一年だ」

　祝いの宴うたげへ向かうのとは裏腹な、苛いら立だちの声。

「……一年も見ていれば、聞いていればさすがに飽きた」

　ルナスの側近たちは、何のことかと思うだけで答えようもなかった。だから後ろのマヒロが、呟つぶやくように言った。

「何がです」

「お前のことだ」

「僕がどうかしましたか」

　そんな何気ない言葉に、ルナスは思わず足を止め、勢いよくマヒロへ振り返った。

「私が楽しいと思ったのは、退たい屈くつしないと思ったのは、手に入れたいと思ったのは、私の後ろを付き従うだけの犬ではない!!　声をかけたら答えるだけの、機械仕じ掛かけのような空っぽの人形ではない!!」

　ルナスをよく知る帝国側の面々が身をすくめようとも、肝かん心じんのマヒロには堪こたえる様子もなかった。毒のない、かといって薬にもならない、心底から楽しんでいるのでもない……そういう、ルナスの散々見飽きた空っぽの笑顔で答えるだけだ。

「……僕はあなた方に勝てると思い込み、役者を気取っていただけです。踊おどれと命じられても、うまくは踊れません。飾かざって見せるべき相手がいなければ、仮面を被かぶる必要もありません」

「わかった、もういい！　勝手にしろっ……！」

　ルナスは吐はき捨てるように言うと、怒いかりに任せるように足早にその場を立ち去った。側近たちは追いかけるように彼女の後をついていく。

　残ったのはマヒロと、監かん視し役の数人の黒騎士と。

「……結局、私がお前の護衛に命じられたのもそういうことだ」

「長は谷せ部べ将軍……」

　巫み女こ装しよう束ぞくにコートを羽織った女剣けん士しが、鋭するどい目付きで言った。

「ユリカ様にでも言われたのだろうな。お前を元気付けるとか、そういう意味で」

「……なるほど。そうでしたか」

　ルナスは姉たちと同様の教育を受けていた。家臣や目下の者に対しては分け隔へだて無く接するよう教えられ、裏表のない性格もあって誰だれにもそのように振ふる舞まってきた。

　だから彼女がここまで気にかけたのは、マヒロだけ。だからルナス自身に自覚がなくとも、周囲の者たちの方がよく知っていた。実際ルナスがマヒロに対し、いろいろと腐ふ心しんしたことも。

　気晴らしに剣の稽けい古こをしようと誘さそっても、マヒロはそれを振るうどころか持とうともしない。気晴らしに馬で遠乗りをしようと誘っても、まともに馬にも乗れはしない。だったらバイクくらい好きにしろと勧すすめても、やはり最後は、民が堪えているのに自分だけ遊ぶわけにはいかぬと固辞をする。

　せめて誕生日くらいは盛大に祝ってやろうと勢い込んで提案してみれば……それは開戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされた翌日。つまり明日。去年のマヒロは、だから、最高のプレゼントをもらったのだ。

　取り付く島もない。

「そもそもが姫ひめ様のお誘いを断るなど、非礼にもほどがあるだろう。これが帝都であれば、山ほどのひんしゅくを買うところだ」

「……魅み力りよく的な方であることは、僕もよくわかっているつもりです。しかしようやく一年経たったのです。ここで僕が浮うかれては、民も浮うわついてしまうかも知れません」

　元々落ちたままのような肩かたをさらに落とし、マヒロは宴の開かれるホールとは反対の方、自室へ向けていつものように歩き始めた。

　口を開けば、民、民、民。

　それもルナスの不興を買った一因だろうと、沙さ耶や香かは思った。

「当たり前だが……お前は変わったな。キャスティも言っていた。ヴェロニカや葉は多た枝えの郷さとで見たのと、同じ人物と思えないと」

「そうですか」

　沙耶香としても、故国を陥おとされ親の死を目まの当たりにしたマヒロの気持ち、わからないでもない。いっそ仕方がない。だが一方でルナスの気持ちもわからないでもなかった。言われてみれば、確かにこれでは人形だ。

　今のミスマルカは帝国の中原領……一年前に制圧した南中原の、各国間の調整を図はかる中心地として、軍事的にも政治的にも機能していた。その場において、ラヒルⅡ世がかつての連合の盟主としてあったように。マヒロもまた占せん領りよう地ちの代表として、ラズルカ王と共にその中心を担になっていた。

　事実、その父に引けをとらぬほどの聡そう明めいさだと、ラズルカ王始め各国の官かん僚りようが讃たたえるほどだった。とてもあの居い眠ねむりばかりしていたマヒロ王子とは思えない……と。

　よく知る者たちからしてもそう。

　それだけの才であるのに、まるで生気がない。生きている感じもないのに、言われたことだけはよくこなす。これでは人形と言うより……旧文明のお話に登場するような、よくできたロボットだ。憐れん憫びんの一方で、ここまで来るとどこか不気味ですらあるのだ。

「気持ちはわからないではないが……。男のクセにいつまでもうじうじと、というのが本音だ」

「そうですか」

　何となしのマヒロの言葉に、沙耶香は弾はじかれたように面おもてを上げた。

「わっ……私ではなく……、だ！　姫様なんかはそうお思いだろうという話だ！　なぜ私がお前のようなミズクラゲの心配をしなければならないんだ！」

　黒騎士たちが言った。

「王子の状じよう況きようを考えれば、それも酷こくかと思いますが」

「しかもミズクラゲとは何ですかハセベ将軍……」

「そうです。それなりに苦労をしている、それも年下の少年に向かって」

「ひどい将軍だ」

「ひどい将軍だな」

「だから！　お前たちは知らないだろうが、昔のこいつはそれくらいわけのわからん奴やつだったのだ！」

　よく知らない者……彼らのように、今のマヒロしか知らぬ者からしてみれば、かつてを知る者たちの言葉が想像だにできない。

「……そうでしたね。そういうこともありました」

　まるで他ひ人と事ごとのように言うだけで。

「お疲つかれ様でした。僕はもう休みます」

　マヒロはいつものように、自分の部屋に消えていった。
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　結局、宴うたげは下の者たちに任せてそこそこに。

　軽い食事だけ終えたルナスが室に戻もどると、帝てい都とのシャルロッテから伝信があった。

　そしてルナスは言ってやった。

「あれは使えません」

《……いきなりですね。官僚たちからの評判は上々のようですが》

　紙をめくるような音が、シャルロッテの声に混ざって聞こえてきた。手元にそういう報告書でもあるのだろう、そんな報告を上げた覚えもないのに……と、ルナスは不ふ愉ゆ快かい半分に憶おく測そくしたが、実際は違ちがう。

　中原領の占領政策の進しん捗ちよく具合を眺ながめたシャルロッテの方が、中心人物であるラズルカ王とマヒロ王子の働きのおかげだろうと推察しての言葉だった。

「確かに……まあ、ミスマルカのみならず民たみの平へい穏おんを第一に考え、最近は私の部下たちも信しん頼らいを寄せ始めているようです。ですがそれだけです」

　ルナスは気付いていないが、これでシャルロッテは、思った通りマヒロの評判は上々なのだと確証を得ることになる。どうも機き嫌げんが悪そうだと察したシャルロッテは、直接には切り込まず、やや遠回しに話を進める。

《以前の通りのお優やさしい王子様……ならば、あなたの言うそれだけで充じゆう分ぶんでしょう？》

「優しいは優しいかも知れませんが、以前とは違うのです」

《……報告は正確に。ルナス》

「……」

　ルナスはルナスで姉の声の様子に、興味を持って勘かん繰ぐる気だなと辟へき易えきする。

《マヒロ王子が旧王朝の正当な後こう継けい者しやであり、紋もん章しようと聖せい魔ま杯はいの鍵かぎであり、未いまだ中原における最重要人物であることには変わりありません。周囲の状況は王子自身のことも含ふくめ、変化があれば逐ちく一いち報告するよう……》

「ですから。変化がないのです。ミスマルカを陥おとしたその日から今日の今日まで、生気が抜ぬけたまま何一つ変化がないのです。わかりましたか」

《……なるほど……。ふぅん……》

　ルナスは嫌いやな感じがした。

　姉がこうして、ふぅん、と気の無いように息をつくのは、得てして裏腹に悪わる巧だくみしている証しよう拠こだった。

《……どれくらいやる気がないのです？》

「全く。全くです。剣けんも、乗馬も、釣つりも、かつての家臣から唯ゆい一いつ趣しゆ味みだと聞いたオートバイも勧すすめてやりましたが、民が民がの一点張りで仕事以外の一いつ切さいを手に付けようとしないのです」

《前にユリカから、よく本を読んでいるようだと聞きましたが……そちらは？》

「さあ、何やら小難しい本ばかり読んでいるようです。ユリカ姉ならわかるのかも知れませんが、それにしたってあれは勉強や何かしている様子ではありません。暇ひま潰つぶしに眠くなるまでページをめくっているだけです」

《なるほど。それであなたは、せっかく手に入れた自じ慢まんの婿むこ殿どのがそんな腑ふ抜ぬけになってしまって自や棄け酒ざけを？》

　酔ようほど酔ってもいないのに、ズバリを切り込んでくる嫌らしさと言ったらない。

《こっちはあなたが自慢の婿殿を連れてくると言って出て行ったから、期待して待っているのに》

　この言い草。

　親子ではないが、肉親をどうこうしたいというマヒロの気持ちが、少しは理解できないでもない。

《もしもーし？》

「聞こえています！　少し遠いですが！」

《それは良かった。それで、八方手は尽つくしましたか？》

「八方とも塞ふさがりましたとも」

《何か思い付くような手だては？　こちらでできることなら可能な限り協力しますが》

　ルナスは大きく嘆たん息そくした。

「以前、ユリカ姉にも相談して匙さじを投げられました。元より私は戦いくさしか能がありません。私に思い付くようであれば、メイドたちでも思い付いているでしょうし……他ほかでもない、ミスマルカのかつての家臣らも大いに気にかけ、結果いまの私と同じような有様なのです」

　帝てい国こく側だけでなく、たとえば以前からマヒロを知る城の近衛このえ隊たいや、メイドたちや、車馬隊の面々も。マヒロが暇ひまなとき、帝国側から面会を許されたときには、カルロのように気き遣づかい、気にかけて様々な言葉をかけたのだ。それで少しは元気になるのならと、ルナスも積極的にそれを認めてきた。

　しかし……方法や話題は違えど返ってくる反応、その印象は、異口同音。一様に同じだった。王子は変わってしまった、と。

　要するに相手は関係なしに……マヒロ自体が、そのようになってしまったのだ。

《………。……ユリカめ、黙だまってたわね……》

　受話器から離はなれたところで、ぼそりと。

　……こうして希まれにボロを出すところが恐おそろしいのだが。

「もしもーし」

《ええ、聞こえています》

「……で。どうするのです姉上。予定通り帝都に移送でもしますか」

　マヒロにこの一年をミスマルカで過ごさせたのは、国民感情に配はい慮りよしてのことだ。事実ミスマルカの民はあの日から一いつ貫かんしてマヒロの言葉をよく聞き、従順であった。そうした統治が模も範はんとなり、周辺の占せん領りよう地ちでも君主が、あるいは住民がミスマルカに倣ならって良い流れができる例もあった。

　これがその日のうちにでも首に縄なわ付け帝都へ連行したとなれば、そうはいかなかっただろう。この一年、マヒロはそうした要かなめとして、帝国側が期待した以上に働いてくれた。

　だがいつまでも、一領地の統治にのみ腐くさらせているわけにはいかない。その程度で終わる人材ではないと、シャルロッテは買っている。そしてルナスはそれを知った上で、あれは使い物にならない、到とう底ていそんな大役を負える様相ではないと言ったのだった。

《……ただの腑抜けでは困ります。貴族諸しよ侯こうに食われて終わる》

「ならばわざわざ帝都に置かずとも、残る紋章一つ。あとは聖魔杯を蘇よみがえらせ……あれの望む通り、ミスマルカで過ごさせてやればいいでしょう」

《そうですか。あれだけ入れ込んでいたあなたがそこまで見放すとなれば、相当なのですね……》

「ですから、そう言っています」

《……なるほどねぇ……。ふぅん……》

　ああ、ますますよくないことを考えているな、とうんざりしてくる。

《ルナス》

「はい？」

《元のマヒロ王子に戻もどるなら……、協力しますか？》

「……それは……」

　少し間を置いてからルナスは答えた。

　嫌いやな予感もあったが、何の根こん拠きよもなしにこういう物言いをしない姉であることも知っていた。

「それは……まあ……戻るというのなら」

《察するに》

「なんですか」

《あの子は戦争ボケ》

　ルナスは瞬まばたき一つした。

「……は？」

《だから戦争ボケ》

「王朝解体以来、何百年と平和を保ってきたミスマルカの、しかも暴力だけは絶対認めないというあのマヒロがですか。平和ボケの間ま違ちがいでは？」

《いいえ。あなたと同じ。平和な中じゃ何もできない、ただのいい人。敵がいないとだめなのよ。しかもただのボケじゃないの。本当の重じゆう症しよう。でもある意味ではあなたと真逆。あなたは勝つことに喜びを見みい出だすけれど、あの子は勝ち目のない相手じゃないと本気を出せない。そういう困ったちゃん》

「困っ……」

　ルナスは言いかけ、そこはどうでもいいかと言い直す。

「……勝てない勝負の何が面おも白しろいのです。勝つからこそ勝負事とは臨のぞむ意味があるのでしょう」

《だから壊こわれてるのよ、あの子は。傭よう兵へいやハンターが戦うことでしか生き甲が斐いを感じられないように、強大なものに対して抗あらがうことでしか自分という存在を実感できないのよ。勝ち負けはどうでもいい。戦うことにしか頭を働かせることができない。勝てる戦いくさほど悩なやむ必要はないでしょう。不利であればあるほど、策と機転が必要になる。……究極は、話し合い》

「あっ……」

　ルナスは聞きながら、半ば啞あ然ぜんとなった。

　目から鱗うろこの落ちる思いだった。

　この上の姉が頭のいい人であることは、嫌いや気けが差すほどよく知っている。

　だが帝国領は疎おろか、宮きゆう殿でんからも滅めつ多たに外出しないのに、そういうことを言ってしまえる姉に、いよいよ呆あきれそうなほどだった。

　つまりは。恐らくは。この姉は。

　誰だれよりもマヒロの遠くにありながら、誰よりもマヒロを理解しているのではないかと。

《……でもいよいよ負けてしまったわ。負けただけならまだしも、その敵に取り込まれてしまった。取り込まれるだけならまだしも、あの子は頭がいい。感情論云うん々ぬん以前に、あの子は本気でそれで良かれと思っている。実際問題として……帝国の内部にいる限り、帝国より強大な敵なんていないでしょう》

「それは……」

《よく聞きなさいルナス。あなたが気に入った相手でしょう。わずか半年とはいえ、彼は私たちを相手に立ち回ったのよ。いえ……ヴェロニカ、教団、共和国、同じ連合内部さえ向こうに回して戦い続けてきたのよ。この一年は、それこそ死んだように退たい屈くつだったでしょうね》

「退屈……？　我々がここまで気にかけ、ミスマルカの者たちが哀あわれむほど心配していることが……ただ、退屈しているから大人しいだけだと？」

《国民の手前、派手な動きはできないと気き兼がねしている部分もあるでしょうけど……私の目に間違いがなければ》

（……）

　間違いも何も、帝都にいるだけで会ったこともないだろうに……まるで証しよう拠こを見たかのような声こわ音ねには、強い確信を感じられた。

《だから大だい丈じよう夫ぶ、死んだわけじゃないわ。毒も牙きばも残っているけど、それを向ける相手がいないだけ。中原領の政策協議をこなしているのも、あなたからのたくさんの誘さそいを断ったのも、きちんと理性が働いているから。ただ……あまり長くそのままでいて、自分が元々そういうものだと思い込んでしまったら困ります》

「いえっ……、いえ、姉上！　確かにそのような口くち振ぶりです！」

　僕はあなた方に勝てると思い込み、役者を気取っていただけです。

　踊おどれと命じられても、うまくは踊れません。

　飾かざって見せるべき相手がいなければ、仮面を被かぶる必要もありません……。

《そう。思い込んでいたと思い込んでいるわけですね。じゃあ思い出させてあげなくちゃ》

「では……肝かん心じんの解決方法は」

《いなければ作ってあげればいいでしょう》

「……敵を？」

《敵を》

　ここでルナスはやや冷静になった。

「誰を……敵にするのですか」

《誰？　誰じゃなくて、どこ、でしょう？》

　どこ？

「どこというのは、つまり……」

《……ペルグルン。今現在、まだ陥おちていませんね？》

　ルナスはぞっとなって目を見開いた。

「っ！　まさか!?　しかし、あそこは……！」

《そのことも、マヒロ王子には告げていませんね？》

「当たり前です！　何のために隠かくしてきたと思っているのです!?」

《結構。ならばぶつけましょう、マヒロ王子を。ペルグルンは陥ち、蛇へびは蘇よみがえる》
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「姉上！　いくらなんでも！」

　ルナスは思わず椅い子すを蹴けり、机を叩たたいた。

　だがシャルロッテの声は、今や冷れい徹てつな軍事統とう括かつ者しやとしてのそれだった。

《帝国軍司令本部長としての、これは命令です。中原方面軍はマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王子にルナス将軍麾き下かの一個騎き士し団だんを与あたえ、これをもってペルグルンを攻こう略りやくします。異議は？》

「異議はともかく聞きたいことが！」

《結構、後日書面で詳しよう細さいを送ります》

「姉上っ！　軍令本部長！　一つ間ま違ちがえば冗じよう談だんではっ……！」

《ルナス》

「なんです!?」

《がんばッ♪》

　受話器を伝信機に叩き付けた。

　両方、壊れた。
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　ラズルカよりフェインズランドを挟はさみ西。その全すべてが帝国の手に落ちたはずの南中原において、最後の抵てい抗こうを示す国があった。小国家群の中では中規模の国家。包ほう括かつする都市のほとんども帝国が陥かん落らくせしめたが、国王は共和国に亡命し、王族の中では唯ゆい一いつ残った弱じやつ冠かん二は十た歳ちの末の王子が最後の城に立て籠こもり、頑かたくなに抵抗を続けていた。

「……ついた渾名あだながライオンハートだ」

　呼ばれたマヒロが執しつ務む室しつに赴おもむくと、机に着いているルナスはいつになく不ふ機き嫌げんそうであった。

「リチャードⅠ世ですか」

「違う。第四王子のリシャール・イアン・ラーズグリュンだ」

「いえ……失礼しました。しかしそのペルグルンが何か？　苦戦しているようだとは聞いていますが」

「この国とは正反対の状じよう況きようだ。民たみは誇ほこりを持ち王家に従順で、その王子が徹てつ底てい抗こう戦せんを謳うたっている」

「……共和国の亡命政府は？　あそこの王は、そこまで好戦的な性格ではなかったと思いますが」

「ではどうだと思う」

「王はともかく、一族や大臣たちは野心的だったので……そうした取り巻きが生き残っているとすれば、共和国がそそのかし、支し援えんしているのではないかと」

　ルナスは一いつ旦たん言葉を止めた。

　確かに姉の言う通り。冷静に見ればその通り。空っぽのようではあっても、聞けばすらりと言葉が出てくる。共和国に臨時政府があること、連合時代の記き憶おくか、その王の性格と側近たちの性格まで把は握あくしている。

「お前の言う通りだ。〝風〟からの話では、どうもそういうことらしい。そして一年前に我が国が攻せめ入った中では、ペルグルンだけだ。ミスマルカが堪たえることによって、その周辺国が倣ならってくれたように……今ではペルグルンの抗戦の色が、すでに占せん領りよう下かとなった周辺地域に広がり始めている」

　支配に対する自由の構図。

　抗あらがえば叶かなうという希望の光は、ささやかであれ、望む者の目には太陽よりも眩まばゆく映る。

「これを看過することはできない」

「残っているのは、ただ一城なのでしょう。戦いくさのことはよくわかりませんが……包囲しての兵ひよう糧ろう攻めなりなんなり、帝国軍が敵かなわないものなのですか」

「兵が足りん」

　マヒロがわずかばかり意外そうに呟つぶやいた。

「数が、ですか？」

「そうだ」

　ルナスは続けた。

「ペルグルンは緩かん衝しよう地帯の戦線が崩ほう壊かいすると同時、地方都市の精せい鋭えいを首都ペルーナに引き上げさせた。今も一万以上の古強者が立て籠もっている。我が国が緩衝地帯を突とつ破ぱする際に用意できた部隊は二十万。そして今現在、その大半を占領した各地の統治と防衛に割さいている。新たに徴ちよう兵へいすれば頭数を揃そろえるのは容易たやすいが、よく訓練された魔ま人じんの騎士団となるとそうも行かん」

　そこでルナスは言葉を切った。

　しばし言葉を待っていたマヒロは、やがて無表情のまま言った。

「……僕に用件とは？」

　そこでもさらに少しの間を置いたあと、意を決するように息をつき、ルナスは述べた。

「マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王子。中原領中央政府統括責任者の一人である貴君に、ペルグルンの攻略を命じる。軍令本部長からの承しよう認にんも得た。これは命令だ」

「かしこまりました」

　いつもの会話のように、マヒロは無機質に承しよう諾だくした。あまりに自然な応答に、ルナスは聞き逃のがすところだった。

　少しくらいの反論はあると構えていたのだ。

「……冗談ではないのだぞ」

「わかっています。ご命令なのでしょう。ならば従う以外にありません。僕に抗う権利はなく、議論の余地はないのですから」

　当たり障さわりのない機械的な返答に、ルナスは知らず奥歯を嚙かんだ。

　民を鎮しずめろと言われれば鎮め、攻めろと言われれば攻める。理性があると言っても、それではどこに己おのれがあるというのか。今のマヒロは、死ねと言われればきっと死ぬ。

　なんだ。

　結局人形ではないか。

　ルナスの裡うちにさらに苛いら立だちが募つのった。それはマヒロに対してでもあったが、何よりこんな下らない作戦のために、姉の下らぬ思い付きのために兵士たちが犠ぎ牲せいになることが我が慢まんならなかったのだ。

　マヒロが言う。

「それで、どのような方法で」

「何のために命じたと思っている。そんなことはお前が考えろ」

　ルナスは手元の紙面をマヒロの方へと滑すべらせた。

「軍令本部長からの委任状だ。作戦に関する一いつ切さいの自由を認めるそうだ」

　それを手にしたマヒロは、三つ数えるか否いなかの間に上から下まで目を通すと、それを畳たたんで懐ふところへしまい込んだ。

「かしこまりました。さっそくですが一つお願いがあります」

「なんだ」

「僕がこの命を受けたこと、軍事目的のために国を出ることはくれぐれも内密に願います。他国の政策協議の応おう援えんに向かったとでも伝えてください。カルロ卿きようのように僕の動向を把握している者には、僕の方から話しておきます。そうでなければ、ようやく落ち着き始めた民たみの間に動どう揺ようが広がりかねません」

　民、民、民……。

「……わかった。他ほかには」

「いえ、特には。……向こうへ行ってから現場の指揮官に聞こうと思います」

　感情の抑よく揚ようもない王子の言葉に対し、鋭するどい目付きで返す。

「無策に突つっ込んで死ぬつもりではないだろうな」

「いえ」

「ではどうするつもりだ」

「今はまだ何もわかりません。実際に状じよう況きようを見てから決めようと思います」

　ルナスは立ち上がり、なお強く言った。

「貴様が死ぬのは勝手だが、我が兵を悪戯いたずらに殺あやめるような真ま似ねだけは断じて許さんぞ」

「心得ました」

　その表情。言葉。退室する後ろ姿。

　歴戦を経たルナスの目には何一つ、軍人として信用するに値あたいしなかった。おおよそ、ルナス以外の誰だれが見てもそうだっただろう。

　人形でなければ、蜉かげ蝣ろうだ。
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　だから……ルナスはついていくことにした。

　上の姉にはあの後、伝信で散々抗こう議ぎした。どうあっても兵が無む駄だ死じにするだけだと。だが、軍令本部長閣下は好きにさせろの一点張りだった。

　ならば私も好きにしますと吐はき捨て、二台目の新品の伝信機を受話器ごとぶっ壊こわした。

「ルナ様と来たら、どれだけあの王子様にお熱なのか……」

「それはもう、婿むこ殿どのだものー。婿殿」

　前後に騎士団。

　間に馬車。

　そのうちの一両に、ライリスとフランソワが乗っていた。吞のん気きに紅茶など淹いれ、クッキーなど摘つまみながら。ルナスが行くと言ったら着いていく。そういうお役目だからだ。

　いつものかたそうな雰ふん囲い気きと表情を、さらに強こわ張ばらせるようにライリスは言う。

「そうは言っても最近のルナ様はどう見ても、婿殿……って感じの態度じゃないですよ？　ほら、戦勝記念のパーティーの前も。とうとう堪かん忍にん袋ぶくろが爆ばく発はつした感じでしたし」

「でもー……やっぱり、気にかかっているから、そうして気持ちを顕あらわにすることもあるわけで。気にしていないなら、そもそも相手にしないじゃない」

　こちらのフランソワは、いつも通りの柔やわらかな様子で笑う。

「気になるからこそ、わざわざこうしてお出かけまでするわけじゃない。嫌いやよ嫌よも好きのうち。恋こいに障害はつきものですってばー」

「ルナ様の場合、嫌がっているのはシャルロッテ様のことだと思うんですけど……」

「ねー。どうしてああも仲がお悪いのか」

　少し間を置いて、ライリスが言った。

「そもそも、ルナ様のは恋……なんでしょうか。なんだか、ペットというか……鳴かないホトトギスをお相手しているみたい」

「あー。なるほどねー……そうなると姫ひめ様の場合は、鳴かぬなら？」

「鳴かぬなら……退治てくれよう、桃もも太た郎ろう」

「えっ」

「えっ？」

　一いつ拍ぱく。

「もー、ライリスったらー。桃太郎は、蛇へびさんは連れてなかったでしょう？　ホトトギスも」

「違ちがいますよ、劇団ニンニン座が帝てい都とで公演しているんです。元々は旧文明の頃ころの時代小説か、テレビ活劇だったらしいですけど……知らないんですか」

　フランソワが困ったような笑え顔がおで言った。

「えー。帝都なんてもう一年以上帰ってないものー」

「いっつもぽわぽわーっとして遅おくれてるんですから」

「ええー……？」

　お互たがいに紅茶を一口。

　前に座っているライリスがクッキー片手に振ふり返り、前方の馬車を小窓から覗のぞき見る。

「ルナ様と王子様はともかく、ハセベ将軍まで同席してるって……どんな話をしてるんでしょうね？」

「実は修しゆ羅ら場ばだったりしてー……」

「え……？　あの堅かた物ぶつのハセベ将軍に限ってそんな」

「わからないわよー。ああいうタイプってー、一回惚ほれちゃうと首っ丈たけになっちゃいそうじゃない」

「いえいえ。だからどうして惚れるんですか」

　さくさく。クッキーを食はむ。

「ハセベ将軍と言えば、三剣けんも双そう剣けんになっちゃったけど……また三剣になったりするのかしらー」

「ほら。葉は多た恵えさんが連れてきたニンジャ、シャル様のお抱かかえの。無茶苦茶強いらしいじゃないですか？」

「えー。シャルロッテ様のお抱えじゃ、レイナー将軍みたいにルナス様が連れ回すわけにはいかないわよ……」

「あ……それもそうですね」

「それに噂うわさだけで、誰も見たことがないって評判じゃなかった？」

「じゃあ……どうして評判になったんでしょうね？」

「ねー」

　そんな取り留めもない会話。




　　　　◆




　主要都市間の街かい道どうの整備が急速に進んでいた。これまで国と国との間の道に、舗ほ装そうはほとんどなかった。マジスティア王国が南部統一するまでに起きていた、各国間の戦いくさの影えい響きようもある。放ほうっておけば魔ま物ものに掘ほり返されることもある。そこまで人員を割さいたところで、見合うだけの利益はない。商人が一日二日、早く目的地に着いたところで微び々びたる活性化だ。

　……小国であれば。

　だが帝てい国こくほどの大国となれば、話が違う。中原の各国は今や各都市であり、一日二日も広大な国土として見れば半月、一月という効率化となってくる。経済にしてもそう。軍事にしてもそう。それまで関所などで各国ごとの通行許可が必要だったものが帝国の名の下もとに一元化されたことで、もともと帰属意識の薄うすい冒ぼう険けん者しやや行商たちからは喜びの声すら上がり始めている。

　一方でそれまでの一国内での独どく占せんや談合、既き得とく権益が崩くずれた大商家などは大わらわだろうが、これに関しても、あえてそうなるような法整備を各占せん領りよう地ちに計らった結果だった。

「競争原理を失った市場ほど醜みにくいものはない……これに関しては経済大臣たっての指示だそうだ。道路にせよ物資の調達にせよ、実際軍としても助かるのだから世話はない」

「つまりあのヒゲ公こう爵しやく……いえ、ヴァリオ・サフィナ公の指示、と」

　沙さ耶や香かは頷うなずいた。

　向かい合う形の馬車の席。

　後ろの中心にはルナス。前の左右にはマヒロと、その護衛の沙耶香が座っていた。

「ああ……そういえばお前は、ヴェロニカで直接会っているんだったな」

「はい。とは言え当時の正直な印象と致いたしましては、欲よく深ふかい、なんともいけ好かないヒゲ公爵、程度のものでございましたが……」

「シャル姉の推すい薦せんがあったとは言え、資本主義のあのヴェロニカを牛ぎゆう耳じっていたというくらいだ。元々それだけの器うつわがあったということだろう……。まあ、いけ好かない風ふう体ていというのは、私もよくわかるがな」

　世間話にルナスは沙耶香と小さく笑い、それからマヒロに視線を移した。

　まるでカゴの鳥のように、ぼうっと流れゆく景色を眺ながめている。

「他に他国から来た者と言えば……タクロー王子もそうだな」

　ルナスの口から名前を聞くなり、またも沙耶香はしかめつらしくなった。

「ああ。あのボヨボヨした大東京王国の」

「なんだ、お前はあれも嫌きらいなのか。見てくれはあんなだが、中身はなかなか芯しんの強い男だぞ」

「ですが！　会うなり人のことを上から下までじろじろ眺め渡わたしてこうです！　ふん、巫み女こ服か。顔は及きゆう第だい点だが安直なキャラ付けだ。いくら生き地じに良いものを使ったところで、昔から巫女服にはお祓はらい棒と相場が決まっているのだ。ああ、もういい俺が今度用意してやろう全く……と、こうです！」

「……よくそんな細かく覚えているな」

「ええ！　それはもう！　こうですので！　あのボヨボヨ！　しかもわざわざ本当に御ご幣へいを送り付けてきてからに！　今度会ったら、こうですっ!!」

「わかった、わかったから少し落ち着け。どうするか知らんが、タクローも今は帝都で東京方面政務官だ。手を出したらただでは……」

　小さな笑い声。

　ふと見ると、マヒロがくすくすと笑っていた。そして二人の視線に気付いたように言う。

「あ……失礼しました。そのときのタクローとの様子が目に浮うかんだもので、つい」

　この一年では。

　一番、笑え顔がおらしい笑顔だっただろう。

「構わない。笑うのはな」

　ルナスは知らず穏おだやかな言葉で言った。

「だが、いつでもそういう風には笑えないものか？　他ほかでもない、お前の言う民たみたちが心配している」

　そうしてまた……穏やかではあるが寂さびしげな表情になる。

「……さあ。どうなのでしょうね。でも、おかげで少しだけ……楽しいという気持ちを思い出せたような気がします」

「そうか。ならばいい。少しずつでも思い出せ。私は退たい屈くつだ。お前のその顔にはもう飽あきた」

「そうですね……」

　ルナスの素す直なおな言葉にも、マヒロは穏やかに頷くだけだった。

　思い出せたというだけで。

　笑うということ、楽しいという気持ちは、今の彼の中では現実ではないのだ。だから朧おぼろ気げなのだろう。

「王子と言えば敵将……リシャール王子のことは知っているのか？」

「はい。それは一応……国交の中で面識がある、程度ですが」

「どんな奴やつだ」

「そう、ですね……僕が見た限りでは裏表の無さそうな方でした。よく言えば大らか、悪い意味ではあけすけな感じでした」

　沙耶香が言う。

「ああ、丁度ルナス様のような……あ、いえ」

　ルナスは愉ゆ快かいそうに鼻で笑ってやった。

「ふん、別にいいとも。要は隠かくし事や謀はかりごとはできんタイプということだろう」

　マヒロは頷いた。

「はい。上に三人も兄がいるので、リシャール王子は割と奔ほん放ぽうに育てられたのだそうです。王宮内での期待は薄い反面、義や情といったものに篤あつく、下からは広く慕したわれているとか」

「なるほど。それで兵も民もリシャール王子によく従っているわけか……それだけでも難物だな」

「ええ。城を陥おとしたとしても、下手に討うてばますますペルグルンの民の反感を買うことになり兼かねません。ですがそれだけに……彼を説得できれば、民も彼に従ってくれるかも知れません」

　その言葉に、ルナスは忠告した。

「一年前までとは違ちがうぞ、マヒロ。膠こう着ちやくしてはいるが、向かう先では戦いくさはもう始まっているのだ。始まる前なら言葉は武器にもなっただろうが……話しかけた瞬しゆん間かん殺されても、文句は言えない場所だということを忘れるな」

「……はい」

　表情を搔かき消すように、マヒロが小さく頷うなずいた。

　二日の道中を経て、一団はペルグルンへと入った。
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　ペルグルンに最後に残った城、ペルーナ城はミスマルカのような城じよう塞さい都市の様相を呈ていしていた。実際目まの当たりにすれば、問題は幾いくつもあった。

　都市の形はミスマルカと同じだが、丘きゆう陵りようの上に成り立っている。まずこれが一つ。帝てい国こく軍ぐんの陣じん地ちは二キロの距きよ離りを置いて平野にあるが、動向は一いち目もく瞭りよう然ぜんとなる。

　防ぼう護ご壁へき、城壁も堅けん固ごだが、そこに至るまでの斜しや面めんにも強固な防衛線が敷しかれている。高低の地の利は、今も昔も変わらぬ天然の要害だ。弓矢投石の類たぐいもそうだが、帝国軍にとって最も厄やつ介かいなのは一キロの厚さをして幾いく重えにも掘ほられた塹ざん壕ごうであった。登り斜面に幾重にも渡わたされた深い溝みぞ、帝国の主戦力であり、最大の突とつ破ぱ力を誇ほこる重騎兵団がその機動力を生かせない。

　そしてその塹壕に隙すきがない。

　通常、城のぐるりをそんな風に囲えば敵はともかく味方も物資も滞とどこおる。何より手間がかかりすぎる。だが徹てつ底てい抗こう戦せんの意志を貫つらぬくペルグルンはそれをやってしまった。それが可能な地形だった。

「……あれですか」

「そうです」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞくマヒロに、部隊を預かっている氷将アークセラは頷いた。

　マヒロが見ているのは、ペルーナ城が屛びよう風ぶのように背負う断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと、その中腹に開いた隧すい道どうであった。崖がけに半ば埋うまるような最さい奥おうにその城はある。そこから扇おうぎ状じように町が広がり、城壁があり、そして斜面に面した、残りの一八〇度を徹底的に掘り抜ぬいていた。だから正面からの往来はなくとも、物資に関しては裏手の隧道から放ほうるだけでいい。

　素そ朴ぼくな疑問を沙さ耶や香かが言った。

「先生。あの崖の上も我が軍が押さえていると聞きましたが、トンネルを潰つぶすことはできないものですか」

　アークセラは困り顔で首しゆ肯こうした。

「入り口の幾つかは押さえましたが、全すべてを押さえるのは不可能です」

「なぜ？」

「口で言うよりは……キャスティアさん、地図を」

「はいはい……」

　言われた雷将がめんどくさそうに幕舎へ入っていく。一度は最前線となったミスマルカ方面に駐ちゆう留りゆうしていたが、半年ほど前にアークセラの要よう請せいによりこちらへ送られたのだ。

「はいは一度と何度言えば」

「はーいお師しょー」

　キャスティが持ってきた地図、アークセラが広げるのを見て沙耶香は絶句した。もはや元の地図として用をなさないほどにびっしりと、クモの巣よりも細かく赤い線が書き込まれている。

「なんです、これは……。おい、マヒロ王子。お前も見なくていいのか」

　沙耶香の声に、マヒロは振ふり返りもせず城を眺ながめながら言った。

「市街にまで繫つながっているのでしょう」

「ご明察。どうやら各地方都市の下水道や古い坑こう道どうとが、うまく組み合わさっているようでしてね。先日も抵てい抗こう組織のおかげで、調査隊が遭そう難なんしかけました」

　沙耶香が言う。

「では、その抵抗組織を何とかすれば。そう……ええ……と」

　難しい顔をした後、思い出した沙耶香は手を打った。

「そう！　パルメザンを！」

「そりゃチーズの名前」

　呆あきれた顔でキャスティが言った。

　だが得意満面で沙耶香は言い返してやった。

「ふふん、なんだキャスティ、お前はこんなことも知らないのか。町の連中はな、我々に怪あやしまれないように何か洒落しやれてそんな組織名を付けているんだぞ」

「へぇ。さすがはハセベサヤカ将軍。そりゃ知らなかった」

「なんだ、自分が知らなかったからといって負け惜おしみか？　負け惜しみはよくないぞ」

「アタシゃてっきりパルチザンだと思ってたもんだから」

「えっ……。あっ」

　あれほど得意げだった沙耶香の顔は、見る見る完熟トマトのように真っ赤に染まっていく。

「なるほど、自分たちにチーズの名前を付けるなんて、そりゃあ確かに洒落てるよねぇ。食ってくれと言わんばかりじゃないか……くっくっく！」

「違ちがっ！　違う！　これは！　その！　だから！　あれだ！」

　沙耶香が必至な抗弁をしている端はた、双眼鏡を下ろしたマヒロがいつもの顔でアークセラに尋たずねる。

「パルメザンへの対処は？」

「なっ!?　おいっ！　マヒロっ！　ミズクラゲ！　貴様まで！」

「パルメザンの構成員は軍属ではなく、そのほとんどが民間人です。そして我々は非武装の一いつ般ぱん市民への手出しは厳禁と命令されています」
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「そんなっ!?　先生まで!?」

　横で騒さわぎ立てる沙耶香を眼中にせず、アークセラは話を進めた。

「先日は六、七歳の女の子がカゴいっぱいのキャンディを持って下水道に入っていく姿が確かく認にんされました。恐おそらく本人は何も知らないのです。捕つかまえて尋じん問もんしたところで、住民の反感を買うだけです」

「……なるほど。こちらが手出しをしないと知った上での確信犯ですか」

「しかしながら、正しい戦い方です。私が言うのもなんですが、甘い戦い方をしているのは我々の方でしょうね」

「いえ、後の統治を考えれば理想的です。その甘さを通せるだけの余よ裕ゆうがある、今のうちに手を打たなければ……」

　マヒロが手にした地図へと目を馳はせる。アークセラは、そんなマヒロの表情を少し眺めてから言った。

「今回の攻こう城じよう戦、あなたに全権が委い譲じようされると伺うかがいましたが？」

「……申し訳ありません。アークセラ将軍の戦功を奪うばうようなつもりでは」

「ああ、いえ。私はそういうのはからっきし興味がないのでいいんですよ。一年かかって未いまだ陥おとせていないことも事実です。ただ、シャルロッテ殿でん下かより自由裁量を得た、とも伺ったものですから……」

　地図には数カ所、マーキングがしてある。いずれも市街地。アークセラはその抵抗組織の拠きよ点てんと思おぼしき場所を指差し、眼鏡越ごしに量るような視線で言った。

「……あるいは、と」

　しかし答える表情も声こわ音ねも、逡しゆん巡じゆんなく、気のない簡素なものだった。

「どうせモグラ叩たたきになるだけでしょう。パルメザンについては放置します」

「食べれば今はおいしいかも知れませんが、食べ過ぎれば胸焼けとなって後こう悔かいすることになり兼かねませんか」

「だからっ！　だからーっ!!」

　沙耶香の叫さけびが空むなしく響ひびき、西日になり始めた頃ころ……陣じんの方々を周り、兵士たちに労ねぎらいの言葉をかけて回っていたルナスが戻もどってきた。

「どうだ、指揮官殿。何やら美う味まそうな話をしていたようだが、現場の視察はもういいのか？」

「はい。おおよその状じよう況きようは把は握あくしました」

「そうか。では少し早いが飯にしよう」

「姫ひめ様。恐れながらメシではなく、夕食と」

　後ろのメイドの片割れにわかったわかったと手を振ふりながら、ルナスは踵きびすを返した。マヒロが黙だまってその後をついていく。

　そんな様子を見て、キャスティが吐はき捨てた。

「……どうだい、お師し匠しよう。あれじゃ蛇へびどころかまるで犬だ」

「なるほど。話には聞いていましたが、確かに葉多枝の郷で見たときとは別人のようですね」

　そのときからは既すでに一年以上経たっている。だが、単純に大人びた、では足りぬほどの変わりようにアークセラは苦く笑しようした。

「やんちゃで可愛かわいかったんですがねえ」

「そんな生易しい言葉で片付くようなミズクラゲではありませんでした、あのミズクラゲ」

　不満げに沙耶香が呟つぶやき、キャスティもマヒロの後ろ姿を睨にらむように肩かたをすくめた。

「それより何より、人殺しもできないＦＮＧが指揮官なんて、笑えない冗じよう談だんじゃないか……死ぬのはアタシら兵隊だ」

「……敵に殺されるならまだしも、味方に殺されるというわけか」

　沙耶香がざっと見み渡わたす限り……指揮権がアークセラより十代の少年に移ったと聞いて、いい顔をしている者はいない。ルナスが側そばに付いているからまだ、キャスティの言うような、最悪の事態は起こらぬだろうと承しよう伏ふくしているのだろうが……。

「お優やさしいと評判の王子様ですが……果たして、どう出るおつもりでしょうね」

　向こうからルナスの声がした。

「どうした、先生も一いつ緒しよに来ないのか？　沙耶香とキャスティアも」

「はい、只ただ今いま」

　返事をしたアークセラと共に、沙耶香とキャスティは歩き出す。
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　夕ゆう闇やみに紛まぎれる。

　帝てい国こく軍ぐん陣地から見て、ペルグルン城とは九十度外れた方角。城が背負う山の延長線上の高台、木立の中に双そう眼がん鏡きようを構える人ひと影かげがあった。

「あの一番でけえ幕舎だな……」

　若い男は値ね踏ぶみするように双眼鏡を動かしていく。金で皇室の紋もん章しようを入れた、黒くろ塗ぬりの、一等立派な馬車一台。

「……とうとう業ごうを煮にやしてホンモノの総大将がお出ましってわけだ。お忍しのびで来りゃあいいものを、どこへ行くにも自分ちの家紋ひけらかして行楽気分か。馬ば鹿か丸出しじゃねえか。狙ねらってくれって言ってるようなもんだぜ」

　悪態をついてはいるが、双眼鏡を下ろし敵陣を望むその青年の笑えみは凶きよう悪あく。曲くせの強い伸のびた髪かみ、頰ほおの刀傷も相まって、野や盗とうの如ごとく楽しげですらあった。

　その後ろに、フード付きのマントを被かぶって二人いた。一人は長身、比べれば一人は小こ柄がら。

　振り返って青年は言う。

「無理について来るこたぁねえぜ」

　小柄な方が言う。

「無理は……どっちよ」

「ま、どっかで無理を通さねえとな。同じ負けるでもよ、ただ負けたんじゃあ今まで付き合ってくれた民たみに示しが付かねえ」

　青年の声は笑っていた。

　だがその瞳ひとみは、頑がんとして譲ゆずる気配のない鋭するどいものだった。

「……わかった。行こう」

　小柄な方が頷うなずき、長身の方を見る。

　長身の男が、静かに呟く。

「了りよう解かいした」




　　　　◆




　ルナスのいる奥に一つ、それから左右に向かい合う形で一つずつ。並べられたテーブルの上、献こん立だてに出てきたのは、パルメザンチーズのたっぷりかかったミートソースのパスタだった。

「どうしたサヤカ、珍めずらしく箸はしが進まないようだが……食しよく欲よくがないなら粥かゆでも作らせるか？」

「はっ？　いえ、滅めつ相そうもございません」

　ルナスの言葉に慌あわてて首を振り、一人だけ手にした箸でそれを食べ始める。

　食事を続けながらルナスが言った。

「それでマヒロ。陣じんの視察は済んだが……具体的にはどうする」

「先日馬車でお話しした通りです。何らかの形で話し合いの席を設け、リシャール王子を説得できれば、民も彼に従ってくれるかも知れません」

　アークセラがそんなマヒロへ微笑ほほえむ。

「確かに理想的ですが……それは少々、希望的観測が過ぎるのではありませんか？　リシャール王子は再三の降こう伏ふく勧かん告こくをはね除のけています。こちらがその気にさえなれば、どうとでもなる状じよう況きよう下かにおいてです。そんな獅子の心ライオンハートが果たして折れるものでしょうかね」

　キャスティがパスタを突つつきながら言う。

「なぁにが、お師匠がなまっちょろいだけじゃないか。だから付け上がって調子に乗ってるのさ。こっちが、いつでも、その気になれる、ってことを教えてやればいいんだ。手っ取り早くそこらの町一つでも焼き払はらってさぁ……」

　そこにふとマヒロが顔を上げた。

「……そう言えば、魔ま法ほう戦隊は空を飛べるのですよね？」

「はぁ？　そりゃあこのアタシ以下、みんなイキのいい魔女っ子ばかりだからね」

「空からの攻こう撃げきなどは……」

　苦く笑しようがてら、アークセラが首を横に振ふった。

「私もそのために魔法戦隊と飛ひ竜りゆう騎士団を呼んだんですよ。ですが失敗しました。敵はあの町全体を覆おおうほどの強きよう烈れつな魔シ導ー障ル壁ドを持っています。しかも専用の導力炉ろでも持っているのか、立ち上がりがめっぽう速い。元々、背後の崖がけの上からの攻撃を想定して造られたのでしょうね」

「……なるほど」

　マヒロは少しの間、沈ちん黙もくした。

　それからふと顔を上げる。

「具体的な時間は」

「一分弱、と言ったところです。陣を飛び立つ姿が見えたときには稼か働どうし始め、対空攻撃を避さけながら第一波を加えようというときには展開完かん了りよう……といったところですね」

「裏の山側から飛んでいった場合は」

「おそらく山の中に監かん視し要員がいるのでしょう。山やま狩がりも何度か行いましたが……まあ、例の隧すい道どうでしょうね。神しん出しゆつ鬼き没ぼつと言ったところです。仮に稼働が何分か遅おくれたところで、最近は共和国製の機き関かん銃じゆうが針の山……重騎士ならばともかく、軽装の飛行部隊では少々分が悪い」

「なるほど……」

　パスタを一口食べ、水を一口飲み。

「……その山の方の陣を、明日にでも見てみたいのですが」

　そのとき、外がにわかに喧けん噪そうを帯びた。

　瞬しゆん間かん、マヒロを除いたその場の全員が目付きを変え、各おの々おのの得物を手に椅い子すを蹴けって席を立つ。

　天幕を切り破り飛び込んでくる影かげ一つ。

「ルナス・ヴィクトーラああああああああああああああっ!!」

　大音声を発し、他一いつ切さいに目をくれず一直線に三番姫きへと。

　沙耶香とアークセラが飛び出す。

　得物の姿から一いつ閃せんの重さを瞬時に見切り、アークセラの剣けんを自身の剣で勢いのまま押し退のけ、剛ごう剣けんには肩かたの肉一枚を切らせて最さい奥おうにある光こう輝きの剣へ肉にく迫はくする。

「その首もらったああああああああああああっ!!」

「上等だ!!　来い!!」

　口の端はしにわずかに笑えみを浮うかべて七星剣を振りかざす。刃やいばと刃の爆はぜるようなひどい音一つ。勢いにルナスが半歩後あと退ずさる。受けて返し、刺し客かくへ向けて今度は七星が振り抜ぬかれる。刺客は皮一枚で避け、肋あばらから血を滴したたらせながら今一度振り下ろす。

　その鍔つばを、七星の鍔で受ける。

　刺客が押し込むが、押し込みきれない。ルナスも笑ってはいるが、押し返しきれない。

　どちらからとも無く鍔競ぜりを解き、一いつ旦たんの間合いを開ける。

　ルナスはあまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさと、嬉うれしさ、楽しさの余りに目を見開いて嗤わらっていた。

「ふふ、強いな!?　名は!?　名はなんという!?」

　負けず男も、爛らん々らんと目を光らせて笑っていた。

「リシャールだ！　お前らの敵の総大将だ、畜ちく生しようがぁ！　名乗る前にわかれってんだ舐なめやがって……!!」

　リシャールのもう一撃、ルナスが跳はね上げる。

「それは大変に失礼した……!!　だが人の晩飯を邪じや魔まする貴様も随ずい分ぶん失礼だな!!」

　七星を、今度はリシャールが弾はじく。

「はっ、なんだよてめえ本当に女かよ……！　ふざけやがって、姫様のクセに馬鹿力すぎんだろうが！　本人がここまで強つええって何なんだよ！　強えんだったら偉えらそうに護衛なんて連れてんじゃねえ馬鹿野や郎ろうがよぉ!?」

「黙だまれ馬鹿！　馬鹿は貴様だ馬鹿！　王子のクセに、総大将のクセに我が陣へ単たん騎きで乗り込んでくる大馬鹿者が！　生きて帰れる保証はないぞ!?」

　ルナスの左右にはナイフと魔法を構えたメイドが。リシャールの後ろには沙耶香、キャスティ、アークセラが。
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　魔法戦隊長が、その後頭部に銃じゆう口こうを押し付ける。普ふ段だんの様子ではなく、怒いかりに青ざめた表情で冷れい酷こくに告げた。

「アタシらの大将に手え出したんだ、死ねよ」

　猶ゆう予よもなく引き金が引かれようとした刹せつ那な、黒騎士のものではない軽い足音。それだけで沙耶香とアークセラが方向を変える。銃声とほぼ同時に体を沈しずめたリシャールが、キャスティへと刃を返す。

　さらに影が飛び込んでくる。フード付きのマント、長身と、それに見合うだけの漆しつ黒こくの刃。沙耶香の振り下ろした全力の一撃が、新たな刺客の足を止める。横合いからアークセラのブルー・クリスタル・スカイ。魔ま法ほう剣けんがその長身を貫つらぬこうとするが、一人ではなかった。

　長身がはためかせるマントの陰かげから、一回り小こ柄がらな姿がアークセラの剣を跳ね上げる。リシャールの剣をホウキで受け止めたキャスティの横も瞬またたきの間に通り抜け、メイドの一人が放ったナイフも瞬時に抜いた長剣で叩たたき落とす。魔法を構えたメイドとの間にルナスを挟はさむ。

　ルナスの刃はリシャールの延えん髄ずいに触ふれたところで止まり、小柄な刺客の剣はルナスの首筋に触れようかというところで止まっていた。

「……動けば搔っ切る」

「そうか。では我が剣を下ろすこともままならんな」

　ルナスが嗤う。

「だがお前も重々気を付けろ。他はともかく、この魔法戦隊長だけは私の言うことすら聞かんことがある」

　キャスティはミスリル製のホウキ片手にリシャールと対たい峙じしたまま、銃口は……疾しつ駆くの風圧でフードの脱ぬげた、小柄な、金きん髪ぱつの少女の頭に向けられていた。

　事情を知らぬ沙耶香が、長身の男に向かったまま叫さけぶ。

「これは……これは、一体どういうことですっ……！　なぜ……！」

　アークセラの剣が逸それたときに、フードが剝はがれていた。

　そこから現れたのは銀の長髪。並では扱あつかえぬほどの長大な剣は黒くろ塗ぬりではなく、柄つかまでも一本ものの黒。

「なぜレイナー将軍が……!?」

「見ての通りですよ、ハセベ将軍」

　アークセラが冷や汗あせを流しながら言った。剛剣と氷将。二人がかりでも押さえきれるかわからない。

「いくら結束したところで、ただ一城です。並の兵だけであれば一年も苦労はしません」

　乱戦の隙すきを突ついたとは言え、すんでの所までその気配を伏ふせ、これだけの名だたる将に気取られぬまま、ルナスの首にまで迫せまったのだ。

　大陸最強の名を持つ男を従えて。それを従えるに相応ふさわしい気風をもって。

　刃はを向けられたまま、ルナスは笑えみを湛たたえていた。

「久しぶりだな。見み違ちがえたぞ、パリスティエル姫ひめ」

「無む駄だ口ぐちはよせ。降くだるか、死ぬか、選んでもらう」

　髪かみは肩かたより長く伸のび。

　かざす刃に、一いつ切さいの迷いはない。
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「私が死ねばこの戦いくさが終わるとでも？」

　久しぶりの。実に一年ぶりの修しゆ羅ら場ばである。

　笑いながら質問したルナスを横目、キャスティの胸むな元もとに刃を向けたまま、リシャールもまた笑う。

「首とは言ったが、まーあれだ。首根っこひっつかんででも、うちの城招待してお茶でもどうかと思ったぐらいでよ。せっかくペルグルンまで来たんだからよ。なあ来いよ。接待させろよ」

「悪いが、知らん男には付いていくなと父王陛下よりきつく言われていてな」

「なんだよ、箱入り娘むすめなら最前線に出てくんなよ。じゃあどうすんだよ。あー、畜ちく生しよう、クソややこしいことになったな。どうすんだこれ。ははっ！」

　言葉とは裏腹に、リシャールはさも楽しげにへらへらと笑っていた。

「ずっと同じ姿勢ってのは退たい屈くつだな。いちにのさんで一いつ斉せいに動いてみるか？　その方が面おも白しろそうだろ」

「面白い！　名案だな。望むところだ。ではそれで行こう。全員、いいな？」

　そうして各人の気配が高まる中。

「いいはずがないでしょう」

　一人だけ。平へい坦たんな、冷めた声を出す者がいた。それだけ気負っていた全員が我に返るほどの。

「え……その声……って、まさか……」

　ルナスは、メイド、キャスティと同様、それで注意が逸れるかと半ば推測したが、肝かん心じんの放ほう浪ろう王女はそこまでの隙は見せなかった。

「な……マヒロ王子……？」

「久しぶり、パリエル。随ずい分ぶんと強くなったね」

　パリエルの言葉に、ようやく気付いたリシャールが拍ひよう子し抜ぬけしたような声を出す。

「あ？　マヒロって……なんだ、ミスマルカのアホ王子じゃねえか。何してんだよこんなとこで」

　マヒロは最前まで食事していたときと、全く変わらぬまま椅い子すにかけていた。

　だからルナスは、呆あきれる思いだった。他ほかの全員があれだけめまぐるしく動き回っていた中で、マヒロだけは微び動どうだにしていなかった。

　とは言え。冷静に状じよう況きようを眺ながめていたのか。それとも、そんなことにすら関心がないほど人形に成り果てているのか。それはまだ、わからなかったが。

「丁度良かった、リシャール王子。あなたに話があって来たんだ」

「うるせえバーカ。こっちはてめえみてえな裏切り者なんかに話はねえんだよ」

「馬ば鹿かはどっちだ。ペルグルン攻ぜめの指揮官は僕だ。ルナス様はただの付き添そいだ。意味もなく軍のシンボルを手にかけてみろ。キャスティア将軍やメイドの目をよくよく見ろ。一族郎ろう党とう、町の女子供まで皆みな殺ごろしにされるぞ」

　パリエルが言う。

「そんな……王子が軍の指揮官だなんて……、暴力は嫌きらいだって、あれだけ……」

「だから、戦争を終わらせに来た」

　ほんの少しの、言い方の妙みようだった。

「終わらせに……？」

「今の僕には中原を平和裡りに治める責務がある」

　そこへルナスは続けた。あるいは、との期待を込め。この場をマヒロに任せ、その後押しをするために。

「事実だ。今のマヒロ王子は、ラズルカ王と並んで中原領の統治を任せられている。その一いつ環かんとして今回、ペルグルンでの戦の終結のために招しよう聘へいした」

　リシャールが口を挟はさんだ。

「ふざけんな、ペルグルンはペルグルンだ馬鹿、何が中原領だ、人の国勝手によその領土にしてんじゃねえクソが」

　マヒロは言う。

「勝敗は目に見えているはずだ。これ以上、徒いたずらに引き延ばしても苦しむのは民たみだけだ」

「偉えらそうに綺き麗れい事抜ぬかしやがって、てめえらが退どきゃそれで終わる話だろうがよ」

「君が負けを認めても終わる話だ」

「くそムカつく野郎だぜ。一人だけ命も懸かけねえで好き勝手喋しやべりやがって」

「降こう伏ふくしてさえくれれば、国民には一切手を出さないと約束する。いま現在、抵てい抗こう組織に所属している者も同様に扱あつかう」

　そこでリシャールの言葉に、わずかの間が置かれた。

「……だからてめえはつくづくアホだな。んな口約束、誰だれが信用すんだよ？　和わ睦ぼくしてえってんなら」

「和睦じゃない。降伏だ」

　マヒロの声に、剣けんのように鋭するどい芯しんが入った。

「今とは言わない。この場の全員に剣を下ろさせる。今は君たち三人は無傷のまま城へ返す。それから改めて……」

「話し合いの席でも設けるか？　なら場所はうちの城だ。ただし使者はてめえだ。付き添いはなしだ。てめえ一人で来い。そしたら和睦の話ぐれえは聞いてやるぜ。そんな度胸があればの話だがな」

「……」

「剣も持てねえ、命も懸けられねえ奴やつがベラベラ喋るような話、俺は信用しねえんだよ。わかったらすっ込んでろ」

　だが、舐なめていた。

　誰が、ではなく。誰も予想していなかった。

「では降伏の話を聞いてもらうには」

「……なに……？」

「和睦ではなく。降伏の話を聞いて頂くための、その条件を提示して頂きたい」

　いよいよ怒いかりに堪たえかねたように、リシャールが奥歯を嚙かみ締しめた。周囲にその軋きしむ音が聞こえそうなほど。

「てめえ……、戦いくさごとが嫌いだと聞いちゃいたが、終わらせるだけじゃあ足りねえってのか!?　連合盟主の息子むすこが、そこまで帝てい国こくに飼い慣らされたか!?　てめえのオヤジのそっ首切り落とした相手だろうが!!」

「ああそうだ!!　父は自らの首を差し出しミスマルカの平へい穏おんを守った!!　僕はその血を受け継ついだ者だ!!　一族郎党を連れて逃にげ出したような輩やからとは違ちがう!!　民たみを苦しめるだけの何が王だ!!　保身と体面しか考えられないようなクズなら貴様もさっさと亡命しろ!!　河向こうまで護衛付きで送ってやるぞ!!」

　それは、この場に飛び込んできたときのリシャールにも負けぬほどの声、殺気に満ちた目付きだった。

　そしてルナスは喉のど元もとの刃はも忘れ、陶とう酔すいした。




　私の見たかった、マヒロ──。
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　あれだけ危機を楽しんでいたリシャールの目は、カッと見開かれていた。その髪かみは、怒りに逆立つようであった。

「て……、めえ……」

「ルナス様。剣を下ろして頂けますか」

「……いいのだな？」

「はい」

　一息の後。周囲が制止の声を上げる間もなくルナスは七星剣を下げ、足あし下もとに突つき刺さした。

　同時、リシャールがキャスティの横を弾だん丸がんの如ごとく駆かけ抜ぬけ、マヒロ目め掛がけて渾こん身しんで刃を振ふり下ろす。同じだけの勢いで、振り返った沙耶香が薙刀なぎなたですくい上げるようにリシャールの剣を受け止める。薙刀に断たち切られたテーブルが跳はね上がり、折れ、瞬まばたき一つせぬマヒロの眼前を、リシャールの剣によって断たれた数本の前髪が落ちていく。

「ようやくまともになったかクズが。自分一人、英えい雄ゆう気取りで飛び込んできて、何がおかしい。どうして笑っていられる。あの城で君を心配している者はいないのか。パルチザンは、帝国軍の目をかいくぐろうと夜も眠ねむらず動き回っているんじゃないのか。それとも違うのか。国のために命いのち懸がけで敵てき陣じんに乗り込むほどの主君を、誰も心配していないのか。支えようとは思っていないのか」

「クソ野や郎ろうが……！」

　ひとしきり押し込み。

　沙耶香の薙刀を押し切れぬとわかると、リシャールは力を緩ゆるめた。

「へっ、いちいち癪しやくに障さわる野郎だぜ」

　そして。

　それまでの様子が噓うそのようにあっさりと、抜き身を鞘さやに仕し舞まい込んだ。

「……あーあ、クソつまんねえ野郎だ。心底白けたぜ。帰っていいみてえだし帰ろうぜパリエル」

「けどっ……!?」

「てめえらの雇やとい主は俺だ。本当にここまでついてくるか聞いたのも俺だ。帰るか帰らねえか決めるのも、この俺だ」

　わずかの沈ちん黙もくの後、パリエルが刃を引く。

　次にルナスが言った。銃じゆう口こうをパリエルのこめかみへ向けたままの魔ま女じよに。

「キャスティア」

「……いくら何でも甘過ぎやしませんか」

「あとで酒でも飲ませてやる」

　顔は不服そうなままであったが、水平だった銃身を、真上に向ける。

「命拾いしたなクソビッチ。今度はそこのマザーファッカーに身売りしたってわけだ」

「そうだねクソメガネ。私が叩たたき割るまでそのレンズよく磨みがいときなよ」

　機を見て、折を見て、沙耶香、レイナー、アークセラと各おの々おの武器を下げていく。

　最後に、ようやく立ち上がったマヒロが率そつ先せんして幕舎の外へ向かった。表は、すでに三六〇度。この陣じんにいるほぼ全すべての兵士が武器を携たずさえ包囲を敷しいていた。夜空には、短機関銃片手、魔ま法ほう戦隊のシルエットが月を旋せん回かいしながら待ち構えていた。

　マヒロが言っても聞かなかったが、すぐ後から出てきたルナスが一言言うと、人ひと垣がきはモーセが海を割るが如く左右に退ひいた。

「へっ、やれやれ……たった三人にご大層なもんだぜ」

　ふざけた笑え顔がおで悪態ついたリシャールが、マヒロへと向き直る。

「借りを作ったとは思っちゃいねえし、礼を言うつもりもねえ。だが話をしたきゃ手紙を持って防護門まで一人で来い。そこまでなら度胸に免めんじて通してやる。俺が相手をするかはわからねえがな」

「では直接話すためには」

「バーカ。だったらてめえが一人で、俺のところまで生きて辿たどり着いてみろよ。もしできたら、降こう伏ふくでも何でもしてやるよ」

　瞬しゆん間かん。

　気配が変わった。

「言ったな？」

「……あ？」

「僕が、一人で、君の元に辿り着けたら降伏する。間ま違ちがいないな？」

「おう、いいぜ？　両手突ついて土下座して、降伏勧かん告こくでも何でも受け入れてやろうじゃねえか。ただし……」

　笑顔が瞬時、殺気へと切り替かわる。

「門までは通してやるが、そこから一歩でも俺の国に踏ふみ入ってみろ。裏切り者が調子乗って囀さえずってんじゃねえぞクソが。てめえのオヤジと同じ死に方させてやる。俺が相手をしねえって言ったのは、次に会ったらてめえを生かしておく理由がねえって意味だ」

「……わかった」

　それきり、リシャールは背を向け歩き出す。

　パリエルは……レイナーと共にマヒロの前を通り過ぎようとして、一度足を止めた。

「王子……」

「君も早く行くといい」

「……ペルーナ城にはリーゼル王子と、シーナもいます。王子も、一いつ緒しよに……」

　だがマヒロは躊ちゆう躇ちよなく、ゆっくりと首を左右に振ふった。

「僕のことを心配してくれるなら、見ての通り五体満足だ。そうでないなら、僕はきっと君の敵だ。何も気にすることはない」

「……そう、ですか」

　パリエルは一度目を伏ふせると、そのまま踵きびすを返した。銀ぎん髪ぱつ鬼きはマヒロを一いち瞥べつしただけで、ついぞ一言も発することなく。パリエルの後をついていく。

　だが気配だけで言うならば。

　誰だれよりも殺す気に満ちていたのは、あの猟りよう剣けん。剛ごう剣けんと氷将を相手取ってはいたが、最も殺意を払はらっていたのはパリエルに銃を向けたキャスティに対してだった。派手に動いたのはリシャールとパリエルだったが……達人の打ち据すえたナイトの駒こまのように。あの盤ばん面めんを支配していたのは、間違いなくあの猟剣だった。

「……」

　マヒロはようやく、事の全容を把は握あくした。

　中原諸国全ての事情は、まだ制圧下に置かれていない北中原も含ふくめ、逐ちく一いち自分とラズルカ王の元に集約されていたにもかかわらず……ペルグルンについての情報だけが、不自然なまでに少なかったこと。ラズルカ王やルナスにペルグルンの状じよう況きようを問うても、あそこはまだ戦いくさの最中だからと呆あつ気けなくかわされたこと。いくら理由を挙げたところで、帝てい国こくの規模を考えれば兵の過少など有り得うるかということ。

　レイナーだけなら裏切り者の一言で斬きることもできるだろう。だがリーゼルが加わっているとなると、この戦場の枠わくを外れた政治的な意味合いも絡からんでくる。

　神しん殿でん教団。原則、国家間の戦争には不ふ介かい入にゆうだが、大陸最強の勇者を殺したとなれば少なからず不興を買うことにもなる。信徒たちの手前、アクションを見せねばならなくなるだろう。そうしてカリスマであればこそ、多くの人々も異を唱えるだろう。

　ようやく、全てに合点がいった。

　銀髪鬼のみならず、加えて光の御み子こまでいるという。

　ただ一城に対し、兵が足りぬというわけだ。

　つまるところ、大陸の最強二人を攻こう略りやくしろというのだから……。

「マヒロ」

　パリエルたちの後ろ姿、見るでもなく、じっと佇たたずんでいたのをルナスは勘かん違ちがいしたのだろう。

「このことについては釈しやく明めいはしない。我々はお前に対し、このペルグルンでのことを秘ひ匿とくしていた。それは事実だ。理由はわかるな」

「……」

　言えば……どうなる。

　知って、自分はどうする？

　逃にげるのか？

　かつての仲間たちの元へ？

　もはや逃げようもないミスマルカの民たみを置いて？

　逃げようともしなかった、騎士団の墓に背を向けて？

　それで自分は、また以前のように笑えるようになるのか？

　違う。笑いたいわけではない。

　もう一生分を笑い尽つくしたのだから。

　では逃げて……。

　逃げてどうなる……。

「……ショックなのは察する。私も姉上……軍令本部長には何度も抗こう議ぎした。根っからの軍人や、すれっからしの傭よう兵へい屋ならともかく……お前のような優やさしい者に、かつての味方と殺し合えと言うのは、あまりに残ざん酷こくだと」

　違う。

（……）

　もう一つ合点がいく。

　軍令本部長の承しよう認にんを得たと言いながらも、その辞令を渡わたしたときの彼女の不ふ機き嫌げんの理由。

「どうする、マヒロ。降りるか？」

「……」

「それとも、かつての仲間たちの元へ行くか？」

　見み据すえる先は、闇やみ夜よに浮うかぶ白はく亜あの城じよう塞さい。

　補給路を持つ不落の籠ろう城じよう。

「……」

　沈ちん黙もくを守るマヒロに、ルナスが小さな溜ため息いきをついた。側近たち、四六時中側そばにいるメイドたちでさえ滅めつ多たに見ない、寂さびしげな表情だった。

「私はさっき……、リシャール王子を罵ば倒とうしたときのお前の姿に、かつて私をそうしたときのお前が重なって見えた。だから、ひょっとしたらとも思ったのだが……やはり、そう簡単ではないよな」

　違う。

　あれは……あんなのは、違う。

　ルナスに対しては、そうと演技をしただけだ。

　リシャールへのは……、怒いかりに任せた、ただ八つ当たりのような。幼よう稚ちな。

（……）

　感情の発はつ露ろ。

　人としての心。

　何をすればどうなるのかはまだ見えない。

　見えはしなかったが……。

「すみません、ルナス様」

「？　何がだ」

　ペルーナ城を見み詰つめたまま、マヒロは言った。

「考え事をしていて、長く返事をしませんでした」

「……いいんだ。そんな妙みような律りち儀ぎはいい。だが私は、戦う気もない者に兵を預けるつもりはない。そしてその気もないのに戦場をうろついていれば、殺されるだけだ。ここに駐ちゆう留りゆうする者たちの足手まといとなる前に……今すぐ決めろ。降りるか、陥おとすかだ」

　少なくとも。人形は、感情は持たない。

「やりましょう」

　振ふり返ったマヒロの暗い目に、ルナスは小さく目を見張る。

　昏くらい昏い確信だけを裡うちに秘ひめたまま、マヒロは言った。

「そのために招しよう聘へいされたのですから」
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　城に戻もどったリシャールは、主立った隊長を全すべて集めると防備の徹てつ底ていを通達した。帝てい国こく軍ぐんに対してではない。パルチザンを含ふくめた、ペルーナへの出入り、不ふ審しん者しやの侵しん入にゆうに対しての徹底的な警備を命じた。

　そしてそれら将官が全て出て行くと、ようやく玉座に、どっと腰こしを下ろした。心底疲つかれ果てたように。ぐったりと。

　そして

「なんだありゃ」

「なんだ、って……どうしたの突とつ然ぜん……」

　聞き返すパリエルに、見事な装そう飾しよくと天てん井じよう画がの施ほどこされた虚こ空くうを見上げながら、呆あきれ果てたように言う。

「だから、なんだあのアホは。正気じゃねえぞクソが。畜ちく生しようが、文官だのお役人だのってもんは腰こし抜ぬけって相場が決まってんだろうがよ」

　それから玉座に片足胡座あぐら、ふてぶてしくかけ直したリシャールは、一転、楽しそうに言った。

「へっ、勢いであんなこと言っちまったが、あの馬ば鹿か本気で乗り込んで来るかもな」

「ちょっと、リシャール王子、一体何が何だか、状じよう況きようを説明してくれないと。そんな怪け我がまでして……」

　消毒と止血だけの、沙耶香に切られた腕うでの傷を見ながら心配そうにシーナが言う。

　続いてリーゼルがパリエルとレイナーの方を振り返った。

「パリエルたちにしても何も言わずに、今まで一体どこへ行っていたんだ？　君たちがいない間に帝国の陣じん地ちがにわかに慌あわただしくなって、散々捜さがしたんだぞ」

「ああ、すまねえ。その二人は悪くねえ。俺が勝手に連れ出した。あとあれだ、帝国の連中が動いたのは攻こう撃げきのためじゃねえ。俺らがカチ込んだからだ。だから安心していいぜ」

　あまりに自然なリシャールの言葉に、何の冗じよう談だんか、はたまた暗あん喩ゆかと、シーナはリーゼルと一いつ緒しよにパリエルの方を見た。

「あ……、うん。はい」

「馬鹿じゃないの!?　乗り込んだ!?　敵の陣地に!?　一番の馬鹿はリシャール王子だけど、どうしてあなたも止めないのよ!!」

「落ち着け、シーナ」

　リーゼルがパリエルとの間を取りなす。

「だけど、リシャール。だったらどうして俺たちにも声をかけてくれなかったんだ」

「言ったら止めるだろ」

「当たり前でしょっ!?」

　シーナの大声に、リシャールは顔をしかめて耳を塞ふさぐ。

「いや……ま、それ以前にお前ら勇者じゃねえか。この戦いくさをやめさせたいってだけで、殺しはやらねえ。悪いがこっちは、そこまでなりふり構ってられなくてな」

　嘆たん息そくがてらリーゼルが言う。

「……それは否定できないが……、しかし何のために」

「帝国の三番姫きさらいに行ったに決まってんじゃねえか。それが無理なら殺やるつもりだったんだが……へっ、ありゃ強つええな。バケモンだぜマジで。お前の姉ちゃんと同じぐれえ強えな。女ばっかのクセにどいつもこいつも。しかも前はそこに、コイツも混ざってたってんだ」

　寡か黙もくなレイナーを親指で示し、また笑う。

「冗談じゃねえ。いやあ、参った参った。……ってな。ま、そういう話だ」

　呆れ加減に肩かたをすくめ、シーナが聞く。

「……それで、さっきの役人がどうのこうのっていうのは？　ルナス姫と言えば今も帝国軍の総大将よね。直接話して、和平交こう渉しようの目め処どでも付けてきたの？」

　リシャールが静かな笑えみへと表情を変え、肘ひじ掛かけに片肘を突ついた。

「それなんだがよ。どうも向こうの指揮官が替かわったらしい」

「……指揮官？　ルナス姫じゃないのか？」

　意外そうなリーゼルの言葉に、リシャールは頰ほお杖づえ突いたまま首しゆ肯こう。

「誰だれだと思う。傑けつ作さくだぜ」

　問われたリーゼルはシーナと顔を見合わせた。しかし見当も付かず、二人の視線は浮うかぬ表情のパリエルへ向く。

「ひょっとして、あなたの……知ってる人？」

「知ってるっていうか……うん……。なんだか、まるで別人みたいだったけど」

　あまり言いたくなさそうなパリエルを察し、リーゼルはリシャールへと向き直った。

「……誰だ？」

「マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト。ミスマルカのアホ王子さ」

「「っ……!?」」
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　玉座の間から、リシャールの私室に場所を移す。

　帝国の陣地での経けい緯いを聞き終えたシーナは、パリエルの気持ちが移ったように頷うなずいた。

「そう……。そんなことが、ね……。あの王子様が……」

　かつての仲間。かつて旅をした間あいだ柄がら。以前のマヒロを知る者の胸には、それぞれのマヒロの姿がある。そしてそれは、印象の差異はあれ……真っ先に思い浮かぶのは、一様に子供じみた無む邪じや気きな笑顔であった。

「たぶん……たぶんだけどね」

　パリエルが言う。

「前の王子なら、終わらせる、って言い方はしなかったと思うの。リーゼル王子みたいに、やめさせる、って言ったと思う。そのために来た、って……」

　それは、実は、かつてのミスマルカでのマヒロを知るリシャールも同じであった。

「……俺も一番下だからよ。前によ。自分にも弟がいたら、堅っ苦しい兄貴たちと違ちがって、ああいう元気のいいのがいいと思ったことはあったんだが……。人ってのは変わるな」

　認めたく無さそうに、リーゼルが小さくかぶりを振ふる。

「……マヒロの場合は、立場もあるんだろう。ミスマルカは完全に帝国の支配下だ。逆らえば民衆がどうなるかだってわからない。あいつは城内、城下の人々とも親しかった。耐たえられないんだろう、そんなことは……」

「へっ、お優やさしい王子様か。ふざけやがって。うちの国にも同じぐれえ優しくなれってんだクソが」

　冗談めかしてひと息つき、リシャールは膝ひざの上に手を組み合わせる。

「……ま、無理なら無理で仕方ねえ。餌えさは撒まいてやったんだ。これでちっとは状じよう況きようが良くなるだろうぜ」

「餌……？」

　落ち込むようなパリエルたちが顔を上げる。

「おいおい、寝ねぼけてんじゃねえぞ。元は連合盟主のご子息サマだろうがよ。手に入れりゃあ、それなりの御み輿こしになるんじゃねえのか」

　あ……、と誰からともなく、気付いたように声を上げる。

「何のためにわざわざ一人で来いなんて言ってやったと思ってんだよ。来てもらわねえことには話にならねえからよ。降こう伏ふくの話までちらつかせてやったんじゃねえか」

　シーナがぽんと手を打った。

「そうよ……！　表向きはともかく、あの王子様が帝国の支配から逃にげ出したいと思ってるなら、帝国を言いくるめてでも使者としてこの城に来るわ……！」

　シーナの言葉にリーゼルも頷く。

「ああ！　いきなり俺たちの側へ来てもらうのは無理でも、何かの作戦を立てたりすることもできるはずだ！」

「そういうこった。あのアホが自分で脱だつ走そうしたんならともかく……さらわれちまったんなら、ミスマルカの連中に危害が及およぶこともねえだろ。うちのパルチザン放置してるぐれえだしな」

　ただ。

　この中の誰より間近にマヒロの様子を見てきたパリエルは、そこまで明るい表情ではなかった。そんなパリエルにリシャールは声を向ける。

「……浮かねえ顔だな。なんか問題あるかよ」

「もし、王子にその気がなかったら？」

「お前らで説得してくれよ。俺は嫌きらわれちまったみてえだからな。つってもまさか本気で一人で来るはずねえだろうし、帝国もそりゃあ認めねえだろうからよ。苦し紛まぎれに護衛の二、三人連れてくるかも知れねえが……それくらいならなんとかなるだろ」

　リーゼルがかぶりを振る。

「いきなり荒あら事ごとにすることもないだろう。ルナス姫ひめが口を挟はさまなかったということは、帝国としても交こう渉しようの席での決着を望んでいるということじゃないか？」

「ええ、リーゼルの言う通りよ。だったら交渉の名目で、何度かに分けて会うこともできるはずだわ。そうして和平の目め処どが立ってからでも……」

「うん……。だから……。そうじゃなくて……」

　パリエルが言いかけたとき、ノックの音がした。入ってきたのは小こ綺ぎ麗れいな顔をした、パンツスーツにコート姿の女。共和国ＣＩＣの管理局選せん抜ばつ、カトレア・セントレア。

「リシャール様。今回分の支し援えん物資について、受領のサインを頂きに参りました」

「今取り込んでてよ。そこらに置いてってくれ」

「かしこまりました」

　リシャールたちのいるテーブルを迂う回かいし、カトレアが執しつ務む机に書類の束を置く。

「それと……我が国の首都にいらっしゃるお兄様方より、親書が」

　リシャールは舌打ちだけして、カトレアの差し出した封ふう筒とうに無言で手を伸のばした。

　破るように封を切り、ざっと眺ながめ渡わたして、その便びん箋せんも破り捨てた。

「あらあら。これはリシャール様……」

「うるせえ。サイアクだな、ったく。あのアホの言う通りかよ。民たみを苦しめるだけの腰こし抜ぬけか。クソが。クソくだらねえ。畜ちく生しようが」

「一応、お返事を承うけたまわるよう仰おおせ付かっているのですが」

「うるせえ。俺の書いた手紙はちゃんと届いてんだろうな？　届いてんだろうな、クソが。でなきゃあ、こんな返事は届かねえよなぁ、くそったれ……」

　荒く破っただけの便箋。

　その端はし々ばしに見える文字。

『弱音を吐はくな』

『王子としての誇ほこりを持て』

『希望を捨てるな』

　なぜあのとき、自分はマヒロにあそこまで苛いらついたのか。

　他ほかでもない、優ゆう秀しゆうだと尊敬していたはずの兄たちがそうだったからだ。

　剣けんも持たず。命も懸かけられぬ。腰抜けの言葉だった。

　共和国の物資の援えん助じよはあるが、隧すい道どうを使ったパルチザンによる補給が明らかに量を減らしつつあった。帝国の警けい戒かい網もうはゆっくりとだが、着実に功を奏しつつあった。備び蓄ちくのある今はまだ良いが、今のままでは遠からず、民は飢うえ始めるだろう。

　それでなくとも、丸一年。いつ始まるかもわからぬ帝国の総攻こう撃げきに怯おびえ、老ろう若にやく男なん女によ、娯ご楽らくも少なく、町の外にも出られぬ窮きゆう状じようだ。

　負けは見えている。勝ち目はない。

　その通りだ。

　ペルグルンという国としての負けは、確定していた。それでも上が勝てると言うのなら、勝たなければと思うのが民衆の心。内心で気付いていようとも、そう思い、励はげまし合う者たちの健けな気げが不ふ憫びんでならない。

　だからリシャールは手紙を書いた。

　民はよく耐たえている、せめて父上、兄上の一人だけでも良い、顔を見せて民を励まし労ねぎらってくれと手紙を書いた。

　だが、来なかった。

　無関係の共和国の人間が、こうして出張っているというのに。

　来れぬはずがないだろうに。

「畜生が……」

　敵は。マジスティア王家は、あれだけの版図を持つ一大帝国を築いて尚なお、皇女の一人が最前線に出張ってくるというのに。

　ペルグルンに残ったのは、一等出来の悪いこの自分だけだ。

「……カトレア。食料雑貨もいいが、共和国の戦車師団てのはまだ来ねえのか」

「申し訳ございません。首都にいらっしゃる殿でん下かのお父様、お兄様方との調整が難航しているらしく……」

「……クソが。まだ渋しぶってやがんのかよ。オヤジたちも、てめえらも」

「さあ。何分本国でのことでございますから、私の口からはなんとも」

　女は一いつ貫かんして笑え顔がお。腹の裡うちを探さぐらせぬ、当たり障さわりのない笑顔。

　共和国も慈じ善ぜん事業で肩かた入いれしているのではない。兵と兵器を供きよう与よするなら、それだけの見返りが必要なのだ。一年前に失った軍事力を立て直すための。

　ペルグルンにもそれなりの歴史はある。その中で連綿と蓄たくわえ、受け継つがれてきた私財もある。それを開放すれば、まだいくらかの国庫になる。

　だがそれでは駄だ目めなのだ。それでは勝ったとしても、後が続かない。共和国に莫ばく大だいな借金を残したまま、あとはただの言いなりだ。民主主義の牙きばにかかり、やがて王家は飾かざりとなる。

　リシャールもそれはわかる。

　だが、いま目の前にいる敵は共和国ではなく帝国だ。

「へっ……」

　でなければ……帝国の領土となるか、共和国に併へい吞どんされるかの違ちがいでしかなく。

　これは、ペルグルンという国家の終しゆう焉えんなのだ。

「もしや、とは思いますが……リシャール様は降こう伏ふくなどということ、お考えではございませんよね？」

　笑顔。

　いつ陥おちるとも知れぬ籠かごの城に派は遣けんされてくるだけあって、神経が太かった。

「馬ば鹿か言ってんじゃねえ。この手紙を見ろよ。兄貴たちはイケイケだぜ。だったら俺がやらねえ理由はねえ」

「……かしこまりました。つきましては、一点、確かく認にんしたい事こと柄がらが」

「なんだ」

「単刀直入にお伺うかがいしますが、今、向こうにはミスマルカのマヒロ王子が参さん陣じんしているそうですね」

　リーゼルたちが驚おどろいたような顔をしたが、どこで聞いたのでも良い。これらはこういう仕事だということくらい、リシャールも心得ている。

「ああ、そうみてえだな。それがどうした」

「なんでも、和平の使者としてこのペルーナ城へ訪おとずれる手はずだと」

「どうだかな。向こうにそれだけの根こん性じようがありゃ来るかも知れねえ、ってだけの話だ。んで？」

「そのマヒロ王子の身柄、我が共和国へ譲ゆずっていただけるのでしたら、件くだんの戦車師団、無む償しようで供与致いたしましょう。いかがでございます？」

　声を上げたのはリーゼルだった。

「そんなっ……何を勝手なことを！」

　シーナが続く。

「あなた、ただの情報部員でしょう!?　そんな権限もないくせに！」

「申し訳ありませんが、私は今、リシャール王子にお伺いしているもので」

　さらに言い返そうとする二人の勇者に対して片手を上げ、リシャールはカトレアに聞いた。

「どこまで用意できる」

「一個師団なら確実に。参さん謀ぼう本部と議会の承認次し第だいでは、さらなる増ぞう援えんが見込めるはずです」

「リシャール王子……」

　残念そうな声を出すのはパリエル。

「ここは、俺の国だ」

「……、うん……」

　リシャールはカトレアへ向き直る。

「手に入れたとして、引き渡わたしはそっちの兵隊が城の前に揃そろってからだ。早いとこ呼んどけよ。一日二日で到とう着ちやくはしねえんだろ」

「しかし、本人と確認しなければ参謀本部を納なつ得とくさせることは難しいかと……」

　リシャールはグラスに注ついだ濃こい酒を一息に呷あおり、笑い返した。

「調子に乗んな、っつってんだぜ。うちの金が欲しいなら、陥ちて欲しくなけりゃあさっさと兵隊持ってこい。こっちゃあ明日にでも総そう攻こう撃げきかけて、一兵残らず全ぜん滅めつすることだってできんだからよ。待ってやってんのはこっちだってのを忘れるな」

「……かしこまりました」

　カトレアは笑顔は絶やさぬまま一礼し、部屋を出た。
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　ドアを閉め、足早に進む。

「チューリップ」

「はい、少しよう佐さ」

　暗い廊ろう下かの角から、影かげのように現れた部下と合流する。

「どうでした」

「どうもこうもない。タダ飯食ぐらいのボンクラ共が。あんな手紙では逆効果だ」

　既すでに笑顔など欠片かけらもない。

「まさか、リシャール王子は降伏を……？」

「それはない。だが、これ以上追い詰つめるとどう出るかわからん。至急本国に打だ診しんする」

　カトレアの横を歩く彼女は一度眼鏡を整えると、音もなく手帳とペンを取り出した。

「内容は？」

「一個戦車師団の渡と河かの準備。それと、ミスマルカからの情報は本物だ」

「マヒロ王子が移送されたという、あれですか」

「この戦争、帝てい国こくはマヒロ王子を交こう渉しようの口に出すつもりだ」

「!?　帝都へ送ったのではないのですか……!?」

「ああ。我々が手に入れる」

「……勇者たちが黙だまっているでしょうか」

　カトレアへ尋たずねながら、チューリップは手元も見ずに、打診用の文面を書き並べていく。

「黙らせるさ。ハイランドは同盟国だ」

「ペルグルンはどうなるのでしょうね」

「それは私たちの心配することではない。まあ十中八九、議会は見捨てるだろうがな」

　チューリップがピリオドを打ち、一枚破ってカトレアへ。一いち瞥べつし、こちらの意図を十二分に汲くんだ内容であることを確認し、チューリップへ差し返す。

「よし、急げ」

「はっ」
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「……姫ひめ」

「え？」

　パリエルを寝しん室しつへ送る道すがら、レイナーが口を開いた。

「何を言いかけた」

「何……ああ。カトレアが来る前にね」

「そうだ」




　もし、王子にその気がなかったら？




「あの王子ならひょっとして、本当に来るんじゃないかなぁ、って……」

　本当に。

　こちらへ合流するつもりでもなく。

　和わ睦ぼくの使者としてでもなく。

　ただ一いち撃げき、降こう伏ふくを認めさせるためだけに。

「……そうか」

「レイナーも同じこと考えてた？」

「ああ」

　ならばそれは奇き遇ぐうではない。

　見てきた者、そして対たい峙じした者だけが持ち得うる共感。

「でも……きっと、昔の王子なら……って気もするのよ。今日の王子はどこか違ちがった。変わってしまった」

　だから、来ない。

　来るとしても。

「ミスマルカのこともあるんだろうけど……リーゼル王子やシーナには悪いけど……少なくとも私たちの仲間になるためには、来ないと思う」

「同感だ」

　ふと足を止めたパリエルは、窓の外を見上げた。

　いつか教団領で見たのと、同じ形の月が浮ういていた。

「……エミットさんは大だい神しん殿でん。ジェス君は魔ま王おうを倒たおすため。シーナは中原の自由と独立を守るため。マヒロ王子は帝国で……私は、ただの傭よう兵へい稼か業ぎよう。みんな、バラバラになっちゃった」

　しかしその表情には、暗さ、寂さびしさは微み塵じんもない。そのきっかけはどうあれ、皆みんなが皆、各おの々おのの目指すもの、守るもののために別れたのだから。
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　それでいいと、受け止められるようになっていた。

「ま、馴なれてしまえばお姫様気分も悪くないし」

　パリエルは明るくなった。必要以上に悩なやまなくなった。めげなくなった。マヒロが変わったように、パリエルもまた大きく変わった。強くなった。

「明日の朝は」

「いつも通り。起こしに来て」

「了りよう解かいした」

「お休みー」

　別れたレイナーに手を振ふり、パリエルは部屋に入った。

　ドアを閉め、一息つく。

「……昔の王子なら、か」

　当時、すでに十万以上の兵が集つどっていたライン要よう塞さいに単身乗り込んだのだ。数だけで見れば一万にも満たぬ寡か兵へいのペルーナ。ずっと容易たやすく思える一方で……今回は、さすがにそれもないだろうと思う。

　聖せい魔ま杯はい関連の話は聞こえてこないが、平和主義を貫つらぬくマヒロの姿勢が、帝国中原領の統治の要かなめになっていることに違いはない。つまりマヒロは、聖魔杯を抜ぬきにしても未いまだ帝国にとっての要人なのだ。リシャールたちが、マヒロの身み柄がらを押さえれば人ひと質じちにも、反帝国の御み輿こしにも使えると踏ふんでいるように……帝国がそのリスクに思い至らないはずがない。至ったのなら、認めるはずがない。

　当たり前だ。中原の半分を抑えることのできるマヒロを、ただ一都市と一城の攻こう略りやくのために切り捨てられるはずがない。

　ではどうなるだろう。どう出てくるだろう。

　帝国がなぜマヒロを持ち出したか。

　有り体ていに言えば、ペルーナ攻略の最大の障害。恐おそらくは、リーゼルやシーナといった自分たち。かつての顔見知りである……。

（……私たちを引き抜くため……だろうな）

　ペルグルンの士気の高さは、かつての英えい雄ゆうになぞらえライオンハートを名乗ったリシャール自身のカリスマもあるが、最強の勇者がそれを認め、留とどまってくれているというのも大きいのだ。リーゼルたちに限って寝ね返がえるということはないだろうが、民たみを苦しめているだけだという論法を、マヒロの言葉で発展させられたらどうなるかわからない。

　敵の狙ねらいは、そこだ。

　このことは明日にでもみんなに話そう。

　自分たちがマヒロを引き抜き、戦争をやめさせるか。

　マヒロがリーゼルたちの意志を挫くじき、戦争を終わらせるか。

　そこが焦しよう点てんになるだろう。




　　　　◆




　ルナスの強さはレイナー自身、身をもってよく知っている。だが乱戦の隙すきを突ついたとは言え、パリエルがあそこまで見事に肉にく迫はくするとは予想だにしていなかった。純じゆん粋すいに、迷いがないのだ。

　腰こしに下げる剣けんも、以前より長く、一回り大きなものだ。速さに頼たよった刺し突とつのみならず、重さを持った斬ざん撃げきも一流にこなせるようになってきた。純粋な剣の腕うでだけならば、虹こう剣けん以上。威い力りよくではまだレイナーに、手数ではまだリーゼルに及およばないが……剣の国の末まつ裔えいに相応ふさわしい強さ、その末孫の姫ひめに相応しい美しささえ兼かね備え始めていた。

　ただ、その背に負う運命だけが苛か酷こくだった。

「……」

　そうして道すがら、レイナーは書類を持ったリーゼルと出で会くわした。お互たがいに部屋へ戻もどるところ。レイナーの生来の寡か黙もくさもあって、滅めつ多たに話したことはない。レイナーはパリエルに付き従い、リーゼルは同じようにシーナに付き従われているのでなおのこと。

　そのリーゼルが言う。

「まだ寝るつもりが無いなら、部屋で一いつ緒しよに飲まないか」

「酒はやらない」

「知ってる。ハイランドからいいお茶が送られてきたんだ」

　屈くつ託たくのない笑えみで、返事も聞かずに、彼は歩き出す。

「遠えん慮りよはいらない。王子だ勇者だと言われても、俺もここじゃ傭よう兵へいみたいなものさ」

　そうして案内されるまま、部屋の中に通された。

　それなりの調度品が備わった貴き賓ひん室しつ。状じよう況きようが状況だからとリーゼルは固辞したが、他国の王族を粗そ末まつに扱あつかっては王家の箔はくに傷が付く……と、無理にこの部屋をあてがわれたのだそうだ。

　そんな笑い話をしながら彼が淹いれてくれたのは、一いつ般ぱんに嗜たしなまれる緑茶や紅茶ではなく、ハイランドの山さん岳がく部に自生する何種類かの香こう草そうを煎せんじたものらしかった。

　濃こい緑色が器うつわに注がれると、すぐさま野草の香かおりが立ち上ってくる。

「すまない」

「誘さそったのは俺だ、遠慮はいらない」

　そう言ってリーゼルは向かいのソファに腰を落ち着けた。一口し、息をつく。

「……よく許したと思ったよ。パリエルが帝国の本ほん陣じんに乗り込むなんてことを」

「それが姫の意志ならば、妨さまたげることはできない。その意をなすために、俺が守ればいい話だ。それが従者の役だろう」

　レイナーも一口。

　香りの一方で、苦みも強いお茶だった。

「騎士道精神か……」

　リーゼルはもう一口すると、吐と息いきと共に本音を吐と露ろした。

「正直言うと、残念だったよ。リシャールに誘ってもらえなかったことが」

「貴方あなたの場合は立場が違ちがう」

　そう、彼は騎士ではない。王子だ。

　己おのれの無茶のせいでハイランドの王子を死なせたとなれば、ペルグルンの体面に関かかわる。リシャールもそのくらいは弁わきまえている。パリエルとレイナーも、傭兵だなんだと言いながら、行く前には何度も念を押された。今夜の奇き襲しゆう、リシャールは、そこまでの覚かく悟ごを決めて臨のぞんでいた。

「……帝国軍は、やっぱり強いのか」

「ああ。ルナス姫、ハセベ将軍、アークセラ将軍。皆みな変わりなく壮そう健けんだった。キャスティア将軍の無む鉄てつ砲ぽうなところも、ノアールローゼンの隙の無さも」

　そして目の前にいるリーゼルもまた、要よう塞さいで初めて会ったときより強くなった。

「そうか……俺は、レイナーとハセベ将軍しか知らないけど……それが陣じん容ようの厚さというものか」

　絶望しているのではない。勇者の瞳ひとみには、活力が漲みなぎっていた。いかなる敵であろうと負けぬ自信。挫けぬ心が宿っている。

　その目がふと、案ずる色にかげった。

「……お前の目から見ても、マヒロは変わっていたか？」

「……」

　そこで初めて、レイナーは言葉に詰つまった。

「どちらとも言えない。正確には答えられない」

「……？　どういうことだ？」

「俺は、姫の知っているマヒロ王子を見てはいない。だから姫や、貴方たちの知る意味では変わったのかも知れない」

「……じゃあ、お前の目から見たマヒロは」

「本質は変わっていない」

　リーゼルが考えるように頷うなずいた。

「父を殺され、国を占せん領りようされて……落ち込むのはやむを得ないにしても、マヒロはマヒロ……ということか？」

　考え方が変わろうとも。

　粗そ暴ぼうな者は粗暴。聡そう明めいな者は聡明なように。

　リーゼルの口元がほころぶ。

「だったら、あいつはきっと優やさしいまま……」

「……牙きばが抜ぬけようとも、毒を失おうとも、蛇へびは蛇だ」

「っ……」

　リーゼルにしてみれば、その優しさこそがマヒロの本質だったのだろう。だからレイナーの言う本質が、意外だったのに違いない。

「……蛇、か。俺はマヒロを敵にしたことはないが……想像も付かないな。あいつがそんな不気味なところなんて」

「だから、どちらとも言えない。親しい貴方たちに見せたその表情こそが、飾かざらぬ素す顔がおかも知れない」

「しかし……普ふ通つう、生き死にのかかった土ど壇たん場ばで自分を飾れるものじゃない。レイナーたち帝国側に見せた表情が、本ほん性しようだったかも知れない……」

「そういうことだ」

　そこで一いつ旦たんの間。

「あいつは、どう出ると思う？」

「先ほど姫ひめとも話したところだ。俺たちの側へ与くみするためには、訪おとずれないだろう」

「……そう、か……。まあ、生まれ育った故郷が支配下じゃ仕方ないか」

　リーゼルは嘆たん息そくした。

「でもそれが……正しいんだろうな。優先順位が付いたということだ。帝国の中じゃ中原という一ひと括くくりでも、マヒロにとってミスマルカはミスマルカだ。ペルグルンの自由よりは、ミスマルカの平へい穏おんが第一……当たり前、だな」

　そこには、誰だれ彼かれに対して優しくあって欲しかった、というリーゼルの想おもいが垣かい間ま見みられた。一見どれだけ無理でも、諦あきらめないでいて欲しいという、そういう願い。

　だが、想いこそすれ……それを否定することはできない。マヒロがそれを、守るべきものというのなら。

「いや……俺が甘すぎるだけなんだろうな。ハイランドがそんな風になって、今のマヒロのような立場になったらどうすればいいか……あるいは、今のペルグルンのような状じよう況きようになったらどうすればいいか。見当も付かない」

「貴方には最強の剣がある。それで語れることもあるだろう」

「最強はお前だろう、レイナー。僕はまだ一本も取ったことがない」

「だが、要塞で剣を交えたときに比べ格段に強くなった」

「俺から言わせれば……お前の剣は、さらに迷いが無くなった」

「……」

　案外、気付かぬものだとレイナーは気付いた。誰だれも彼も変わり、成長する中で、自分だけは変わっていないと思っていた。

　ふと、リーゼルが嬉うれしそうに気付いた。

「もう空じゃないか。このお茶、ハイランドの人間以外はかなり好き嫌きらいが分かれるんだけどな」

「いや。それほど気にはならなかったが」

「そうか、そうか。国の味を理解してもらえて嬉しいよ。もう一いつ杯ぱい入れようか」

「ああ」

　もう一杯。

　濃こい緑色のお茶が注がれていく。

「銘めい柄がらをまだ聞いていなかったな」

「いや、これといった品種やブランドはないんだ。ただ、国では昔から青汁ブルージユースって呼んでる。冷やしたり、ミルクに混ぜて飲んでもいい。一種の薬草みたいなものなんだ」

　なるほど。

　言われてみれば、緑を通り越こして青緑色、と呼んでも差し支つかえない色だった。

「前にシーナやパリエルにも飲ませたんだけどな。一口飲んで真っ青な顔になって……まあ、馴なれない人間が飲むとそうなる……という意味で、ブルーっていう話もある」

「好き嫌いは人それぞれだ」

「そうだな。そうだ、なんだったらお茶ちや請うけにザザ……」

「それは遠えん慮りよする」

　……。

「……うん。……そうか」

「ああ」
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　一夜が明けるとルナスは上じよう機き嫌げんな一方、やはりいまいち晴れぬ心持ちで幕舎に向かった。

　昨夜挨あい拶さつに来た敵の総大将は面おも白しろい男であった。剣を向けて茶でも飲んで行けとは洒落しやれているではないか。

　もちろんそれに真っ向から挑いどんだマヒロも、あの調子であった。蘇よみがえったのかどうかはともかく、面白かった。面白い同士の対決だ。ならば本当は、これはとても面白い……はずなのだが、浮うかれていられる状況でもないのが事実。かつての仲間たちがいると知って、しかしマヒロはやろうと言ってくれたが……本心はどうなのだろうか。

「マヒロはどこだ？」

「おはようございます、ルナス様」

　幕舎で待っていたのは、アークセラだけだった。

「マヒロ王子でしたら、朝早くにキャスティアさんたちと一いつ緒しよに崖がけの上の陣じん地ちに向かいましたよ」

「……。何の用だ」

　ややも肩かたすかしを食ったように、ルナスは声のトーンを落とした。

「視察だそうです。あそこの陣を見たいとは、昨夜も言っていましたからね」

「ふむ……そうか」

　それならまあ、仕方がないか。

　テーブルに彼の私物の繊せん細さいな意い匠しようのティーセットを見付けたルナスは、彼を座らせると、自分もメイドに紅茶を頼たのんだ。

「では……結局誰だれも、マヒロから詳しよう細さいを聞いていないのか」

「王子はあの後、すぐに寝ねてしまいましたからねぇ……。今日は今日で、視察をしたいと言ったきり出て行ってしまいました」

「つまらん……。出で掛かけるのであれば私も起こしてくれればいいものを」

　嘆たん息そくしながら、ルナスはメイドの淹いれたモーニングティーをすすった。まるで仲間はずれにされたようなルナスを見て、アークセラは苦く笑しようする。

「王子曰いわく……軍としてのシンボルです。そう易やす々やすと連れて歩くわけにもいかないでしょう」

「むぅ……」

　不服そうな小さな唸うなり声。

　ルナスの見えないところで、後ろの二人のメイドも苦笑していた。




　　　　◆




　高速で飛ひ翔しようするキャスティの後ろには、ローブに三角帽ぼう子しを被かぶった魔ま法ほう戦隊が二人。その二人の箒ほうきの間に渡わたされたブランコに、マヒロは双そう眼がん鏡きよう片手に乗っていた。

　ある程度の高空から城下へ差し掛かかったのも束つかの間、すぐさま機き関かん銃じゆうからの迎げい撃げきがあった。が……キャスティはもちろん、後ろの二人も並の魔法使いではない。当たるとしてもたかが豆まめ鉄でつ砲ぽう程度、シールドで易々弾はじける。それ以前に射線をかわしながらの旋せん回かいも余よ裕ゆう。誤ってマヒロが落ちたとしても、自由落下よりも速くさらうことができただろう。

　城の上をぐるりと一周しただけの、わずか数分もない遊覧飛行。

　それを下で待っていた沙さ耶や香かは、護衛という役目もあり、マヒロが無事帰ってくれたことに、とりあえず安あん堵どした。

「で……、どうだった？」

「だめですね、あれは」

　ブランコを降りたマヒロは、さして得るものもなかったように首を横。

　箒を肩に担かついだキャスティが言った。

「だから言ったじゃないか。ペルグルンの奴やつら、こんな山背負ってるだけあって、上からの攻こう撃げきにはムカつくほど備えてやがる」

「ええ。立ち上がりの速いシールド……城ができた当時からの作り付けでしょうね」

「立ち上がるまでの間なら、機銃が弾たま切れすることもないさ。共和国とパルメザンのファッキンどもが、あんなもん運び込まなきゃね……お師し匠しようも、もっと早くにアタシら呼んでくれりゃ良かったのに」

「……立ち上がりはそれとして、持続時間は？」

「丸一日以上だね」

「そんなにですか？」

　キャスティが頰ほおに指当て、思い出すように虚こ空くうを見上げた。

「いつだったか……、試ためしたことはあったんだ。そうだろ？」

「はい、隊ちょー」

「ぐるーんぐるーん、飛んだよね……うふふ」

　マヒロを乗せていた二人の魔女が、片やあっけらかんと笑い、片や薄うす暗ぐらく笑う。

　沙耶香もキャスティとよくつるむから、この二人のことは知っている。

　明るい方がＡ子。暗い方がＢ子。

　双ふた子ごで、魔法戦隊の副官だ。

「で、昼間っからアタシらと、飛ひ竜りゆう隊たいとでしばらくうろついてたんだが……日が暮れて、少ししたら街の灯あかりが消えたんだったかな。そこからまた何時間かしたら、灯りが戻もどった」

「……なるほど……導力炉ろを切り替かえた……」

　何でもそうだが、全力稼か働どうには限界がある。

　通常、街々にエネルギーを供給するような導力炉は余力を残しているから、四六時中の運転にも耐たえられる。

　だが城下全体を覆おおい尽つくすほどのシールドとなれば、要求される単位時間あたりの出力が尋じん常じようではないだろう。だからシールド専用の導力炉を休ませる間は、メインの導力炉にスイッチした。

　結局のところ、それを繰くり返せば。

「……半永久的、ということになりますね」

「お師匠もそう判断してね。それきり上からの攻撃は諦あきらめちまった。ここから爆ばく弾だんや魔法で攻撃したって、一分程度じゃ被ひ害がいは高が知れてる」

「ええ。確かに、城自体がトーチカみたいなものでしょうからね」

　そんな二人の会話を聞きながら、沙耶香は視線を移した。

　縁ふちまで行かずとも城の上面、いくつも噴ふん水すいのある大きな池、美しい庭園、その向こうには城下町が風景として映はえている。丘きゆう陵りようを下ったさらに向こうは、帝てい国こく軍ぐん陣じん地ちだ。崖がけは、意図的にそうして削けずったのだろう……ネズミ返しのように緩ゆるやかに反っている。

　高さは五十メートル以上はあるらしい。

　平野の陣地からはわからなかったが、降りてもすぐ城というわけでもないらしい。この裏手側にも、城じよう壁へきはちゃんとあるのだ。もっとも、こんな所からロープで伝って降りたところで、降りている最中さなかを狙ねらい撃うちされて終わりだろう。

　なるほど、天てん嶮けんとはこのことか。

「一ノ谷の合戦も……さすがにここまでではなかっただろうな」

「なんだいそりゃ？」

　首を傾かしげたキャスティに、沙耶香は不敵に微笑ほほえんだ。

「……ふっ……ふふ、そうか、知らないのかキャスティ？　ものを知らん奴だな、いいか、一ノ谷の合戦というのはだ……！」

「旧文明中世の英えい雄ゆう、源みなもと義経のよしつねが崖を背にした敵陣を攻せめるにあたり、寡か兵へいをもって守りの薄いその崖側から急きゆう襲しゆうした……という伝説的な戦いです」

「おい!?　それをいま私が説明しようと！」

「ああ、いいよサヤカ。たぶん、アンタに説明されるよりは分かり易やすかったから」

　両拳こぶしを上下に振ふって、がーっとなる沙耶香をからかい、キャスティが遊ぶ。

　ひとしきりそんなのが続いてから、沙耶香が再びマヒロに視線を移すと、マヒロは眼下の城と、この陣地とを交こう互ごに見比べていた。

「……。つまり……」

「はい？」

「リシャール王子のところへ辿たどり着くための、抜ぬけ道でも探しているのか？」

「……まあ、そんなところです」

　沙耶香もここへ来るのは初めてだったが、陣と言っても二百メートル四方もない、簡素なものだった。パルチザンの動きへの牽けん制せいと、敵の動きを観察するための、偵てい察さつ用陣地としてしか機能していないのだろう。

　そうして考えれば正面は駄だ目め。後ろは崖で駄目。上もシールドで駄目。八方どころでなく、あらかた塞ふさがっている。まあ、それを打開するのはマヒロの役目なのだが……。

　沙耶香は何とはなしに、薙刀なぎなたの石いし突づきで地面を突いた。

「穴でも掘ほってみるか？」

　すると、思い付いたようにマヒロが顔を上げた。

「……そうですね。それも名案ですね」

「えっ？　本当か……？」

　本当にただの思い付きだったので、言った沙耶香の方が驚おどろいた。しかし彼には、何か思い当たり、当てはまるところでもあったのか……取り出した手帳に、何やら書き込み始める。

「おいおい、ちょっと。王子様ってばさ。そんな簡単なことくらい、とっくにお師し匠しようたちも検討して……」

「ですが一応、やるだけやってみなければ」

　言いながら、マヒロはひとしきり書き込みを続けていく。

　ややあって。

「この陣の責任者は？」

　マヒロはメモを手帳から切り離はなすと、それを進み出た黒騎士に手て渡わたした。

「敵はゲリラで、どこから情報が漏もれるかわかりません。おおよその指示にはできる限り声ではなく筆談を用い、くれぐれもこの通りにお願いします」

「はっ、了りよう解かいしました」
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　マヒロが帰ってきた。

　人間の工兵部隊を集めると、それに魔ま人じんの騎士団の護衛を付け、崖の上の陣地へ向かわせた。そうかと思えば、今度は補給部隊のいる方へとせわしなく歩いていく。

「何か……思い付いたのか？」

　ルナスの問いかけに、キャスティが軽くかぶりを振る。

「はい……。いや、そうみたいなんですけど……アタシらはなんとも」

「一いつ緒しよに行動していたのだろう？　話くらい聞こえなかったのか？」

「それが……情報が漏れるといけないからとかで、あそこの隊長にもメモを渡しただけで」

　視線を移す。

「サヤカはどうだ」

「ちら、と見えただけですが……。あの陣地を整備するフリをして、穴がどうとか……そのような感じだったかと」

「ふむ……」

　一息ついて、ルナスはアークセラへ振り返った。

「先生から見て、どう思う？」

「私があの隧すい道どうに手を出さなかったのは……敵の補給量から考えて、隧道の出口も、見えているあそこだけではないと明確だったからです。侵しん入にゆう経路という考え方をした場合にどうかは、わかりませんけどね……」

　入り口だけでも、各都市に通じているほどなのだ。ならば出口も見えているあそこだけ、などと考える方が無理がある。

「だが、その、侵入経路という考え方は……」

　厄やつ介かいな導力炉ろを叩たたく。リシャール王子を急きゆう襲しゆうする。いろいろ有用に思えたが……すぐにルナスは昨夜のことを思い出した。

　敵が無力な馬ば鹿かなら、ここまで苦労はしていない。

「……まあ、レイナーがいるのではな。考えるだけ無む駄だか」

「ええ。出口に待ち構えられればそれまでです。列をなして出た端はしから、順番に斬きられるだけでしょう。リシャール王子からして、ルナス様を喜ばせるほどの腕うで利ききです」

「ああ……、そうだった」

　だから、結局のところ……マヒロがしようとしていることも、同じことなのだ。使者としてなら斬られることはないにせよ、捕つかまってしまえば同じことだ。

　だったらリシャールの望み通り、防護門まで出向いても同じことだろう。いや、彼の意向に沿ったその方が、まだ話を聞いてもらえる可能性があるのではないか。

　ルナスたちがそんなことを話し込んでいるうちに、またマヒロが戻もどってきた。かと思うと素す通どおりして幕舎へ入って行こうとする。

「……マヒロ。待て、マヒロ」

「はい、何か」

　忙いそがしそうにしている割には……こうして見れば、表情も、声も、ミスマルカで見み飽あきたそれと変わりない。昨夜、リシャールに向かった色はない。

　あの場限りのものだったのかと思うと、またつまらなくなってくる。

「……結局、どうするつもりなのだ？　穴を掘ほらせていると聞いたが」

「はい。そのようにします」

「そのようにはいいが、……それから？」

「リシャール王子に会いに行こうかと思います」

「う……む。しかし。やはり、話し合いなのか？」

「元より僕は、戦いくさのことは全くわかりません。武力で片が付くことならば、ルナス様が今からでも突とつ撃げきを命じられた方がよほど確実だと思います」

　この辺は、徹てつ底ていしている。徹底して弁わきまえてもいる。その辺、確かに利口なのだが。

「だが見ただろう。向こうにはレイナーもいる。城の中には光の御み子こもいる。リシャール王子からして、タイプは違ちがうがサヤカに近いような腕を持っている」

「はい」

「一人で来れば話を聞いてやるなど、見え透すいた罠わなだということくらい、わかっているのだろう？　仮にお前一人で辿たどり着いたところで、向こうがその約束を吞のむ保証もない。帝てい国こくからお前を引き抜ぬくことで、我々からお前という中原統治の要かなめを失わせ……向こうは人ひと質じちとして扱あつかうか、反帝国の御み輿こしに担かつぎ上げようという算段に決まっている」

「……恐おそらくは、そうでしょう」

　ならば分かり切ったことだろうにと、ルナスは言った。

「ならば話し合いなど無意味だ」

「まさか。話し合いを望んだのは向こうです」

「だからそれは、お前を釣つるための餌えさだと！」

「そもそも向こうは、御おん大たい将しよう自ら乗り込んで来るほど窮きゆうしているのです」

　マヒロの声に、強いものが混ざった。

「それは……、そうかも知れんが……」

「リシャール王子が義理人情に篤あつい人ひと柄がらだ、というお話はしたはずです」

「ああ、それも聞いたが……」

「勝ち目があるなら、兵を連れて乗り込んできたでしょう。しかし、そうしなかったのはなぜですか。あなたと同じです、ルナス様。無益に兵を殺したくないのです。それも負けとわかったような戦でです。一方で、いつ終わるとも知れない籠ろう城じようで、これ以上民たみを苦しめたくもないからです」

　マヒロの声は、極きわめて冷静だった。だからルナスは首しゆ肯こうした。

「ああそうだろう、だから私の首を上げ……」

「違います。彼は……リシャール王子は、自分が死ねば、この戦が終わるとわかっているのです」

「な……」

　思いも寄らぬ言葉に、ルナスは息を吞んだ。

　あれだけ楽しげに乗り込んできた男が？

　だが……確かに、いくら腕利きといえど、たった三人で乗り込んでくるのは、普ふ通つうに考えれば自殺行こう為いだ。仮に自分の首を上げたとして、ではその後は？

　数千からいる軍勢が黙だまってはいない。冷静に考えれば、生きて帰れる保証などどこにもない。

「戦の終わる条件とは何ですか。兵の全ぜん滅めつによって戦うべき相手がいなくなるか。でなければ、それを行う者の意志がなくなること。兵でなければ、彼が消えるしかありません。違いますか？」

「それは……、だが……」

「肝かん心じんの首しゆ魁かい、本当の意味でペルグルンの実権を握にぎっているのは、共和国へ亡命した国王一派です。リシャール王子の一存で降こう伏ふくすることは許されませんが……戦って死んだのであれば、亡命した国王らへの忠心も適かなうでしょう。ペルグルン王家としての誇ほこりを失わず、かつ民を失わずとも済みます」

　アークセラが真しん摯しな声で問う。

「しかし……ではなぜ、今のこの時になって？」

「ルナス様が出向いたからです。ただの一城に、まさか軍の総大将が現れたのです。帝国軍がいよいよ業ごうを煮にやしたのだと、焦あせったに違いありません。帝国はその気になった瞬しゆん間かん、兵は疎おろか、パルチザンを狩かり尽つくすまで、民間人を虐ぎやく殺さつすることもできる立場にあるのです。そうなればペルーナの民だけでなく、パルチザンとは何の関かかわりもない他の町の民が死ぬ可能性すらあるのです。だから、可能ならルナス様の首を取る……という名目で、死にに来たのです」

「なんだい。じゃあやっぱあのとき、あのファッキンの頭ブチ抜いてやりゃよかったんじゃないか」

　今度は、そうして鼻白むキャスティへ言う。

「もちろん彼は、それでも良かったんでしょう。だから僕は、昨夜のあの騒さわぎをやめさせました。リシャール王子はそこまで思し慮りよが回らなかったか……あるいは、そのための方法が思い付かなかったのか。ともかくそれでは、表向きの戦は終わりますが、水面下での抵てい抗こう組織の闘とう争そうが終わらなくなります」

「なんでさ？」

「人は。死ぬと。英えい雄ゆうになるからです」

　念を押すような口調に、口の悪いキャスティも黙った。

「偶ぐう像ぞうは何も言いません。ただ、それを崇すう拝はいする者の背中を押すだけです。止める者はありません。止める言葉も、偶像は言いません。今はライオンハートは彼を指す言葉ですが、死ねばそれは、彼を敬愛する全すべての民に受け継つがれてしまいます。これだけは避さけねばなりません」

　不ふ屈くつの闘志が受け継がれる。

　厄やつ介かいにもほどがある。

　弾だん圧あつによって抑おさえ付けることはできても、根本的な解決策を打つことはもうできない。今度は頭を抑えれば済むという簡単な話ではないのだ。抑えるべき頭は、過去の偶像でしかないのだから。

「中原領としてこのペルグルン一帯を平和裡りに治めるためには、彼を生きたまま屈くつ服ぷくさせ、彼自身によって統治させる他ほかありません。それを認めさせるには、実際に中原領に影えい響きよう力のある僕が、絶対に民の無事を保証すると約束し……その上で、彼の心根を挫くじかなければなりません」

　一息ついて、マヒロは続けた。

「……彼は昨夜、死ねなかった代わりに、まだ幾いくばくの猶ゆう予よがあると踏ふんだのでしょう。何せ、陣じん頭とう指し揮きに就ついたのがミスマルカの馬ば鹿か息子むすこです。少なくとも和わ睦ぼくにこだわったのは、戦いくさを終わらせたいという本心からでしょうし……同時に僕が相手なら同じ中原諸国のよしみ、その目があると踏んだからでしょう」

「その……」

　沙耶香が言った。
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「なぜ、和睦では駄だ目めなのだ……？」

「籠ろう城じようでゴネればどうにかなるなんて特例を認めたら、この先どこで、何がどうなるかわかりません。帝国が目指すのは、大陸の統一なのでしょう？」

　今さらな質問だったが……今さら過ぎて、誰だれも声に出して肯こう定ていはしなかった。

　その一同を見み渡わたし、マヒロは言った。

「他にまだあれば」

「つまり……、つまりだ」

　ルナスは言った。

「……穴を掘ほるのもいい。そこからうまく、ペルーナ城内へ入れたとしてもいい。レイナーたちはどう……」

「ああ、その話でしたね。今はパリエルの犬でしょう。パリエルは顔見知りです。リーゼルも元の友人です。話し合う余地があれば、そう問題にはならないはずです」

　思わず、はい、そうですか……と言ってしまいそうなほど、至し極ごく当然な口調だった。

　この中の誰もがその腕うでを知るからこそ、最も危き惧ぐしているところを……障害とすら捉とらえていない。

「どの道……リシャール王子は、僕が命を懸かけることを望んでいるのです。うまい具合に立ちはだかってくれるならそれはそれ、利用させてもらいます。他に何か？」

　右を見て、左を見て、いよいよ声がないと見るや、マヒロは言った。

「ではミスマルカへ伝信があるので、これで」

「あ、ああ。待てマヒロ」

　再びルナスに呼び止められ、マヒロが振ふり返る。

「はい、何か」

「ミスマルカへは何の……」

「機械を」

　マヒロが陣じんのある山を指差した。

「硬かたい岩がん盤ばんです。距きよ離りもあります。いつまでも手で掘らせるわけにもいかないでしょう。それとラズルカ王もお忙いそがしいですから、ペルーナが陥かん落らくした際の手配を今のうちからお願いしておきます」

「あ、ああ……そうか。そうだな。わかった。行っていい」

「失礼します」

　マヒロは戻もどってきたときと同様、淡たん々たんと歩き去ってしまった。

「……どうしたものか」

　ルナスは小さく溜ため息いきをついた。

　本人を見る限りはあれほど頼たよりないのに。

　言うことはいちいち筋が通っているから困るのだ。

　もっとはっきり、「お任せを！」と胸を張ってくれるのなら、「では任せた！」とも言えるのだが。

　沙耶香が言った。

「やはりそのときは、護衛に付いた方がよろしいのでしょうか……？」

「そうだな。当然だ。それは当たり前だ」

　ルナスが言うと、アークセラも眼鏡を押し上げながら油断ない首しゆ肯こうを見せる。

「敵もどうあれ……マヒロ王子の本心も、量りようがありません。これを口実に一人になれば、かつての仲間たちと合流できるまたとない機会です」

「そういうことだな。あとで私から姉上にも報告しておこう。状じよう況きようが随ずい分ぶん違ちがって来たはずだ」
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　夜。

　ペルーナ城のリシャールの元に、伝令が現れた。

「へっ、ちっと脅おどかしすぎたか。どうやら話し合いは諦あきらめたようだぜ」

「なんだって？」

　問うリーゼルに、リシャールは玉座で頰ほお杖づえ突ついたまま紙面を差し出す。

「崖がけの上で何やら始めたらしい。やれやれ、なんだかなぁ……」

「なんだかなぁ、って……気にならないの？」

　パリエルが言った。

「私とレイナーで行って、邪じや魔ましてこようか？」

「やめとけ、一日二日そんなことしたってこっちが続かねえ」

　リーゼルの隣となりで報告書を覗のぞいていたシーナが言う。

「陣の整地と思われる……ね。何かしら。攻城兵器でも据すえ付けられたら厄やつ介かいなんじゃない？」

「だったら今から邪魔するより、それが運び込まれてからでも荒あらしに行きゃいいじゃねえか。カタパルトだろうが魔法塔とうだろうが、それなり高く付くだろうぜ。殺しじゃなきゃ、お前らも手伝ってくれんだろ？」

　二人の勇者へ、そんなことを言ったときだった。

「リシャール様」

「あ？　なんだカトレア」

　彼女は足早にリシャールの元まで来ると、さらにもう一枚の報告書を差し出した。

「崖の上の偵てい察さつ用陣じん地ちに動きが」

「ああ、知ってるぜ。陣を均ならしてるってな」

「それはブラフです。隧すい道どうへの侵しん入にゆう経路を確保しようとしています」

　話を聞いた一同に、わずかの間。

「……ってことは……、攻せめるためのもんじゃねえな。元はただの坑こう道どうだ、背筋伸のばしてすれ違ちがえりゃ上等程度ってことぐらい、向こうもわかってんだろ」

　そんな中を律りち儀ぎに、一列になって攻めてくるとは考え難がたい。

「それに攻めるも何も、向こうはまだそこまで詳くわしい地図を持ってるわけじゃあねえ……少数精せい鋭えいで導力炉ろか俺の首狙ねらうにしても、行き当たりばったりすぎる」

「……マヒロ王子が来るんじゃないかな」

　何気ないパリエルの言葉にリシャールは、ニヤッと笑った。

「来ると思うか？」

「ミスマルカでもそうだし、ノーテスカの遺い跡せきでもそうだったみたいなんだけど……やたら抜ぬけ道とかそういうのに詳しいんだよね」

「んじゃ、来るかもな」

　リシャールに、シーナが言う。

「そんな気楽に……」

「この城もそう新しいもんじゃねえぜ。中原一帯がまだ、ミスマルカ王朝だった頃ころに建てられたもんだ。ってことはどういうことだ？」

　リーゼルが首肯する。

「そうか、ペルグルンもミスマルカ王朝の一部だったなら……配下の城であれば、そうした設計資料なんかがミスマルカに残っていてもおかしくはない……、か？」

　帝国が今までその可能性を検討していなかったか、マヒロがそれを思い付いたかはともかく。

「しかしパリエル、昼間言ってたが……本気で話し合いのためなんかに来るかよ？　あの姫ひめ様本人が一人で、ってんならまだ合点も行くが……お前らの仲間になりに逃にげてくる、のが自然じゃねえのか？」

「え……。だって一人で来いって言ったのは、リシャール王子じゃない」

「だから俺がそう言や、帝国の連中もじゃあ仕方ねえって感じで、マヒロを一人にするかも知れねえじゃねえか」

「なんだか、不毛な言い争いね……」

　朝から何度か続いてきた議論を早々打ち切るように、シーナが肩かたをすくめて嘆たん息そくする。

「でもやっぱり、来るにしても用心のために……最低でもハセベ将軍くらいは、護衛に付けてくるんじゃないかしら」

「だからそれでいいじゃねえか。あとは俺らの腕うで一つだ」

　その護衛を無力化し、マヒロの本心を問い質ただす。このまま帝国に与くみするのか、否いなか。

　パリエルは、ひょっとしたらリーゼルたちを引き抜きに来るんじゃないかと言っていたが……それもどうだろうかと、リシャールは思っていた。リーゼルにしろシーナにしろ、さすが勇者という他ほかない、強固な意志の持ち主だ。言葉だけでひっくり返る程度の覚かく悟ごなら、こんな末期の戦場に応おう援えんになど駆かけ付けはしまい。

「お望みとあれば、ＣＩＣから腕うで利ききを呼び寄せますが」

　笑え顔がおの女情報員へ、リシャールは鋭するどい視線を投げ付けた。

「余計なことすんじゃねえ。これは俺の国の問題だ」

「差し出がましいことを申し上げました。では、私はこれで失礼させて頂きます」

　カトレアは薄うすく笑って一礼し、また出て行った。

　それでまたリシャールは、溜ため息いき代わりに鼻で笑う。

　情けない話だ。

　食うや食われるや。

　この国は今や帝国からしても共和国からしても、食い物としか見なされていない。帝国はこの国そのものを。共和国はそれを餌えさに、回収できるかどうか怪あやしい金よりも、マヒロを釣つることに方針転てん換かんしたのだろう。

「へっ、やってらんねえな。会議で踊おどる王おう侯こう貴族なんて言ったところで、こうなっちまえばとんだ貧びん乏ぼうクジだ」

「そう言うな、リシャール」

　リーゼルが言う。

「帝国という巨きよ大だいな相手に、ここまで健けん闘とうしてきたんだ。仮にマヒロにその気がなかったとしても、帝国側が交こう渉しようの席を望んでいるのは事実だろう」

　シーナもそれに賛同した。

「そうでしょうね。でなければ、リーゼルやパリエルがいるからこそ、マヒロ王子を交渉口に使おうと思ったんでしょうし……逆に相手がマヒロ王子だったら私たちが説得して、ペルグルンの独立を認めさせるよう働きかけることもできるわ」

「ああ、そうだな。んじゃ、力ちから尽ずくってのは最後の手段にでも取っておくか……」

　言いながら。

　リシャールは内心、疲つかれていた。

　勇者たちにはもう休むよう言い置き、私室に戻もどる。

　リーゼルたちは言う。

　自由と独立。支配からの解放。

　一方で中原の中央……ミスマルカの近辺諸国は大きな混乱もなく、民たみは平へい穏おん無事に暮らしているという。

（どっちが支配者だか、な……）

　ペルグルンの民を支配しているのはどちらだ。河の向こうから書面だけで徹てつ底てい抗こう戦せんを謳うたう兄たちか。武力で領土を奪うばおうという帝国か。

　本当の貧乏クジは自分ではない。自分の意志ではその状じよう況きようを打破できない、ただ翻ほん弄ろうされるだけの民たちだ。

　民は支配を逃のがれ得ない。

　国家という束そく縛ばくからは逃れ得ない。

　カーテンを開けると、暗くら闇やみの向こう、平野に広がる帝てい国こく軍ぐん陣じん地ちの灯あかりが見えた。

　一晩明けて思ったのは……なぜ、昨夜、あのとき。自分は死ななかったのか。

　ルナスの首を取り、一いつ矢し報むくいて殺されるか。

　そうではなく、ただ殺されるか。

　それだけで良かったはずなのだ。そうと決めて向かったはずなのだ。それだけで戦いくさは終わり、兵も、パルチザンも、城下の民も、支配はどうあれ……少なくとも、下らぬ戦の呪じゆ縛ばくからは解き放たれるはずだったのだ。

　自分はただ自分として戦い、死に、それだけで良かったはずなのだ。

　武力と武力、生と死であれば、これほど分かり易やすいものはない。

　ただ、マヒロが出てきたせいでそれが混こん沌とんとしてきたのだ。何ら剣けん吞のんさもないのに、やたらややこしくなってしまった。ミスマルカの血筋はどうあれただのガキ、ただの王子だろうに。

　誰だれがそれを指揮官になど引き立てた。

「マヒロ本人が言い出したことでもねえだろうに……誰だよ、こんなめんどくせえことを考えた奴やつは」

　一人いつもの悪態をつくと、リシャールはキャビネットから酒瓶びんを取り出した。
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《……で、姉上はどのようにお考えかと》

　現場の敵味方問わずめんどくさいことにしてしまった張本人は、ワイン片手にルナスの話を聞いていた。

「良いではありませんか。好きにさせれば」

《しかし、好き勝手にも限度があります。マヒロがリシャール王子らをどう言いくるめるのかはともかく、一人で行くなどとだだをこねるようであれば、我々も同行します》

　シャルロッテは思わず噴ふき出しそうになった。あの王子がだだをこねる。妹が付いていく。

　親おや馬ば鹿かでもあるまいに。

《姉上、聞いていますか》

「そう何度も念を押さずとも、聞いています。でも……」

《なんです》

「そのリシャール王子が乗り込んできたというとき。少しは、しゃんとしたのでしょう？　マヒロ王子は」

《それは……そうですが……。いえ、しかしそのときだけです》

　蛇へびはまだ隠かくすか。

　それとも、本当にただお優やさしいだけの王子様に成り果ててしまったのか。

　……いや、大だい丈じよう夫ぶのはずだ。

　誰も彼に指示を与あたえてはいないのだ。そうならぬよう、彼に全権を与えたのだ。

　ならば今、彼が彼自身の意志で動いているということだけは確かなのだ。

「……私個人としてはね、ルナス。一から十まで、マヒロ王子の好きにさせて欲しいの」

《では一人で向かわせたマヒロが、敵の手に落ちるようなことがあったら！》

「取り返せばいいだけでしょう、そんなもの」

《ならば！》

　ルナスの声に険がこもる。

《マヒロを一人にし、彼自身の意志でパリスティエルらの元へ逃にげるようなことがあったら!?》

「いらないわ、そんな蛇」

《っ……》

　ややも素すの気持ちを言ってしまったせいか、ルナスの息を吞のむ気配を感じた。

　でも本心だ。構わず続ける。

「……もし本当にわずかでもそんな心を持っているようなら、いずれ叛はん旗きを翻ひるがえすでしょう。早いか遅おそいかの違ちがいだけ。中原中央政府の権力者として土ど壇たん場ばでそれをされるよりは、一軍の指揮官として逃げてくれた方がまだ被ひ害がいは少ない。それは今回の件がなくても、いずれ誰かが声をかけてくれば同じこと。今でなくても、どこかでパリスティエル姫ひめと出会ってしまえば同じこと。その程度で心動かされるようなら、同じことよ。だったらそんなもの、私はいらない」

《姉上……》

　悄しよう然ぜんとする妹の声。

「あなたは信じるの？　マヒロ王子を、どういう風に信じたいの？」

《……それは……。……では姉上こそ、どう考えているのですか》

「あなたが認め、私が見込んだ蛇ですもの。一人で向かい、捕とらえられることなく、生きてリシャール王子の元へ辿たどり着き、屈くつ服ぷくさせ、そして自らの意志であなたの元に戻もどってくる。……そう、信じています」

　姉として、また軍を司つかさどる者として、勇気付けるように、正直に。

　言ったつもりが……聞こえてきたのは、呆あきれ、諦あきらめるような嘆たん息そくであった。

《……言うだけなら簡単です》

「……。あなたが聞きたいって言うから答えてあげたのに……」

　シャルロッテの方も悄然としてしまう。

《もう結構です。どうあれ、そのときには私たちもマヒロに同行します》

「そう。……まあ、そうしたいならやってご覧なさい」

　シャルロッテはワイングラスを揺ゆらしながら、テーブルの上の報告書を見み詰つめていた。

「私としては、他ほかならぬマヒロ王子がそれをさせないと思うけど」

《どういう意味です？》

「それを言ったら、あなたの婿むこ殿どのが不利になるわ」

　報告書には、彼が用意させたものが記されていた。有り体ていに言えば彼が今、件くだんの陣じん地ちで進めさせている作業のこと。補給部隊に発注したもの。ミスマルカから取り寄せた機械。

　マヒロ自身はそれぞれに、軍令本部長直ちよつ轄かつの命令としての口外厳禁と同時、その軍令本部長宛あての報告を通達したらしい。そして自分はその軍令本部長である。各員にとってはバラバラのピースも、ここには全すべて揃そろっている。

　だから蛇がやりたいことは、シャルロッテの目には見えている。

　自身をまだ隠したいのか。ただお優しいだけの王子様に成り果ててしまったのか。

　たぶん、彼自身見失っているのだ。

　だから、ただやってみたいのだ。

　これをもって自分自身を確かめたいのだ。

　ルナスたちが訝いぶかしむのも無理はない。

　マヒロはそのためにまず、他でもないルナスたちを欺あざむきたいのだから。

（ほんと……馬ば鹿かもいよいよここまで来ると、凄すさまじいわね……）

《姉上、何か知っているのなら隠し事は止やめてください！》

「いいえ、この情報の秘ひ匿とくは現場指揮官の意志です。そもそもルナス、あなたは本来ミスマルカ城に駐ちゆう留りゆうしていなければならないはず。ペルグルン攻ぜめについて口を出す権限はありません」

《ですが！》

　口元を知らずほころばせながら、シャルロッテは言った。

「マヒロ王子が死んだら、それはそのときと諦めなさい。死ぬときは死ぬ。生きる気がないのであれば、それもまた意味はなし」

《馬鹿な！　帝国軍の名めい誉よに賭かけて、そのような失態を犯おかしはしません！》

　そういう意味ではないのだけれど。

　……まあいいか。

「では最後に。マヒロ王子が私について何か聞くようなことがあったら……」

《あったら？》

「私は全てを認めると、そう伝えて」

　シャルロッテは数枚の紙面のうちの、特に一枚を取り上げた。

　マヒロ王子よりミスマルカに宛てられし内容に一つ。




　掘くつ削さく機械と称しようし、ペルーナ裏手の陣にＲＧ５００Γガンマを用意せよ。

　軽量化を徹てつ底ていせよ。

　高出力を徹底せよ。

　強度不要。

　信しん頼らい性せい不要。

　ただ一度走るものなり。

　健けん闘とうを願う。
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　三日後。

　マヒロが行くと言うので、ルナスたちは崖がけの上の第二陣地へ足を運んでいた。

「なんですって？　いえ、まだ行程の半分も進んでいないのですが……」

　抜ぬけ穴の進しん捗ちよく具合を聞くと、作業を担当する工兵の方が面めん食くらっていた。もちろん、そんな話を聞いたルナスたちも面食らった。

「なんだと？　どういうことだ？」

「はい、何しろこの一帯は地じ盤ばんが硬かたく、王子から頂いた作業指示のメモにも、一カ月を目め処どに崖下まで進めればよいと……」

　作業服姿の、別な一人が言った。

「それに今日までが期限の内容は陣の舗ほ装そうとのことだったので、そちらを優先しておりまして……」

　舗装は確かにされている。

　と言っても、突とつ貫かん工事だけあってそんな手の込んだものではない。コンクリートでとりあえず平らに固めたような、殺風景なものだ。

　しかもそれとて、陣の入り口から縁ふちまでの中心部分だけで……左右両りよう翼よくの方は、まだ乾かわききっていないのかロープの柵さくで囲ってある。

「……マヒロ！　どういうことか説明してもらう！　どこだ!?」

「はい、只ただ今いま」

　近くのテントから、着き替がえたマヒロが出てきた。

　ガチャガチャと重々しい音を立てて。

　それを見た全員が、威い容ように声を失った。

　ぶ厚い革かわツナギとブーツ。肘ひじや膝ひざはもちろん、手足の外側全面、背中は腰こしから延えん髄ずいの辺りまでも厚手の金属製プロテクターが鋲びよう留どめされ、小こ脇わきには無骨な面めん頰ぼお付きの鋼鉄製のヘルメットを抱かかえている。抱えるそのグローブも、甲こうの側はプロテクターが施ほどこされている。

　見た目もへったくれもない、機能重視の一いつ辺ぺん倒とうは、あたかも西域へ向かわんとする末期のモンスターハンターの如ごとく。曰いわく言い難がたい不気味さがあった。

　それが……補給部隊に発注したものの正体。

「なんだ……その格好は」

「命を懸かけるのですから。それなりの装備はしなければ」

「しかし、工兵は、まだ穴は貫通していないと……！」

「言ったでしょう。いつまでも手で掘ほらせているわけにはいかないと」

　そこでルナスは、ふと思い出す。

「そう言えば、ミスマルカから取り寄せたという機械は……」




　パァン!!




　突然の爆ばく音おんに、一いつ斉せいに振ふり返る。

　機械はあった。

　今のはエンジンのかかった音。ガラガラと音のする方向を見ると、ミスマルカの車馬隊の面メン子ツが数人がかりで、機械の整備に当たっていた。確かに機械だ。ただ、その機械にはハンドルがあり、シートがあり、車輪が二つ。機械は機械だが、どう見ても岩盤を掘り抜くための機械ではなく……マヒロはそちらへ向けて歩いていき、尋たずねた。

「調子は？」

　車馬隊長が浮うかぬ顔を上げる。

「万ばん全ぜんでさぁ。正しよう真しん正しよう銘めいの一回こっきり……出力も耐たい久きゆう力も、完全にドラッグ仕様です。一キロ走りゃあ間ま違ちがいなく焼き付きますぜ」

「ああ、充じゆう分ぶんだ。それでいい」

　マヒロがアクセルを軽く捻ひねると、四本の排はい気き管かんから一いつ瞬しゆん、白はく煙えんを噴ふき上げ、五千より下のない回転計は、瞬時にして一万以上まで跳はね上がる。

　耳慣れぬ者たちは、それだけで耳を覆おおって顔をしかめた。森の木立から小鳥が飛び立ち、茂しげみからは小動物が逃にげ出していく。

「王子……！　今度ばかりはどう考えても、洒落しやれや冗じよう談だんじゃ済みやせんぜ……！」

「……いい音じゃないか。一回しか乗れないのか、これ」

「王子……」

　心底肩かたを落としたような車馬隊長は、ルナスの姿を見付けるなり食ってかかった。

「やい、てめえらだな!?　うちの王子を鉄火場なんかに引きずり出して、あろうことかこんな馬ば鹿かげた真ま似ねさせようってのは!?」

「待て、話を聞きたいのはこちらの方だ！」

「ふざけんじゃねえ、しらばっくれやがってこの……！」

「隊長」

　マヒロは、既すでにヘルメットを被かぶっていた。

　顎あご紐ひもをきつく締しめ、面頰を上げる。

「ルナス様には一いつ切さいの非はない。侮ぶ辱じよくすることは僕が許さない」

「しかし王子、だったら誰だれがこんな……！」

「言いだしたのは僕だ」

　軽量化のため、サイドスタンドも何もない。だからレーシングスタンドから下ろし、押し始める。ガラガラ、バラバラと、下手な魔ま物ものよりよほど耳みみ障ざわりな唸うなりを抱えた二本足の怪かい物ぶつを、陣じんの出口へ向けて押し歩いていく。

「おい、待てマヒロ！　どこへ行く！」

「何度も申し上げているはずです。リシャール王子のところへと」

　押して、押して……そのまま陣を出ようかという舗装のギリギリのところで、方向を変えて跨またがった。

　舗装は続いている。

　跳ね上がるように、不自然に上方へと傾けい斜しやを作られた崖がけの縁まで。

　一直線に。

「ま……まさかっ……、マヒロ……!?」

　ようよう、思い至ったのだろう。ルナス以下、沙さ耶や香かやキャスティも、工兵も、騎士団も……皆みなが息を吞のんだ。あまりに常じよう軌きを逸いつしていて、そんな発想など誰の頭の隅すみにもなかったのだ。

「並へい行こうして穴を掘らせたのは、パルチザンにこの舗ほ装そうを荒あらされたくなかったからです。邪じや魔まをするなら、穴の方を邪魔しに来るはずですから」

　当たり前だ。

　誰が思い付く。

　こんな馬鹿げたことのために陣を整備させたなど、誰が。

「それと……あとはまあ、なんですか。こんなこと、真っ正直に話したら止め」

「馬鹿ッ!!　当たり前だ馬鹿ッ!!　正気か馬鹿ッ!!　死んだらどうするつもりだ!?　死ぬぞっ!!」

「しかしミスマルカで命を受けたときに、あなたは仰おつしやったではありませんか。悪戯いたずらに兵を殺あやめなければ、僕が死ぬのは勝手だと」

「うるさい馬鹿ッ!!　黙だまれ!!」

「シャルロッテ様から、何か連れん絡らくはありませんでしたか」

「知らん!!　知るか馬鹿!!」

「では軍令本部長の承しよう認にん付きということです」

「こんなことが本当にうまく行くと思っているのか!?　ここから城までどれだけの距きよ離りが、高さがあると思っている!?」

　ルナスが指差した先。

　この位置からでは、青空しか見えない。

「上空から確認しました。うまく行けば、庭の池の中に落下します」

「うまく行かなかったら！」

「噴ふん水すいに激げき突とつするか、地面に激突するか……」

　助走に失敗すれば、そもそも城の裏手に激突するか。

「……まあ、ともかく」

「ともかくではない!!」

「他ほかに命の懸かけ方がわからないのです」

　マヒロは笑いながら、そんなことを言った。

　いよいよ激げき昂こうしたようにルナスが叫さけんだ。

「ならばお前がリシャールに言ったことをそのまま返してやる！　自分一人、英えい雄ゆう気取りで飛び込んで何がおかしい！　どうして笑っていられる！　そこの車馬隊の連中の顔が見えんのか!?　ミスマルカで貴様を心配している者はいないのか!?」

「さあ。そんなことは、気にしたい者が気にすればいいのでは？」

　マヒロは嗤わらっていた。

　ルナスは握にぎり締めた拳こぶしを振ふり上げ……。

　振り上げたまま。

　何かを投げ捨てるように、虚こ空くうに振り下ろした。

「もういいっ!!　知らん!!　勝手にしろっ!!　姉上も貴様も知らんっ!!　行くなら勝手に行けっ!!」

　それを受け、マヒロはやっと微笑ほほえんだ。

　面頰に手をかける。

「ありがとうございます。一時間して戻もどらなければ、捕とらえられたか、馬ば鹿かが死んだものとしてお考えください」

「っ……」

　ルナスが何やらを言おうとしたのが見えたが、マヒロはそのまま面を引き下ろした。

　視界は極きよく端たんに狭せまく、目の前に見えるのは、わずか数百メートルの雑な舗装のみ。

　一度深呼吸をして、これで最後になるだろうと、自身の胸の高鳴りと、自身の息吹いぶきを聞く。

　手首を捻ねじり、エンジンを煽あおる。

　何度も煽る。何度も何度も煽る。

　四発のシリンダーが呼応し、吼ほえ、水温は見る間に危険域にまで到とう達たつする。

（…………）

　そして思う。

　よくよく考えれば、一度だって命を懸けたことはなかったと。格好を付け、演じ、そうしたフリで、他の者を欺あざむいて来ただけだったと。

　連合盟主の息子むすこ。

　聖せい魔ま杯はいの鍵かぎを握るミスマルカ王朝の直系。

　どこで、どう扱あつかわれたところで、死ぬことはないと。

　だからどこかでうまく行くと。

　負けるはずがないと、高を括くくっていた。

　甘えていた。

　あの夜まで。




　大勢死んだ。

　連合軍兵士が死に。

　ミスマルカの騎士が死に。

　父が死に。

　その首を抱いた。




　皆みな命を懸け。

　自分だけ、何もせぬまま生き残ってしまった。

　この一年間。ずっとそのことだけを考えてきた。




　彼の言う通りだ。

　所しよ詮せん命を懸けぬ、腰こし抜ぬけの言葉。

　命を懸けた者は、皆死んだ。

　命を懸けるとは、死ぬことだ。




「リシャール王子が中庭に現れましたっ!!」

「っ……!!」

　中ちゆう途とに開けたままクラッチをリリース。

　レブリミットはない。回るだけ回したままホイールスピンに任せ、蛇だ行こうさせながら最初の速度を乗せる。暴れる車体を膝ひざの力ちから尽ずくで押さえ付けながら、タイヤが嚙かんだ瞬しゆん間かんに二速。今度はトルクだけで浮うき上がろうとするフロントを、上半身でねじ伏ふせる。

　三速。パワーバンド内。未いまだ加速力に衰おとろえるところがない。瞬またたく間に回転は噴ふけ上がる。

　四速。踏ふみ切きりはもう目の前。

　歯を食いしばり、気力だけで、アクセルを底に当てた。




　命を懸かけたくなければ。




　死にたくなければ。




（一生、地面に這はいつくばっていろッ……!!）




　前輪が跳はね上がり、後輪が坂を蹴ける。

　ペルーナの街並みが見える。

　帝てい国こく軍ぐんの陣じん地ちが見える。

　地平線が見える。

　今まで、そんなことを考えたこともなかった。

　地面という束そく縛ばく。

　生きるという束縛すら失い。

　初めて、世界が美しいものだと感じた。

　　　　[image: ]

　最初は物見の報告だったが、その奇き妙みような音はすぐに城内にまで聞こえてきた。

　まだ陣地の穴がどこかの隧すい道どうに繫つながったという報告もなく、リシャールは城内を空けて勇者たちと表に出る。

　それで崖がけの上の陣地が見えるわけでもないのだが……。

「ったく、なんだよ!?　さっきからギャンギャンギャンギャンうるっせえな……こっちゃまだ昨夜の酒が残っ」

　顔を上げたリシャールの目に、崖の縁ふちから何かが飛び立つのが映った。

　鳥ではない。

　投石や何かでもない。

　ただ、城を越こえ。

　真っ直すぐに。

　真っ直ぐに落ちてきて。




　バシャンッ!!




　機械の塊かたまりのようなものが、リシャールのすぐ横を、髪かみをなびかせるほどの横を過ぎ、すぐ後ろの　池に落ち、跳ねた。

　跳ねた瞬間、その一塊から人の形をしたようなものが剝はがれ、投げ出された。そして水面みなもを切る石のように跳ね、転がり、向こうの池の縁にぶつかってまた跳ねて……転がり、滑すべり、結局……城門のすぐ近くまで転がって。

　それきり、動かなくなった。

　もう片方の機械の方は、形も留とどめぬほどにひしゃげ、壊こわれ、砕くだけ、方々に散らかっていた。

　しばらくの間。

　誰だれも、何も言えなかった。

　シールドの展開は疎おろか、機き銃じゆうで狙ねらいを付ける暇ひまもなく。

　落ちてきて。

「……」

　リシャールは息を吞のみ、驚おどろきに見張ったままの目で、城門近くに倒たおれる人ひと影かげの方へ歩み寄った。

　人形や何かではない。

　人だ。

　まさかと思った。

　そんなこと、ありえるはずがない。

　だが……他に。

　誰が。

　こんなことをする必要がある……？

「っ……」

　俯うつぶせのまま倒れていた人影が、動いた。

　最初は指。

　次に、手。

　膝ひざが動き。

「ごほっ」

　身を起こすと、小さくむせながら、片手で顎あご紐ひもをほどき始めた。もう片方の腕うでは、肩かたからでも外れているのだろう。だらりとぶら下がったままだった。

　それが、ヘルメットを脱ぬぎ捨てる。がらん、と重い音を立て、へこんだヘルメットが石いし畳だたみの上を転がる。

　下から現れたのは、マヒロの顔だった。

　血だらけの口の周りを一度拭ぬぐう。肋あばらでもやったのか、それでもまたむせて、咳せき込んで、口の周りを血で汚よごす。
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　脚あしも折れたのか、片脚だけでようよう立ち上がり、……だらりとぶら下がった片腕を押さえながら。片脚は引きずったまま。ゆっくりと。ゆっくりと。

　リシャールの元へ、歩くという表現もおぼつかぬような足取りで。

　目の前まで、辿たどり着く。

「……」

　言葉が出ない。言葉が出ぬまま、ただ呆ぼう然ぜんとしていると……。

　マヒロが言った。

「……僕、は……、生きて……いるぞ……」

　嗤わらいながら、マヒロが言った。

「ははっ……辿り、ついた……ぞっ………」

「っ……」

　嗤っていた。口の端はし、痛みに引きつらせるように持ち上げていた。

「……君は……、どうする……？」

　その頃ころには、兵も集まってきていた。

　それでもまだ、誰も何も言えずにいた。

　降ってきたのだ。あの崖の上から。あの大きな大きな城を飛び越し。攻こう撃げきでも何でもなく。ただ降ってきて、そして……どうすると尋たずねるのだ。

「へっ……」

　リシャールは嗤った。

「へっ、ははっ！　はっ!!　はははははははははははっ!!」

　盛せい大だいに、城内は疎おろか城下にまで響ひびくような大声で嗤った。

「はっははははははは!!　ひゃははははははははははははははははっ!!」

　嗤って。嗤って……。

「はははははっ!?　どうする!?　どうするってか!?　なあおい!?　おい、お前ら聞いたかよ!?　あんな崖がけの上から落っこちてきてよぉ!?　そんな満まん身しん創そう痍いで、これだけの兵隊に囲まれて、それで、てめえはどうするってか!?　ひゃはははははははははっ!!」

　それでも嗤っているのは、リシャールだけだった。他ほかはただ、ただ、啞あ然ぜんとするだけだった。畏い怖ふにも似た表情で、呆然としているだけだった。

　皆みな知っていた。皆聞かされていたのだ。話し合いのためどこかから忍しのび込んでくるようなら、自分の元へ通してやれと、そう伝えられていたのだ。

　そして現れた。

　白昼堂々。目の前に。武器の一いつ切さいも持たず。

　たった、一人で。

　言葉だけを従えて。

　ただ一撃、降こう伏ふくを認めさせるためだけに。

「ははっ、ははははっ!!　こいつは傑けつ作さくだぜ、なあおい！　馬っ鹿じゃねえの!?　馬鹿だぜてめえ!!　大馬鹿野や郎ろうがよぉ!!　ははっ!!　ああ畜ちく生しよう、馬鹿野郎!!　くそったれがよぉ!!」

　嗤いながら、大おお仰ぎように、身み振ぶり、手振りし、リシャールはわめき散らし。

　そして……腰こしの剣けんに手をかけた。

「あっは!!　はははははははっ!!　そんな大馬鹿野郎に負けたクソ馬鹿野郎は、俺の方かぁッ!!」

　嗤いながら、リシャールは手にした剣、鞘さやごとベルトから引き抜ぬいた。




「俺の負けだあッ!!」




　その場で両膝を突つくと同時、マヒロの足元めがけて鞘に入ったままの剣、叩たたき付けた。

　周囲の全すべてが今また目を見張り、息を吞のみ、声を失った。己おのが主君の行いに。緩かん衝しよう地帯開戦の日より、今の今まで決して肌はだ身み離はなさなかった愛剣。異名の元となった、獅子心剣ライオンハートを……手放したのだ。

「はっ……！　ははっ、畜生が……はあっ……、悔くやしいなあ……」

　生きたまま。

　どうあれ、生きたまま辿り着いたのだ。

　一人で。本当にたった一人で。本当の意味で命を懸かけて。

　そう約束した。

　そして、命を懸けて約束を果たしたのだ。

　あんな出任せのような口約束を信じ、それに命を懸けてくれたのだ。

　応こたえぬわけにはいかない。

　民間人のただ一人を尋じん問もんすることもなく、一兵たりとも犠ぎ牲せいにすることを許さず……話し合いのために、まず己おのれの命を懸けてくれたのだ。

　ひと息つき。

「……俺の負けだ。俺のことはどうなっても構わねえ。だがどうか、下の者たちだけは助けてやってくれ。兵隊もパルチザンも、俺が悪わる足あ搔がきに付き合わせただけだ。全ての責任はこの俺にある。頼たのむ」

　両手を突き。

　リシャールはマヒロに頭を下げた。

「この通りだっ……どうか、ペルグルンの民たみを助けてやって欲しいっ……！」

　マヒロは咳せき込みながら、まるで力ちから尽つきるかのようにその場に膝ひざを折った。

「……ありがとうございます……、必ずや……、万ばん民みんの無事と、平へい穏おんを……お約束、致いたします……」

「……かたじけない」

　短く告げ、深く一息し、リシャールは面おもてを上げた。

「お前ら、剣を捨てろ。ペルグルンは帝てい国こくの降伏勧かん告こくを受け入れる。今日を限りに戦いくさは終わりだ」

　皆、戸と惑まどっていた。

　こうも。

　こうも簡単に終わってしまうものかと。

　いつ終わるとも知れなかった、あの長い長い戦いが、その決着がこんなにも簡単に訪おとずれてしまうものかと。

「馬鹿なっ!!」

　将軍の一人が声を荒あららげた。

「馬鹿な!!　馬鹿な!!　馬鹿なっ!!　殿でん下か!!　何をおっしゃるのです!!　そんな馬鹿げたことが!!　何のために家臣一同、今日の今日まで戦ってきたというのですか!?　陛下を始め、ご兄弟お三方ともまだご無事なのですぞ!!　共和国の戦車団が来れば、まだ……!!」

「左様でございます、リシャール様」

　カトレアだった。

「先ほど議会より返答がございました。マヒロ王子の身み柄がらをこちらに預けていただければさらに一個戦車師団、加えて二個歩兵師団の支し援えんを」

「うるせえ。黙だまれ」

「殿下!!」

　将軍が進み出る。

「私の息子むすこは、緩衝地帯で新型魔ま法ほうなどというわけのわからぬ物に殺されたのです！　ここにいる兵士たちの中にも、親兄弟を失った者が大勢いるのです!!　それを認めよとおっしゃるのですか!?　奪うばった者たちに服従し、頭こうべを垂れろとおっしゃるのですか!?　到とう底てい、今さら到底認められませぬ!!」

「だったらどうする、エドガー」

　リシャールの声に、将軍の手が、腰の剣にかかる。そして震ふるえる手で、ゆっくり、静かに引き抜き……未いまだ膝をついたままのリシャールの首へ向けた。

「……皆みなの者。リシャール殿下はご乱心召めされた」

「へっ、一年前に言ってくれりゃあ良かったのによ。そうでもなきゃあ、負け戦なんてやってられるかよ」

「国王陛下への謀む反ほんである!!　皆剣を抜け!!　我らはこのような茶番のために命を懸けてきたわけではないッ!!」

　兵士たちは惑まどうた。

　国王は亡命した、ただ一人。王位継けい承しよう権けんも、同じく亡命したリシャールの兄たちに優先される。だが……今ここにいる王族はリシャールであり、己たちの指揮官は剣を抜けというこの将軍。

「認めろエドガー」

「何を認めろとっ!?」

「運がなかったんだ」

　リシャールが目にも止まらぬ速さ、地面の鞘さやから剣を引き抜き、将軍の剣を弾はじき飛ばした。

　将軍は痛めたその手を押さえながら、歯は軋ぎしりする。

「運っ……!?　運ですと!?　そのようなもののために息子は!!」

「運しかねえだろうがッ!!」

　リシャールは叫さけんだ。

「今の時代に生まれて!!　このペルグルンに生まれて!!　連合なんてもんができて!!　敵は帝国で!!　どう足あ搔がいても勝ち目はねえ!!　最悪なことには今この国に残ってるのは、親おや父じでも兄貴たちでもねえ、この俺だ!!　戦をやめるかどうか決めるのは、この俺だろうがッ!!　どれか一つでもてめえの力でどうにかなったもんがあるんだったら言ってみろッ!!」

「っ……、ぅ………！」

　将軍は握にぎり締しめた両拳こぶしを震わせながら、無言で涙なみだを流した。深い悲ひ哀あいの色を両目に滲にじませながら、その場に膝をつく。

　あとはただ、嗚お咽えつが聞こえてくるだけだった。

　そしてリシャールは残る兵士たちを振ふり返り、マヒロを指差し言った。

「こいつは……、こいつがミスマルカの馬ば鹿か息子だ。マヒロ王子だ。知っての通り、こいつはラズルカ王と一いつ緒しよに、帝国の南中原一帯を預かっている奴やつだ。あまり悪い噂うわさは聞かねえ。お前らの家族にも、軍には一いつ切さい手出しさせねえと約束してくれた。戦で街を焼き尽つくしたり、俺たちを皆殺しにする前に……話し合いを選んだ奴だ」

　一人一人の兵の目を見ながら、リシャールは言った。

「もし、一人で俺の元まで辿たどり着いたなら……降こう伏ふくすると、俺は約束した。そこまでの根こん性じようがある奴なら、そこまで本気で争いごとを嫌きらってくれる奴なら、この最後の城を明け渡わたし、ペルグルンの民たみを任せてもいいと思ったからだ。だが、見ての通りだ。正面から来ればいいものを、馬鹿が真に受けて本当に一人で現れやがった。だから俺の負けだ。だから終わりにする」

　兵士たちは、無言でリシャールの言葉に耳を傾かたむけるだけだった。

「文句がある奴ぁかかってこい。でなきゃあ剣を捨てろ。そして他ほかの連中にも、戦は終わったと……教えてきてやってくれ」

　そうして皆、その場に剣を捨て始めた。

　ある者は物見塔とうの監かん視しの元へ。ある者は塹ざん壕ごうへ。またある者は、街の住人たちへ。戦の終わりを伝えに走った。

「それではリシャール様。マヒロ王子の身み柄がらをお渡し頂けますか？」

「……しつけえな。戦いくさはもうやんねえんだよ」

「はい。終戦おめでとうございます」

　笑え顔がおのまま、カトレアが指を鳴らす。

　ＣＩＣのメンバー数人、影かげのように現れる。手に手に、刃やいばと銃じゆう。

「ですが、それとマヒロ王子確保の任務とは話が別でございますので。……しくじるなよ、白しろ鴉がらす」

　一いつ瞬しゆん集まった霧きりの中から、白の上下と梵ぼん字じの覆ふく面めん。さらに頭ず巾きん。身の丈たけ以上の棍こんを手にした一等妙みような姿の男が現れ出る。

「くっく、またさらえと言うのか。よほどこの王子とは縁えんがあるらしいな」

「へっ。共和国の軍の頭は女め狐ぎつねなんて話もあるが、共和国の女はみんなそんなかよ」

「さて、どうでございましょうね？　リーゼル王子、勇者シーナも、どちらに与くみするべきかは明らかでございますわよね」

　だが二人の表情は、複雑そのものだった。

「マヒロ……」

「マヒロ王子……、あなたは本当に……」

　名を呼ぶリーゼルとシーナへ……喋しやべろうとして、一度咳せき込み。マヒロは言った。

「パリエル……、には言ったんだけど……。僕はきっと、君たちの……ごほっ。敵だ……」

「王子……」

　リーゼルやシーナと一緒に、パリエルもまた複雑な胸中を表に呟つぶやくが、ピストル片手のカトレアが辟へき易えきとしたように進み出る。

「勇者様方は、自由と独立と平和のために。パリスティエル姫ひめは、祖国奪だつ還かんとその再建のために。何を迷う必要がございますか？」

　ペルグルンの兵は皆みな、武器を捨てて散ってしまった。それを見計らったかのように、ＣＩＣはクロウコードとフラワーコード、用意しておいた両選せん抜ばつを呼び出した。

「ふざけんなバーカ。パリエルは俺が雇やとってんだ。なんだか知らねえが、足止めぐらいできんだろ。頼たのむぞ」

「え……？　えっ？　私？」

「高たけえとは言わねえが、安くねえ金払はらってんだ。給料分働けよ」

「うん……、まあ、いいけど……」

　パリエルが慣れた所作で剣を抜く。タイミングを計ったかのように同時に、レイナーが漆しつ黒こくの長ちよう剣けんを振りかざす。ただそれだけで、管理局選抜の大半を怯ひるませるほどの威い圧あつ感かんで対たい峙じする。

「で……リシャール王子はどうするの？」

「とりあえず、この馬鹿が死ぬ前に向こうの陣じん地ちまで連れてかなきゃよ……こいつには、この後のペルグルンを任せなきゃならねえ。共和国には、くれてやれねえよ」

　外れていない方の肩かたに肩を入れ、リシャールは激痛に息を吞のむマヒロをその場に立ち上がらせた。

「ってことで、あとは頼んだぜ。その仕事が終わったら、あとはどこへなり好きにしてくれ。リーゼルとシーナも、悪わりぃな、付き合ってもらってよ。今まで楽しかったぜ。あばよ」

　リシャールは屈くつ託たくなく笑うと担かついだマヒロを連れ、何ら背中を警けい戒かいすることなく立ち去っていく。

「……クビだ。またクビだ……」

「姫、気を抜ぬくな。その白い男はできる」

「ほう。噂の銀ぎん髪ぱつ鬼き殿どのの眼鏡に適かなうとは、光栄よな」

　猟りよう剣けんの殺気を受け、白しろ鴉がらすが構えを直すために棍を振る。ただ一回転。されど目には、月輪のような残像が残るほどの超ちよう高速。

「じゃあそれはレイナーに任せた。あと全部私が引き受ける」

「ちょっと、パリエル……!?」

　言いながら、シーナもパーフェクトローズの鍔つばを浮うかせている。

「あなたいいの!?　それで！」

「だったらシーナたちは、どうしてすぐに王子を捕つかまえようとしないのよ？　ほら、今からでも追えば間に合うのに」

「どう、してって……それは……」

　その肩を、リーゼルが捕まえた。

「やめよう、シーナ……勇者の力は、弱い者を救うためにあるんだ。誰だれかをさらったりするためじゃない」

「お言葉ですがリーゼル王子、今マヒロ王子を確保することが、その弱い国々を救うきっかけに……！」

　カトレアが言い切る前に、リーゼルは背中の攻こう剣けんを抜き放った。

「その言葉……あなたたちはマヒロほどの命を懸かけて言えるのか？」

「く……」

　普ふ段だんはどれだけ穏おだやかであれ。

　いや、それだけに。

　意志を固めたときのリーゼルの双そう眸ぼうは、何より鋭するどく相対した者の心を射い抜ぬく。

「ったく……、どいつもこいつもっ……」

　舌打ち一つ。カトレアはピストルをホルスターへ押し込んだ。

　管理局選抜。腕うで利ききは腕利き、並が相手であればまず負けないが……さすがに今のこの面子メンツはない。このレベルの中でまともにやり合えるのは、白鴉くらいのものだった。帝てい国こくの攻こう撃げきをしのぎきった四人が相手では、足止めどころか遊ばれて終わるだけだ。

　白鴉が言う。

「どうしたカトレア。やるならやるぞ」

「ああ、もうやらんでいい。大体お前も、前に列車の中でそこの姫にやられているだろうが」

「くっく。それもそうよな？　くっくっく……」

「はい、撤てつ収しゆう!!」

　カトレアが自や棄けのように号令して踵きびすを返すと、白鴉は霧きりとなって雲うん散さん霧む消しよう。他の局員らも得物を収めてカトレアの後を追っていった。

「あ……、仕事……。一ひと太た刀ちくらい……」

「あなたも、もういいから……」

　呆あきれるシーナに言われて、パリエルは周囲を見み渡わたす。その頃ころには、リーゼルもレイナーも剣を収めているのを見て……パリエルもまた、肩を落としながら長剣を鞘さやへ収めた。

　そして、マヒロとリシャールの出て行った門の方を振ふり返った。

「敵……かぁ」

　同じ方を見ながら、シーナが呟く。

「話し合い。言葉……。味方だったときの王子は、あんなに儚はかなげで頼たよりなかったのに……」

「ああ。あのマヒロが……敵に回すと、こんなにも厄やつ介かいなものだったなんてな」

　リーゼルは続けて言った。

「確かに言葉で向かわれたら、ただ強いだけじゃどうにもできない。俺もレイナーも、マヒロに対しては剣を抜く理由すらなかった。言葉こそ人の世の真理と知れ……か」

　ふと、パリエルは思い出す。

「あ……それって、確か……」

「紋もん章しよう集めの勇者選せん抜ばつのときの、マヒロの書き置きさ。俺もこれからは剣術だけじゃなく、言葉も……と言いたいところだが」

「どうかしたんですか？」

　パリエルが聞くと、彼は小さく笑った。

「……ジェスには、喋しやべってる分だけ剣が錆さび付くと言われた。レイナーには、剣でしか語れないこともあると諭さとされた。結局俺に足りないのは……マヒロのような、唯ゆい一いつそれが正義と信じる心。迷いのない、正義の心なのかも知れないな」
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　急ぎ正面陣地に戻もどったルナスは、待機する全すべての兵に攻撃準備を命じた。

「全隊、突とつ撃げき準備完かん了りようしました!!」

「よしっ!!」

　もう総動員だ。

　陣じんはもぬけの殻からでいい。

　たかが文官、たかが馬ば鹿かが己おのれの命を懸けたのだ。

　馬鹿はどっちだ。甘えていたのはどっちだ。

　元より戦うことこそ使命の軍人が、兵が可愛かわいい、余計な犠ぎ牲せいだなどと言っている場合ではない。これでマヒロが共和国にでもさらわれたとなれば、どの面つら下げて帝都へ帰れば良いというのか。

「マヒロ王子は我らに余計な負担を強しいまいと、単身ペルーナへ乗り込んだ!!　これに応こたえられねば、我ら軍とはただ恥はじさらしに他ほかならん!!　マヒロ王子の身み柄がらの確保を最優先とする!!　ペルーナ制圧は二の次で構わん!!　塹ざん壕ごうだろうと防ぼう護ご壁へきだろうと足を止めるな!!　全隊……!!」

「ルナス様!!　あれを……!!」

　まさに号令一下というそのとき、隣となりに騎き乗じようしていたアークセラがペルーナの方角を指差した。

　一年もの間、長く長く開くことのなかった正面の大おお扉とびら、ゆっくりとゆっくりと開いていくのが見える。

　その中心に、小さな小さな人ひと影かげが微かすかに見えた。

　そして……。

「あ……」

　沙さ耶や香かが小さく声を上げた。

　白旗が揚あがったのだ。

　丘きゆう陵りようの塹壕陣じん地ちの、下から上まで。

　防護門の監かん視し塔とうの、右から左まで。

　ペルーナ城の、尖せん塔とう全てに。

　目を疑うような光景だった。

　丸一年。

「な……、まさ……か……」

　誰だれともなく、誰かが呟つぶやいた。

　まさか。本当に。

　ただ一城をもって難なん攻こう不ふ落らくであったペルグルンという国の、その最後の砦とりでが……ミスマルカより招しよう聘へいされた、ただ一人の少年の手によって陥かん落らくしたのだ。

　歓かん声せいは、まず兵士たちの間より湧わき上がった。それより上の、ペルーナがいかに堅けん固ごかに頭を悩なやませ続けた隊長格、指揮官クラスは、未いまだ何が起きたか理解できぬかのように、呆ぼう然ぜんと。

「……全隊、待機!!　私が行って確かく認にんしてくる!!」

「お、お待ちくださいルナス様、お一人では危険です!!」
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　街の外に出る。

「……なんだありゃ。全部整列しやがって、突つっ込んでくる気満々じゃねえか」

「痛い……」

「おい、大だい丈じよう夫ぶなんだろうな。ちゃんと白旗揚げてんだぜ」

「……痛い……」

　塹壕に渡わたされた橋の上、リシャールは肩かたに担かついだマヒロを引きずっていく。

「いた……い……」

「うるせえ馬鹿。てめえさっきからそればっかだな」

「こんなに、痛いなら……死ねば……良かった……ごほっ。手足の、五、六本……もってかれると、思ったんだけどな……」

「何が手足だ、減らず口の付いたその頭が吹ふっ飛べば良かったんだ」

「それは、困……ごほっ……」

「とにかく、こっちはもう降参しちまったんだ。痛いてえぐれえで喚わめいてねえで、勝った落とし前付けやがれクソ野や郎ろうが」

　イライラして、マヒロの無事な方の脚あしが出るより早く引きずっていく。

「……どう、して……」

「あ？」

「……どうして、君は……家族と一いつ緒しよに、亡命……しなかった……」

「あー……ああ……。まあなぁ……」

　リシャールは嘆たん息そくする。

　一年前の思い出したくもない光景を思い出したからだ。思い起こしながら、話し始めた。

「……緩かん衝しよう地帯のことを聞いて、ペルーナに兵を集めさせたのは親おや父じだ。ところが会合に出ていた親父は、帰ってもこねえでそのまま共和国の方へ行っちまった。ま、出来のいい倅せがれが三人もいりゃあ、なんとかなると思ったんだろうがよ……出来がいいだけあって、兄貴たちも利口でよ。重臣たちに持てるもん持てるだけ持たせて、その日のうちに出て行っちまった。残ったのは出来の悪わりぃ俺だけだ」

　リシャールは自じ嘲ちようする。

「そうなりゃ結局、誰もいねえも同じだ。俺も一緒に来いって言われたし、エドガー……さっきの将軍もな。あとは自分が引き受けるから、逃にげてくれってよ。けど……それもなんか、違ちがうじゃねえか」

「……そう、か……」

「人を引っ張るのが、王ってもんじゃねえかよ。逃げるんなら、民たみ草くさ全部引っ張って逃げりゃいいだけのことじゃねえか。それがだめなら、一緒に死ねばいいじゃねえか。そう思ってな。俺も馬ば鹿かだからよ。粋いきがってライオンハートなんて名乗ってみたが……へっ、こうして負けりゃあただのタコだぜ」

「リチャードⅠ世……か……」

「ああ。だが俺も運がなかったってことだ。俺の生まれたこの時代にあったのは、アイユーブ朝じゃなくてマジスティア朝、グランマーセナル帝国だ。せめててめえみてえな馬鹿がいなきゃあな。てめえがサラディンだったら、もうちっと格好良く死ねたのによ。クソが、出しゃばりやがって」

　口は悪いが、リシャールの表情に険はなかった。

　一年という長きに亘わたって背負い続けた重荷。国家の存亡。王家の存続。兵の命。民の安あん寧ねい。そうした重い重い全すべてから、今日、ようやく解放されたのだ。リシャールの心は、この青空よりも広く、晴れ渡るようだった。

　たとえこの後に処断されようとも、民の平へい穏おんが約束されるのなら、思い残すこともほとんどない。

「ははっ……ごほっ。サラディ、ンは……、さすがに、無理だ……」

　マヒロが、口を開くのもやっとの様子で薄うすく笑った。

「ああ、もういい、喋しやべんな馬鹿。げほげほうっせえ」

　てくてく、丘きゆう陵りようを下りて塹ざん壕ごう陣じん地ちを抜ぬける。その頃ころには、向こうの帝国軍陣地からもルナスが数騎きの騎馬と、救護用の馬車とを引き連れ現れるところだった。

　二人の目の前まで来て、ルナスが馬から飛び降りる。

「……無事、なのか？」

「無事なのは命だけだ。とにかくあちこちいってやがる。早く診みてやってくれ」

「先生、頼たのむ」

「かしこまりました」

　マヒロが現れるまでの総指揮官、氷将のアークセラがマヒロの身体からだをリシャールから受け取り、救護隊の用意した担たん架かに横たえさせた。

「ああ、言っとくがその馬鹿、特に頭が重じゆう症しようだぜ。てめえらもよくあんな馬鹿な真ま似ね許したもんだな。馬鹿じゃねえか」

「なんだとこの馬鹿。我が軍が馬鹿なのではない。マヒロが個人的に馬鹿なだけだ」

「……ごほっ……、ひど……い」

「うるせえ馬鹿」

「怪け我が人にんは黙だまれ馬鹿」

　リシャールとルナスに同時に罵ば倒とうされると、担架に載のせられたマヒロはいよいよ口を閉とざした。担架はそのまま救護馬車に乗せられていく。

「……で、リシャール王子」

「ああ、見ての通りだ。白旗だ。ペルグルンはグランマーセナル帝国に降こう伏ふくする。兵も、パルチザンも、全ての命令は俺が下した」

「だが王位は亡命した国王にあり、継けい承しよう権けんも貴様の兄たちが握にぎっているのではないのか」

「うるせえ。その親父たちの命令に背そむいて戦ったのは俺だ。そして負けたのも俺だ。だから責任を取るのも、この俺だ。俺以外の誰だれにも罪はねえ」

　ルナスは小さく息をついた。

「……お前も呆あきれるほどの馬鹿だな」

「そうでもなきゃ、あの崖がけの上から降ってくるような馬鹿に負けるもんかよ」

　リシャールは生まれ育った故郷を振ふり返る。久しぶりに表丘陵の麓ふもとから見上げる、白昼のペルーナ城。

　子供の時分から大好きな城だった。

　荘そう厳ごんで美しい城だった。

　自分が王族だなんて言われてもよくわからなかったガキの頃、自分はいつか、この城を守る騎士になるのだと心に決めていた。

　それを最後に見られたことで、残る未練もなくなった。

「やるならやってくれ。バッサリとな。あの七星剣なら一発だろ」

「残念だが貴様の処しよ遇ぐうを決めるのは私ではなく、今作戦の指揮官であり、中原領統とう括かつ官かんでもあるマヒロ王子だ」

「へっ、そうかよ。何もかもアホ王子の言いなりとはな、畜ちく生しようが」

　結局馬鹿な自分は、国のため、民たみのためには何一つできなかった。だから自分は大好きだったこの城を……それを守るためだけに戦ったのだ。

　ならばこの先どんな誹そしりを受けようとも、それだけは誇ほこりにしようと、胸に誓ちかった。

　少しして、ルナスが感心したように言う。

「近くで見ると、良い城ではないか」

　リシャールは、いつもの調子でにやりと笑った。

「……だろ？　だからよ、茶を飲みに来いって言ったのさ」
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《……ああ……。姉上ですか……》

「あら……どうかしましたかルナス」

　ペルーナ陥かん落らくの報しらせを受けたシャルロッテは、伝信に出たルナスの覇は気きのない声に、瞬まばたきした。

《……その……疲つかれました……》

「あなたが弱音を吐はくなんて珍めずらしい」

《いくらなんでも、さすがに疲れました。もう……あれは。馬ば鹿かです。アホです。大虚うつけです。サヤカの言う通りミズクラゲです。そういう何かです》

「でも、そうしてどれだけ文句を並べたところで……間ま抜ぬけではないでしょう？」

《死ねば間抜けどころの話ではありませんでしたっ!!　姉上はあのことを知っていたのですかっ!?》

　きぃん、となった耳から受話器を遠ざけながら、シャルロッテは小声で言った。

「……まあ、なんとなくは」

《姉上～……》

　いよいよ精せい根こん尽つき果てたように、恨うらみがましいような、盛せい大だいな溜ため息いきが聞こえてくる。

「だって、教えたらやめさせたでしょう」

《当たり前です》

「ね♪」

《ね♪　ではありません！　本当に、死んでいたらどうするつもりだったのですか!?》

　受話器を離はなし気味にしながら、シャルロッテは言った。

「……本人が死にたがってたのなら、無む闇やみに生かしておいても意味がないでしょう。それはそれで、いつか自分の部屋で首を括くくっても同じこと。だったら少しでも何かの可能性のために命を懸かける方が、素す敵てきでしょう」

《知りません》

　ルナスもよほど堪こたえたのか、強ごう情じようであった。

「でもこれで、マヒロ王子も少しは以前のようにまともになったんじゃないかしら」

《知りません》

「……ルナス」

《あれはまだ手術を終えて眠ねむっているところです。なのでどうなったか、知りません》

「え？　ええ……、ああ。なるほど」

　さすがに無傷ではなかったと。

「……容態は？」

《医者や治ち癒ゆ術師に事情を話したところ、自分の命を粗そ末まつにするような馬鹿の命は助けたくないと、匙さじを投げられるところでした》

　それはまた。なんとも。

　ごもっともというか。

「それでも独力で一国を陥落せしめたのですから、これで一層自じ慢まんの婿むこ殿どのになったでしょうに」

《……。》

「ルナス……？」

《………あ……いえ……。あんなのが婿というのは……さすがにどうかと、少し考えていたところです……。あんなのと一いつ緒しよに大陸各地を歩き回ったというパリスティエルや独どく眼がん龍りゆうらは、どういう神経をしていたのか……》

「あ……あら。そう」

　敵にしかわからぬ視点があるように。

　味方にしかわからぬ視点というものもあり。

　一つ言えるのは……。

　マヒロという少年は、ならば敵味方どちらにせよ、相当な面めん倒どうな状じよう況きようを作り出す存在……ということだ。

（まあ……）

　自分はどっちにせよ、楽しむだけだからいいのだけれど。

「マヒロ王子の目が覚めて、あなたがまともになったと感じたようなら、また連れん絡らくを。改めて辞令を送ります」

《はい……。疲れましたが……あらゆる意味でまともになっていることを願います……。ではこれで……》

　ゆっくりと通話の切れる音がした。

「うーん……」

　苦く笑しようする。

　自分が戦場を駆かけ巡めぐったわけでもあるまいに。そんなにも疲れ果てたルナスの様子は初めてで……それがまた、シャルロッテは面おも白しろかった。
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　どこかの街の酒場。

　テーブルの上の一つのジョッキを両手で押さえ、泡あわの浮うかぶ水面を見み詰つめながら……食い潰つぶしたようにパリエルは呟つぶやく。

「……仕事……」

「食い扶ぶ持ちは充じゆう分ぶん残っている」

　向かいのレイナーは、いつも通りの泰たい然ぜんとした無表情。

「でも……食べて放ほう浪ろうするだけって……、なんか……私が思っているのと違ちがう」

「仕事なら、そこの掲けい示じ板ばんにも貼はってある」

　通常、街で一番人の集まる、最も手軽な娯ご楽らく施し設せつ。それが酒場。

　街の住人から、冒ぼう険けん者しやまで。いかがわしいのから、勇者まで。

　そうした雑多な交流の場であるからこそ、誰だれかが引き受けてはくれまいかと仕事の依い頼らいが貼り出され、また何か良い仕事はないかと腕うでに覚えのある者はそれを覗のぞく。

　剣けん士し向けであれば、モンスター退治。店や畑の用心棒。ダンジョンへ向かう冒険者の護衛……等々。

「……めんどくさい」

「最初の頃ころは毎日こなしていたはずだ」

「でもね。リシャール王子のところみたいな大きな仕事味わっちゃうと……ね。ほら。もっと。ばーんと。大きく稼かせぎたいじゃない」

　パリエルはぎゅっとジョッキを呷あおり、勢い込んで、トンと置く。

「そういう、おいしい仕事！」

「……」

「が、いいなぁって……」

「……」

「あー……」

「……」

「……うん。まあ……、また、あちこち回ってみようかしら？」

「ああ」

　結局、リーゼルたちとはまた別れた。

　リーゼルは国へ戻もどると言い、シーナは北中原周域、共和国での勇者業に戻るという。

「東西南北、どっちがいいと思う？」

「姫ひめの好きに決めればいい。俺は従うだけだ」

　北は共和国。国自体は豊かだが、それだけに軍も強く、荒あら事ごとも少なく、王族ほど富める者はなお少ない。

　西は教団領。西域に面し、魔ま物ものと戦う機会は多いだろうが……仕事と呼べるほどの金銭収入を見込めるかと言えば、どうだろう。

　東はヴェロニカ。魔物は少ないが、活気はある。富める商人たちがおり、まあ……金目当てなら一番妥だ当とうなところか。

　南は……。

「姫」

「ん？」

「帝てい国こくは、あなたにとっての敵か」

「さあ……。どうなんだろうね……」

　自分もマヒロと同じこと。騙だまされていただけのこと。レイナーが言うには帰属した者たちこそあれ、彼の知る限り、どこかに人ひと質じちとなっているようなエルクレセルの民たみはいないという。もっとも彼自身、エルクレセルの生まれだから知らされていなかっただけかもわからない。

　そうした現在もどうあれ、幼かった頃に自分がマヒロを連れ出したのが引き金で。きっかけになったのはマヒロで。国を滅ほろぼしたのは魔物の波で。帝国は、支し援えんや保護といった名目でそれを手中に収めただけで。

　悪かったのは誰なのか。

　自分が悪い？

　そこまで悲劇のヒロインを気取るのも、もう飽あきた。実際に滅ぼしたのは魔物、実際に奪うばったのは帝国なのだ。だから……もう、誰かを恨うらむなんてものでもなく。

　それがわからないから、目的もなくこんな旅をしているのだけど。

「じゃあ……今度は、帝国にでも行ってみる？　レイナーだったら有名人だし、いろいろ融ゆう通ずうしてもらえることも、あるかも」

「姫の好きにすればいい」

「うん。そうよね」

　一つわかっているのは、今のこの暮らし。

　何かに怯おびえる必要もなく、何かを為なさねばならぬという気負いもない、傭よう兵へい稼か業ぎよう。

　気楽で、とても気に入っている。

「どこに行こうっかなー……♪」

　そんなことを考えながら首を左右に傾かしげ、足をブラブラさせていると。

　入り口のウェスタンドアが開いて、一人の少女剣士が入ってきた。

　貴族の娘むすめが着るような丈たけの長いドレスの上から、上半身にのみ鎧よろいを着込んだような……バトル・スカート・ユニフォームという、ときどき女冒ぼう険けん者しやたちの間で流行になる出いで立ちだった。これをスカート部分までのフルアーマーにすればルナスのようになるが……さておき。

　その娘、左手には大きな盾たて。腰こしには見み栄ばえのするサーベル。クセのないショートボブの銀ぎん髪ぱつで、若くしてかなりの修しゆ羅ら場ばを潜くぐった腕うで前まえだろうと窺うかがい知れる、トパーズ色の冷たい瞳ひとみで酒場の中を一いち瞥べつし……パリエルを見付けたところで、止まった。そのまま迷いなく歩み寄ってくる。

　レイナーが顔を上げるが、少女剣けん士しはそれも一瞥しただけ。パリエルの前に立ち、テーブルに手をつき、パリエルの顔を覗のぞき込むようにしてから……小声で言った。

「パリエル様、ですね？」

　様!?

「何……、突とつ然ぜん……」

「私は呉ご虎こ騎き士し団だんより密命を受け、あなた様を我が騎士団へお招きするために参りました」

　おおー。

「聞いた聞いた？　レイナー、スカウトよ、スカウト。しかも大手」

　呉虎騎士団。タイガーナイツ、あるいは単に呉虎ウーフーとも呼ばれ、虎とらの如ごとき勇ゆう猛もうな腕うで利ききばかりが揃そろうと評判の傭兵団だった。しかし強いばかりではなく騎士団の名の通り、入団するには厳しいテストと仲間たちへの絶対の忠誠心とを求められ、仕事に際しても高いモラルを持つとも聞いたことがある。

　名実揃ったそんなところからの誘さそいの声、そこまで名が売れたかと思えば、パリエルとしても悪い気はしない。

「んふふー、でもねぇ、私たちはお安くないよー？　なんちゃってー」

　そうして気取った流し目で、ジョッキを傾かたむけたぐらいにして。

「はい。あなた様のことを、我が騎士団の旗頭としてお迎むかえしたく思っております。パリスティエル姫」

　ごふっ、と飲み物を噴ふき出しかけた。

「な……何？　どういうこと？」

　レイナーと一いつ緒しよに行動するようになってから、どう言っても姫姫姫姫と言って譲ゆずらないので、最近はあまりこだわらなくなったが……さりとて何姫かまでを言いふらしているわけでもない。事情を知っているのはルナスのように帝国の中ちゆう枢すうの者、でなければマヒロやリーゼルのような、親しい者たちくらいのはず。

　少なくとも、こんな自分と同じ歳としのような娘に、確信を持って念を押されるような覚えはない。

「詳くわしい話は、できるだけ人目をはばかりたいのですが……」

　最初に彼女は密命を受けてきたと言った。次に人前では大っぴらにはできぬ話だという。そうしてパリスティエルの名が出たとなれば、今度はいよいよ、いい気がしなくなる。いや、いい予感と言うべきか。

「……あなたの名前は？」

「申し遅おくれました。私の名前はクーデリカ。そこのレイナーの妹です」

　冷静沈ちん着ちやく無感動男が、珍めずらしく飲み物を気管に詰つまらせ、むせ返っていた。
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　一週間が過ぎた。

　沙さ耶や香かはキャスティと一緒に、ミスマルカの酒保で酒を飲んでいた。

「馬ば鹿かだね、ありゃ」

「ああ、馬鹿だ」

　あれからというもの、暇ひまさえあればその話しか出てこない。あの日、あの陣じん地ちに居合わせた連中の大たい抵ていはそうだろう。

「飛んだよねー。お空ってホウキじゃなくても飛べるんだねー」

「びゅーん、って飛んだよね。びゅーん。……うふふ。すごいね」

　Ａ子とＢ子も一緒のテーブルで飲んでいた。

　キャスティがウィスキーを呷あおる。

「そりゃあ、昔はヒコーキだのヘリコだの、色々あったかも知れないけどさ。でなけりゃ今の時代、空はホウキで飛ぶもんだって」

「うーん……ということはだ。実は、やっぱりすごいのか？　あのミズクラゲ」

　飛ぶだけならただの馬鹿で済むのだが……どういう仕組みか、本当にペルーナが降こう伏ふくしてしまったのだ。

　これがわからない。

「ハセベしょー軍、ミズクラゲはですよー。海にいる生き物なんですよー」

「ふわー、って。泳ぐんだよね。ふわー。……うふふ。すごいね」

（うーん……）

　キャスティの相手も大たい概がい疲つかれるが……この二人が一緒に加わるとまた、相当疲れる気がする。酔よっぱらっていると、なおのこと。

「でも隊ちょー、飛ぶだけなら私たちが連れてってー……」

「ぴゅー、って。落っことしても良かったよね。そして……ぐちゃ、って。うふふ」

「アンタら馬鹿だねぇ。潰つぶれちまったらダメじゃないか」

　魔法戦隊の話を聞きながら、沙耶香もそれを少し考えた。

　しかし、すぐに駄だ目めだとわかった。

　そんなことは、ルナスが許すはずがなかった。ルナスがキャスティたちに許さんと命令すれば、それだけで破は綻たんする計画だ。直前まで自分たちが、マヒロを一人にすることはできないと危き惧ぐしていたように……ならばその裏を搔かくため、マヒロは全すべてを、自分自身で成し遂とげねばならなかったのだ。

　すごいと思う。すごいような気はする。

　だが……。

　沙耶香はお猪ちよ口こをきゅっと一口。

「……飛ぶのはいいとしてだ。落ちるのは、馬鹿だろう？」

「ああ、馬鹿だねありゃ」

「馬鹿ですよー、馬鹿」

「馬鹿だよね……。うふふ」

　ほら見ろ。

　空を飛ぶエキスパートが、口を揃そろえて馬鹿というのだ。なので沙耶香はとりあえず安心して、あのミズクラゲは馬鹿だということにした。




　　　　◆




　治ち癒ゆ魔法は急場の手当てには便利なものだが、その後の健康を考え、時間と状じよう況きようが許すような場合には、本人の回復力を主体に任せるのが一番であるとされている。

　魔法だけで治すのではなく、仕組みとしては怪け我が人にん本人の回復力をいくらか無理に引き出している側面もあるため、それなりの負担がかかるのだ。重傷であればなおのこと、弱っている身体からだからさらに体力を奪うばうことになるのだから、やはり応急以上の手当てとしてはよろしくない。

　他にも、例えば骨折などは、折れた骨を元通り整合してからでなければ偽ぎ関節などができてしまうこともあり、これは魔法でも旧文明から続く外科治ち療りようでも一いつ緒しよ。

　そんなこともあって、時間と状況が許されたマヒロは、当面の処置が終わるとミスマルカに送り返され、ベッドで横になっていた。

「痛……い……」

「左様でございますか」

　包帯で全身ぐるぐる巻きになったマヒロの横、椅い子すにかけたエーデルワイスがリンゴを剝むいている。

「魔法で……ぱぱっと治してくれたって……」

「痛みを以もつて此この度たびのことを充じゆう分ぶん反省するように、とのルナス殿でん下かからのご命令でございます」

「……せめて、鎮ちん痛つう剤ざいとか……解熱剤……」

「与あたえるなとのご命令でございます」

「……。」

　リンゴを剝き終わったエーデルワイスが、サクサクと、みずみずしい音を立ててリンゴを八つに切り分ける。

　そして自分で食べ始める。

「……あ……あの……、リンゴ……」

「流動食以外与えるな、とのご命令でございます」

「…………。」

　駄目だ。

　このメイドは駄目だ。

「いいかい、エーデルワイス……。人は、パンと水によってのみ生きるにあらず……怪我や病気も、包帯や薬だけで治るわけではないのです……愛情や、優やさしさ、思いやりといった……」

「それはようございましたね」

「………………。」

　前々からわかり切っていたことだが、このメイドはやっぱり駄目だと今また思った。

　と……リンゴを食べるだけだったエーデルワイスが、それをマヒロに与えるでもなく、皿をテーブルの上に置いてドアの方を向き立ち上がった。

　廊ろう下かを元気に闊かつ歩ぽする足音。それに続く二人分の控ひかえめな足音で、ルナスだとわかる。

　ノックの後、いつものメイド二人を連れた彼女が現れた。

「生きているか、ミイラ男」

「あの……死にそう、なのですが……」

「リンゴではないか。うまそうだな、一つもらおう」

「ルナ様、また摘つまみ食いなどはしたない真ま似ねを……」

「姫ひめ様、せめて手て摑づかみではなくフォークをお使いください」

　ルナスは後ろの二人に適当に手を振ふり相あい槌づちしながら、エーデルワイスを見た。

「どうだ、マヒロの怪我の具合は？」

「経過は良好でございます」

「噓うそだっ……、お聞きくださいルナス様、この女はルナス様の名を使い、薬も食事も与えるななどと噓うそ八はつ百ぴやく」

「いや、事実だ。私がそう命じた」

「……。」

　それからルナスは真しん摯しな顔で、マヒロの両目を見み詰つめながら言った。

「折れた肋あばらは、あと一センチずれていたら心臓に突つき刺ささっていたそうだ。生きていただけでもありがたく思え。もう二度とあんな無茶な真似はするな。昼も夜も痛みに眠ねむれず苦しむ間、自分がどれだけ馬鹿な真似をしたかをよく反省するのだな」

「反省したので薬をください」

　ごん、と全身の中では軽傷だった顔面を殴なぐる。

「痛……い……」

「ふん、男が怪我や殴られたくらいでピーピー喚わめくな。しかも全すべてお前の自じ業ごう自得ではないか。まったく……」

　言いながら、ルナスはリンゴの二切れめに手を伸のばす。

「しかし、なんだな」

　ルナスが部屋の中を見回した。

　見み舞まい品の山だ。

　エーデルワイスが剝いたリンゴも、もちろんそのうちの一つだ。

「随ずい分ぶんと人気者ではないか」

「ええ。おかげさまで、随分と方々から頂きました……。ラズルカ王に、爺じいやカイエンやカルロ卿きようなどは、直接見舞いにも来てくれましたし……帝国軍の将官からもらったものも、幾いくつか」

「そうか。……お前も普ふ通つうの顔をするようになったな」

　言われてマヒロは気付く。

「……そう、でしょうか……」

　何が変わったのかはわからない。

　ただ……この一年、自分を束そく縛ばくしていた何かに見切りが付いた気はする。

　リシャールの運という言葉も、もっともだと思った。自分は運良く助かっただけで……運が悪ければ、ただ死んでいた。

　かつての自分は、作られた人形という運命に抗あらがおうと躍やつ起きになっていた。

　父の野心の果ての、望まれぬ産物であったことを、認めたくはなかった。しかしそれさえ……二十年前の戦乱期。混こん沌とんとした小国家群の中にミスマルカがあり、その中に父がおり、その結果として自分というものが生まれたという、運でしかなかったのではないか。

　今は……どうなのだろう。

　結局、それを思い知らせる相手はいないが。父はいなくなったが……。

　あのとき、自分の意志でアクセルを開けたことは確かだった。自分の意志で飛んだことだけは事実だった。

　自分が、生きているということ。

　命を懸かけるということは、生きている自分の意志で行うということ。命を懸けるということは……死のその瞬しゆん間かんまで、生きるということ。

「……そう、ですね……」

　死ぬのではなく。

　命を懸けるということ。

　それだけは、はっきりとわかった気がする。

「体の具合はともかく、気分は良くなった気がします」

　マヒロが知らず微笑ほほえむと、ルナスもまた小さく笑って、ポケットから封ふう筒とうを取り出した。

「ならば問題あるまい。辞令だ」

「……なんです？」

　受け取って、マヒロは中の便びん箋せんを取り出す。

「ペルーナが陥かん落らくし、リシャール王子の協力的な態度のおかげで、ペルグルン一帯でも事態の沈ちん静せい化が進んでいる。今のところ共和国に目立った動きもない。よって、ひとまずの安定化が図はかられた南中原の直接の統治は今後ラズルカ王に任せ、中央との緊きん密みつな連れん携けいのために……」

　一度間を置き、彼女はマヒロを指差した。

「マヒロ。お前を帝てい都とへ招しよう聘へいせよとの、軍令本部長からのお達しだ」

「……なるほど」

　確かに、広げた文面、ざっと眺ながめればそのようなことが書いてある。

「表向きは中原領政務官、総領事だが……有り体ていに言えば中原領諸国に対する人ひと質じちになれ……という意味合いも含ふくむだろう」

「なるほど」

「とは言え、まだ一年だ。姉上も諸国の感情を配はい慮りよしてか、妙みような一文を添そえている」

　妙な一文とは、最後に記された条件だった。




『ただし本件に限っては、本人が望むに限るとする。


　シャルロッテ・アルセイン・マジスティア』　　






　マヒロは教団領での、月夜の晩を思い出し。

　知らず口の端はしを吊つり上げた。

「お前がいなくなることで、中原の民たみに不安や動どう揺ようが広がると判断するなら、拒きよ否ひしても構わないということだろう。どうする？」

「参りましょう」

　逡しゆん巡じゆんのない返答に、ルナスがまた、意外そうな顔をした。

「……いいのか？　今回のこれは、命令ではないのだぞ？」

「参りましょう。謹つつしんでお受け致いたします」

「う……む。まあ……お前がそう言うのなら……」

　たった一週間前までからは想像も付かない、覇は気きに満ちた声と視線にルナスは途と惑まどいを見せ、後ろのメイド二人は目を丸くするほどだった。

「で……、早く怪け我がを治して参りたいので魔法か薬を」

　ごん。

「何も今すぐにというわけではない。それにお前には、リシャールと約束したペルグルンの政策協議も残っているはずだぞ」

「それはそうですが……」

「だからまずは反省しながら怪我を治せ。それが終わる頃ころには、私の方も軍の雑務が片付いているはずだ」

「……いや、ルナス様とこれとは別に話は」

「関係ある。私がお前を連れて帰る。婿むことして父上に紹しよう介かいする。だから玉座の前で無様な真ま似ねを見せんよう、しっかり怪我を治せ」

「いや、しっかり治せというなら薬……ではなく！」

　マヒロは痛みも忘れて飛び起き、慌あわてて声を上げた。

「は!?　何です、婿というのは!?」

「婿は婿だ。初めてこの城に来たときに言っただろう？　婿になれと」

「……え。あれ、マジでプロポーズとかそんな感じだったんですか」

　するとルナスは心外そうに口を尖とがらせた。

「冗じよう談だんのつもりはない、と言ったはずだ」

「いや……。あの……。言うのは勝手ですが。それを受けるかどうかはまた別の話で、あと僕にも選ぶ権利が」

「ない」

「あります！　あります！」

「な……、なんだと貴様っ！　ではこの私が相手では不満だとでもいうのか!?」

「婚こん約やくはまだ構いませんが、皇族と婚約しただなどと公式に発表されたら、他ほかの女の子が僕に寄りつかなくなるでしょう!?」

「当たり前だ馬鹿者、そうでなければ何のための婚約だ!?」

　そうまで言いきられて、マヒロは渋しぶ々しぶ口を噤つぐんだ。それから舌打ち一つ。

「あーもう、はいはい、わかった、わかりましたよ、しょうがない人ですね……。それで、帝国では側室は何人までオーケーなのですか？」




　ごがっ!!




「エーデルワイス。この馬鹿には流動食も与あたえるな」

「かしこまりました」

　肩かたをいからせたまま、ルナスは部屋を出て行く。

　殴なぐられ吹ふっ飛んだマヒロが、タペストリーのように壁かべに張り付いていた。

　全治まで、一週間延びた。
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　深夜。

「はいはーい、毎度お馴な染じみ雑貨屋エミリオでござーい」

「も……モルヒネ……あ、あ……、あるだけ……」

　灯あかりもない、細い月明かりだけの青暗い部屋の中、エミリオは一年前と同じように特号の衣い装しようで現れ、そして同じように勝手にソファに腰こし掛かけた。

「ごめんねー、王子。帝国領内だと管理取り締しまりが厳しくってね。リスクに見合わないから扱あつかってないよ」

「くそ……肝かん心じんなときに、役に……立たない……」

「で……当てつけのつもり？」

「何が……？」

「前にお見み舞まいに来たとき、ぼくが言ったじゃない。蛇へびは飛ばない、ってさ」

「え？……ああ、一年くらい前だっけ」

　そう言えば、彼と会うのもそれ以来の一年ぶり。

「で、飛んだのかなって」

「さすがの余もそこまで馬鹿ではないよ？」

「飛んで落っこちた時点でそれ以上の馬鹿だよ」

　エミリオがポケットから小こ瓶びんを取り出した。

「モルヒネほどじゃないけど」

　錠じよう剤ざいが入っているそれを、マヒロの方へ放ほうって寄こす。

「これは？」

「バハリン」

「……まあ、鎮ちん痛つう剤には違ちがいないか……」

「人は、パンと水によってのみ生きるにあらず。傷病も、包帯と薬でのみ治るにあらず……ってね」

　さっそく栓せんを開け、サイドテーブルにあった水差しの水で流し込む。

「……エミリオ」

「なに？」

「一応ミスマルカは付ふ庸よう国こくとなったおかげで、余も辛かろうじて王子のままなんだが」

「そうだね。良かったじゃない」

「瀕ひん死しの重傷を負った王族の一日の食事が、アセチルサリチル酸と優やさしさだけというのはどう思う」

「飲み過ぎると胃に穴が開くよ」

　立ち上がったエミリオが、見舞い品の山を物色し始める。

「……意外に食べ物とかないんだね」

「控ひかえ室のおやつがなくなったとかで、侍じ従じゆう隊たいがみんな持っていきやがりました」

　エミリオがにこりと微笑ほほえむ。

「元気になった？　心の傷の方は」

「……ああ。世界は広いよ。どこまでも自由だ。蛇だって空を飛べるくらいにね」

「それは良かった」

　エミリオがめぼしそうな幾いくつかを見付けては、小こ脇わきに抱かかえたり。

「おい」

「なに？」

「いや、何をしている」

「バハリンの代金」

「お見舞いじゃないのか!?」

「誰だれもそんなこと言ってないじゃない。もう開かい栓せんしたんだから、返品は受け付けないよ」

　適当に四つ五つ見み繕つくろって、またソファまで戻もどってくる。

「しかしバイクかぁ……バイクはさすがに扱ってなかったからなぁ」

「車馬隊に口くち利ききしてやろうか？」

「固定の流通経路はあんまり好きじゃないんだ。いろいろ、しがらみが鬱うつ陶とうしくてね」

　エミリオがいつかのように、ポケットからミカンを二つ。一つをマヒロへ放る。

「……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。代金のお釣つり分」

　それを聞いて妙みような安あん堵どを覚えながら、マヒロはさっそくその皮を剝むき始めた。

「そう言えば、前と同じ格好だが……結局バイトは辞やめなかったのか」

「雇やとい先が変わったからね」

「雇い先？」

　エミリオが人差し指を立てる。

「そ。シャルロッテ皇女の直属になった」

「……特号も直属って言ってなかったか？」

「特号は諜ちよう報ほう部ぶの中での軍令本部長の直ちよつ轄かつ。今のぼくは、シャルロッテ皇女個人のご用伺うかがい。立場的には、葉は多た恵えさんや黒こく龍りゆう号ごうと同じ位置。前に会ったんでしょ？」

「ああ……あのポジションか。なんとなくわかった」

　教団領で会ったとき、彼女は軍人といった風ふう体ていの者は一人も連れていなかった。ルディ、フォルゴーレ、そして葉多恵と貴たか月つき。皆みな、彼女自身が信用と信しん頼らいに足ると踏ふんだ者たちなのだろう。そしてこのエミリオも、この一年でどういう経けい緯いがあったかはわからないが……商人としては一流だ。表にできぬ口利きであれば、これ以上頼たのもしい存在はないことは、マヒロ自身よく知っている。

「だからここの侍従長とも、系統は別になったわけ」

「でも、制服はそのままなのか」

「せっかくロハでもらった物だし、個人的に気に入ってるだけだよ。それにぼくみたいな裏方は、なに着てても関係ない」

　それもそうだ。

「だから今日はお見み舞まいじゃなくて、その一員として言こと伝づてに」

「言伝？」

「ルナス皇女からの辞令は、もう受け取った？」

「ああ、それなら今日聞いたとも。怪け我がが治ってから、らしいけどね」

「そう。会ってみて、ぼくが前から知ってる通りの王子に戻ってたら、伝えてくれって」

　よほど……。

　まあ、よほどだったのだろう。

　見えている世界が、あれだけ違ちがったのだから。

「なんて？」

「来て頂けるなら、お会いできる日を楽しみにしています……って」

　なんとまあ、妥だ当とうな伝言だろうか。

　ルナスからもらった辞令にもあった。

　望むに限る、と。

　言い換かえるなら。望まぬのなら、やる気がなければ来なくとも良い。別段会う必要もない。

　だが、望むのなら。

　その気があり、帝国中ちゆう枢すうで立ち回るだけの器量度量覚かく悟ごがあるのなら。

　これはあの夜、月下に彼女と話し合った夢物語の続きなのだ。父、ラヒルⅡ世の位置がラズルカ王に変わっただけの、同じシナリオ。そして今以もつて、彼女はそのシナリオを望んでいる。

　敵はいるのだろうかと考えたとき。

　敵はいると、マヒロは思った。

　個人対個人、主義対主張、支配対自由、国家対国家などという近視眼的なものではなく。

　予言者が言った、混こん沌とんと破は滅めつの正体だ。

　今、ようやくそこまで視界が戻った。

　それを知るためには情報がいる。それを阻そ止しするためには行動がいる。大局を見るには、その眺ちよう望ぼうを得られる立場と、その大局を動かせるだけの行動力がいる。自分は前者を、シャルロッテは後者を求めている。

　そして……彼女が望んでいるのなら。

　いや、その条件付きでのみ、自分は恐おそらく、思うがままに立ち回れる。

「じゃあ、僕からもいいかい」

「いいよ。返事をもらって来いって言われてるし」

　一息してから、マヒロは告げた。

「必ずや、ご期待に添そいましょう──」
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　あとがき




　びっくりしましたのが、七巻の望外の高評価。

　マヒロたちの戦いはこれからだ、って言ったのに……始まってしまった第二部。

　やり逃にげもとい、やりきったと思った後に「お前の戦いはこれからだ」と現実に言われるのは、まあ。なかなか。ええ。ありがとうございます、ありがとうございます。

　いいえ、これは嬉うれし涙なみだです。

　勇気も友情も努力も恋れん愛あいも描えがいていないこのミスマルカというお話なのですが……一巻での杞き憂ゆうをよそに、なかなか売り上げが落ちないようです。ありがとうございます。

　しかしなんですね。最近のライトノベルは学園ものが不動の人気を誇ほこっているようです。

　……。

　かく言う私も角川学園小説大賞で受賞した一人ということをご存知でしたか!?




　……別に知らなくても試験とかに出ないのでどうでもいいのですが、特に学園である必要もない内容かつ学園ものに必ひつ須すとも言える恋愛要素も皆かい無むのお話なのに受賞させてくださったスニーカー編集部の剛ごう胆たんさには今もって頭の下がる思いです。

　それはさておきましても、時勢はやっぱり学園、ひいては青春につきもののラブコメなようでして。確かに活字というのは映像やマンガに比べて直接的な心理描びよう写しやの点で優すぐれているので、私みたいに「剣けんと!!　魔ま法ほうと!!　銃じゆうが!!　それはもう、ばっつんばっつん!!」言ってるような話よりはメディアとして向いているのだと思います。

　ばっつんばっつん。

　ま……ラノベのみならず、泣きゲー、鬱うつゲー、各種名作がしのぎを削けずり合う恋愛というジャンルに私なんかが入ったところで今さらどうなるわけでもない、というのもございますが。女心とかわっかんねーし。そこら辺の心理もファンタジーとか設定と割り切って適当書けばなんとかなるんでしょうかねぇ。

　とまあ、書けないこともありますが、それでも勉強したり、無理に書きたいとも思わないのは……せっかくなんで、作者としての公式見解をここで明示しておきましょう。




「拙せつ著ちよに登場する全すべてのキャラは第一に読者の皆みな様さまの嫁よめであり婿むこである」




　……はは！　ははは！　ははははははははは！

　どれだけ萌もえ苦しいキャラを描けたところで恋愛をテーマに据すえてしまった作品ではこれは言えまい！　だが言った！　俺は言ったぞ！

　ええ、まあ、これも言ったからなんだって話ですが。

　無む双そうシリーズとかで超ちよう可愛かわいいキャラが○○の嫁（史実）とか脳内補完しようにも歴史という決して覆くつがえらぬ壁かべを突つき付けられたときの絶望感。一方で『ストライクウィッチーズ』の男キャラがほとんど登場しないことの安心感。なんか、こう、わかりません？

　わかる人はトモダチ。

　そういうわけですので、もし私の作品の中に気に入ったキャラがいましたら、遠えん慮りよなく応おう援えんしてあげてくださいな。

　ちなみに最近の悩なやみはバルクホルン、ハルトマン、エイラの三人から先、どう足あ搔がいても絞しぼり込めないことです。あとマルセイユと。もう……、もうね。どうしろと。




　はい、ダメな大人の話はこのくらいにいたしまして。

　このミスマルカのイラストでお馴な染じみのともぞさんが、「電撃大王ＧＥＮＥＳＩＳ」に『時の消失請負人』という作品を連れん載さいしていらっしゃいます。これが面おも白しろくてですね。

　主人公は過去へ移動することができる能力者なのですが、それを利用して過去に起きた事件そのものを〝無かった〟ことにしてしまう……それも些さ細さいな事件ではなく、誰だれもが知っている史実の事件の中で主人公たちが行動していくという衝しよう撃げき的な内容で、かなり度ど肝ぎもを抜ぬかれました（しかも一話完結形式というのがすごい）。もうすぐ一巻が発売だそうです。ミスマルカのあのキャラ（？）も意外な形で登場しておりますので、皆様もご一読のほどを。個人的には全編ともぞさんの絵というだけで贅ぜい沢たくすぎて買いです！

　ことほど左様に漫まん画が家かとしての作業のお忙いそがしい中、ともぞさんには今巻では各キャラの衣い装しようをまた新たにデザインしていただき、ありがとうございます。第二部となり、まだしばらくのお付き合いとなるかと思いますが、よろしくお願いします。




　あわせてコミック版ミスマルカも、早いもので三巻目が発売中です。「少年エース」誌上では、いよいよヤツも登場しております。

　もちろん……そこにモザイクなど、あるわけがない!!　というかほんとにない!!

　浅あさ川かわ先生ありがとうございます!!　いやっほう!!

　さすがに第二部ではヤツが登場する余地はないのですが、その分コミック版で輝かがやけるヤツの全身像を応援していただければ幸いです。




　担当のＷ氏。昨今は度たび々たび仕事が切せつ羽ぱ詰つまって申し訳ない限りです。仰おつしやる通り、締しめ切きりに追われるのは作家冥みよう利りかも知れませんが、たかがラノベ屋なのでいつかは文ぶん豪ごうの醍だい醐ご味みである締め切り破……いや、はい、これからもよろしくお願いします。




　さて最後に、七巻にご理解をいただいた読者の皆々様。不安で不安で仕方なかったマスラヲ五巻と同じく、これは許されるのかと戦せん々せん恐きよう々きようだったミスマルカ七巻でしたが、おかげさまで八巻目という最長不ふ倒とうに達することができました。厚く御おん礼れい申し上げます。

　個人的には今回から『ミスマルカ興国物語Ⅱ　～ミッション・シャルロッテ～』が正式なタイトルなのですが、ローマ数字って巻の通し番号に使ってしまっているので、簡単に第二部とか帝てい国こく編とでもお呼びください。展開的に「ミスマルカ」も「興国」も意味を失ってきているのが何ともあれですが、まあ。まあ、細かいことは気になさらず。

　大らかな心で、期待なさらずに次巻をお待ちいただけたなら幸いです。




　二〇一○年　十一月


林　トモアキ　　
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